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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　～ぬるい酒～









「酒ぬっる、うっす、まっず」

　夜も更けたとある酒場で、一人の男が隅の席で誰にも聞こえないような小さな声で言った。

　その男は屋内にもかかわらず地味な灰色のフードで顔を隠していた。そして彼の身長と同じくらいの杖つえを壁に立てかけ、料理を待つ間の時じ間かん潰つぶしとして注文した安酒に対して正直に抱いた感想を口に出していた。

　しかし、

「不ま味ずい、もう一杯いこう」




　不味い。本当に不味い。




　今時田舎のどんなに安い居酒屋に行ったとしても、これより不味い酒を出すところはそうそうないだろう。これほどまずい酒は探す方が難しいというほどまでに不味かった。

　キンキンに冷えたジョッキになみなみと注つがれたビールと比べるのもおこがましいほどに、この安酒エールは不味かった。自動販売機で売られている酒のほうが、これよりも誇張なしで何十倍も美う味まいだろう。

　もう少し値段の高い酒を頼めばまた別なのであろう。だがしかし、男はほかの酒を飲むつもりはなかった。金が無いわけではない、不味い酒好きというわけでもない。が、不味いと思う以上に、

（懐かしい）




　その感情のほうが何倍も大きかったからだ。

　だんだんと酔いが回り、より一層騒がしくなってきた周囲の客とは反対に、男は一人でちびちびとマジで不味い酒を飲んでいた。だが自分の注文した料理が運ばれて来たのを見るとテンションが上がると同時に、酒のお代わりを頼んだ。




　注文した料理は、鶏の肉に塩を振りかけ、直じか火びで中に熱が通るまでじっくりと焼いた串くし焼やきというシンプルな料理だった。

　調味料が貴重なためか塩以外には何も味つけがされておらず、肉も老いた鶏の肉を使用しているためとても固そうだったが、滴る肉汁や少し焦げ目がつくまでしっかりと炙あぶられた肉の香りは、昼間に運動をした空すきっ腹にとってはとても我慢できそうにないものであった。

　早く食いたい。その本能に逆らわずガブリ、とそのまま手て摑づかみでかぶりつく。やはり少し硬く、なかなか嚙かみ千切れなかったが、その香ばしさと嚙みごたえによって、なによりも肉を食べているという気がする。

　焼き立てでまだまだ熱い鶏肉を、舌をやけどしないように先ほど頼んだぬるいエールをがぶ飲みしてはまたかじりつく、それを何度も繰り返しながら昔の記憶を思い出す。




　昔、まだまだ本当に若造だったころは、毎日必死に働いて金を貯ためてはこうして安い酒と安い肉を食べるのが何よりも楽しみで、唯一の生きがいだった。

　幸か不幸か、魔術の才にそこそこ恵まれていなければ、そのままずっとその日暮らしをしていたかもしれない。その点では幸せだといえるのかもしれない。

　不幸というのは、もし彼に魔術の才がなかったならば、彼は魔術師になった時よりももっと長生きできていたかもしれないということだ。




「ふー、ご馳ち走そう様さま」

　日本に生まれて二十数年、すっかり習慣になった言葉を言うと、男は勘定を済ませ、更に賑にぎわってきた夜の酒場を後にした。

　そして人ひと気けのない裏路地で誰にも見られていないことを確認すると、

「今日は戻ったら焼き鳥屋で飲み直そう。冷えたビールと焼き鳥のタレ味が食いたい」




　そう言った次の瞬間には、彼の姿はもうどこにも見当たらなかった。








第一章　～不味い飯～









「換金を頼む」

「はい。サート様ですね？　お疲れ様です。こちらへどうぞ」




　日も沈みかけあたりが薄暗くなってきた頃、町の郊外にある冒険者ギルドの建物にはまだ多くの人々が入り乱れていた。

　迷宮に潜って手に入れた貴重な鉱石や薬草、魔物の核、角、爪、毛皮、肉など様々な素材を換金するために訪れた冒険者たちや、その素材を鑑定し、いち早く良いものを手に入れるために威勢の良い声で競りを行っている商業ギルドの人々である。

　冒険者たちは素材を売って手に入れた金でギルドの裏手に併設されている酒場か、娼しよ婦うふたちのいる色町に、今日も生きているという実感を得るために出かけていくのだろう。命を懸けて金を稼いだ冒険者たちは皆笑いながら上機嫌でギルドの建物から出て行く。

　そんな冒険者たちの数もピークを過ぎ、だんだんと人の数も少なくなってきた頃に一人の男が静かに扉を開けて入ってきた。




　顔や体全体をフードの付いたローブのような服で隠している怪しい男だった。冒険者にしては明らかに貧弱と言えるその体格から魔術師だろうと思われるその男は、杖しか持っていないにもかかわらず初老のギルド職員に素材鑑定をする部屋へと促される。

「いつもと同じように、手早く頼むよ」

「はい、存じております。今回はどんな獲物を狩られたのですか？」

「いつもと大して変わらないさ」

　そう言ってサートと呼ばれた男がコツン、と杖で床を突き立てるように叩たたくと、そこを中心に黒い影が広がり、その中から様々な生き物の死し骸がいや鉱石が次々と現れてきた。

　すると部屋の中で待機をしていた解体や鑑定を専門とするギルド職員たちが、手際よく魔物の死体の状態を確かめ、核を抉えぐり出しては大きさを比べ、鉱石の重さを備え付けられていた秤はかりで量る。




　いつもと同じようにとは、明らかにぼったくらない限りは細かい文句はつけないからその分待ち時間を少なくして早く金に換えてくれという意味である。魔物の核もわずかな質や大きさの違いによって値段が大きく変わってくるため、換金するときには冒険者はより高く売るため、商人はより安く買うための値段交渉によって時間が長引くことが多い。

　そんな無駄に時間のかかる面倒な交渉はしないかわりに、ギルド側も肉や薬草の質、鉱石の純度などの細かいことにはケチをつけるな、という互いの信頼の上に成り立っている暗黙の了解だった。そのためわずか十数分で鑑定作業は終わり、お互いが満足できる結果でいつものように金が支払われた。




　このやり取りももう何度も繰り返してきた。七日に一度どこからともなくやってきては一日中迷宮に潜り、質の良い素材を必ず一定数ギルドに納める手て練だれの魔術師、サート。

（できればもう少しだけでも回数を増やしてくれたなら、これ以上のことはないのだが）

　冒険者ギルドとしても、七日に一度だけとはいえ、一人で迷宮に潜っては涼しい雰囲気で帰ってくるサートの存在はある意味有名であったし、ギルドに納める換金品もすべて迷宮の中層で取れるものである。狩った魔物は傷が少なく、鉱石も純度が高いものが多いため商業ギルドにとっても非常にありがたいことであった。

　その量も、ほかの冒険者たちは迷宮に入る時よりも重い荷を引きずりながら苦労して持ち帰ってくるものを、魔術でどこかに収納しているため、人一人が持ち帰ることのできる量としては比べ物にならない差があった。

　さらには、一日で迷宮に潜って帰ってこられる移動手段を持っている。ギルド側としてはある意味このことが一番重要なことであったりする。




　しかし、前に一度何な故ぜそれほど便利なすべを持っているのに七日に一度だけなのか聞いてみたことがある。だがその時の答えは、

「こっちはあくまで副業なんだ。本業は別にある。別に不満があるわけじゃあないんだが給金が少なくてね。空いた時間で老後の蓄えを、と思ったのさ。だから無茶や無理はしない。怪け我がしたら元も子もないし」

　という予想外の言葉だった。実に長生きをしそうなタイプである。

　あれほどの腕を持った魔術師が少ない給金でどんな仕事をしているのか気にはなるが、言っていることに共感は出来る。死んだら元も子もないのだ。

　だが金を稼ぐだけならほかにいくらでも安全な仕事があるだろうに、やはり魔術師には変人が多いという噂うわさは本当かもしれない。

　と、先ほどサートを案内した初老のギルド職員、ロイドはサートの後ろ姿を見送りながらそう思った。







　さて、そのサートこと本名佐藤聡さとるは今日も手に入れたお金で酒場へ向かい、この世界の不ま味ずい飯を食べていた。




「野菜スープ味薄うっす、肉少なっ、っていうか具が少なっ」




　今日頼んだ野菜スープははっきり言わなくても不味いものだった。素材の味を生かしたといえば聞こえはよいが、実際はただ塩気が足らないだけであるし、野菜も萎しなびている。ついでに具材の量も足らないせいでもはやただの煮汁と言っても過言ではなかった。

　そんな薄いスープをサートは勢いよくかき込み、熱い熱いと少ない野菜を嚙みしめながら一言、

「まっじ、マジまじー。あ、アンちゃんこれお代わり」

「不味いならもっと良いものを注文してください。それ、一杯銅貨一枚の本当に飢えを誤ご魔ま化かすためだけのものですよ？　サートさん今日もいっぱい稼いでいるんだから、もっと売り上げに貢献してくださいよ」

「じゃあ、黒パンと干し肉追加」

「それも、安いものじゃないですか」

「このくそ不味いスープに塩辛い干し肉を入れると、なかなか食える味になってな、それに黒パンを浸して食べるという飢えしのぎを昔よくやったんだよ。これが普通に不味いんだ」

　クソ不味いから普通に不味いに変わるんだぞと、いかにも凄すごいことのように真顔で話すサートに、この酒場の看板娘でありギルド職員でもあるアンは呆あきれたように注文を承った。

「あー、味み噌そ汁しる飲みたい。ねこまんまにしてもいいな」





◆　　◆　　◆






　金曜日、聡は今日も定時五時に仕事を終わらせ、帰宅の準備を始めていた。

　周りも皆同じように帰宅の準備を始めており、そこに残業をしていけといった無言の圧力なんてものは全く存在しなかった。

　それがこの会社の唯一といってもよい取り柄だった。当然その分給料も安いが、特に金のかかる趣味も相手もいない聡にとっては、ただ生きていくだけならば十分な額でもあった。

　だが、貯金はなかなか貯たまりづらい。老後のことを考えると心もとない稼ぎというのも事実であり、社員の中には平和な老後生活と、万が一の場合に備えての資金を得るために、隠れて副業をする人も少なからずいる。聡もその例に漏れず、副業としている明日あしたの冒険のための準備と、英気を養うために何か美う味まいものを食い溜ためておこうと思った。その矢先に、会社の先輩から食事に誘われる。

「おーい佐藤、これから飲みにいかないか？」

「ご馳走様です」

「奢おごらねえよ」




　といった流れで、先輩たちと駅前の居酒屋に繰り出すことになった。そこで肴さかなをつまみながらちびちびと酒を飲んで談笑していると、話題は最近の休日の過ごし方についてに移り変わっていった。

「お前最近どうしてんの？　余裕ねえのは分かるけど」

「まあ、秘密の副業ですよ、老後の蓄えが少しでも欲しいんで」

「あんまり無理すんなよ。いや、まあ仕方ないのは分かるけども」

「ご馳走様です」

「だから奢らねえって」

　こうして職場の同僚と友好を深め、しっかりと英気を養った翌日の朝。

　聡は食事と歯磨きを終えるとパン、と両手をたたいた。すると聡の体を黒い影が覆い、数瞬後には灰色のフード付きコートと背丈ほどある杖つえといったいつもの冒険者スタイルが現れた。




　因みに、下着や靴は現代日本のままだ。現代の運動靴が有能すぎて、向こうの世界のシンプルな造りのブーツなんてもう履けなくなってしまったのだ。よって、なるべく目立たないように選んだシンプルな見た目の運動靴は、毎回決して欠かせない最重要品目の一つとなっていた。

　ついでに言うと、杖はただのブラフである。適当に見た目の良い木の枝を拾っただけで、格好つけ以外の理由はない。

　荷物や服装の確認を終えた後にもう一度手をたたくと、聡の体は一瞬のうちにこの世界から消えてしまった。







　そして聡は今、冒険者サートとして、冒険者たちの町アルバにある迷宮の中階層に来ていた。




　この迷宮は、数百年前にこの迷宮を発見した冒険者アルバに因ちなんで通称アルバ迷宮と呼ばれている。さらにこの迷宮を中心に発展した町にもそのままアルバという名が根付いたのだ。

　このアルバ迷宮は現在地下三十五階まで到達されており、その大きさはこの大陸の中でも上位に入るほどの規模を誇っていた。その中階層というと二十階前後を指すのだが、迷宮の中は広い。とてつもなく広い。

　当たり前だが、人が歩くことを想定されているはずもない道ともいえぬ道に、険しい地形。さらには下層に行けば行くほど強く、厄介な魔物がわんさかと存在し、冒険者の行く手を阻むのである。

　その困難さは、数百年もの時間をかけてもまだ三十五階までしか到達できていない事実を考えれば想像しやすいだろうか。

　そんなまさに魔境ともいえる迷宮の中を数百年かけて人が通りやすいように道を整備し、地図を書き、情報を集め、後世に伝えた偉大なる先達のなかにはこの町の名の由来にもなった冒険者アルバの名も含まれている。

　しかしそれでも中階層に到達するためには最低でも数日、慎重にいけば十数日はかかることは確実なのだ。しかもそれは長年生死を共にした迷宮探索の実力もチームワークもある複数人のパーティであることが前提である。一人で迷宮に入れば常人ならまず間違いなく最初の数階で野たれ死ぬだろう。




　では何故サートが僅わずか一日という短い時間でこの階層まで来ることが出来たのか。

　曰いわく、

「異世界転移まで出来たのにこのぐらいのことが出来ない筈はずがない」

　と思い試しにやってみたら出来たらしい。

　そんなサートであるが、彼は今その迷宮の地下二十二階で鉱石を掘っている。

　地面を掘るというよりは穴に潜って壁を削っているといった感じである。彼は他の冒険者がいないのを良いことに、ピッケルも何も持たず、周囲に転がっているそこそこの大きさの石を魔術で浮かせて、そのまま猛スピードで壁に向かって射出し、打ち砕きながら削るという非常に乱暴な真ま似ねをしていた。




　半径百数十メートルほどを薄く広げた風魔術で警戒しながら、たまに岩の砕ける音につられてやってくる魔物に対して、毛皮などを取らないタイプの魔物には作業しながら視線さえ向けずその石をマシンガンの如ごとく連続で射出しては始末し、毛皮に傷をつけたくない場合は相手を魔術で地面から浮かせた状態にして同時に窒息させる魔術で始末する。

　まさに魔術万歳状態であった。




　因みになぜ後者の方法ですべて倒さないかというと、単純に難易度の問題である。窒息の魔術は周囲の酸素濃度や空気成分をいじって窒息死にまで至らせる原理のため、精密な技術力と集中力が必要で、そういった細かいことが苦手なサートではさすがに片手間で出来るほどではないからだ。

　また、この魔術は現代に転生してから読んだ漫画を元に考え付いた魔術で、まだ使い慣れていないのも理由だった。一気に真空状態にしないのは、その状態でも魔物はしばらく動けるし、死ぬまでにそれなりに時間がかかるのだ。

　人間はほんの少し空気の成分の比率が変わるだけで昏こん睡すい状態に陥ることもある。そこからサートは雑ざ魚こモンスターや小動物で色々と試行錯誤をしてこの魔術を開発したのだ。




　もっと下の階層に行けばより純度が高くて貴重な鉱石が多くあるのだが、その分魔物も手て強ごわくなってくる。

　リスクとリターン、疲労と時間のコストパフォーマンスを考えると、この階層でもうすでに単純な作業ゲーと化している採掘が一番よいのである。

　何より、あくまで老後のための貯蓄を稼ぐのが目的であるのに、わざわざ余計な危険を冒す必要などなかったし、安定して稼げる現状に十分満足しているのが最大の理由であった。

「ただ、精神的にちょっとキツイ。刺身に延々タンポポのせてる気分になるわ」

　そこで今日の飯は、ハーブで臭み取りなんてしていない生臭くて不ま味ずい魚の煮つけと、塩辛くて新鮮という言葉とは無縁な不味い魚の保存食のどちらにしようか迷いながら、今日の収穫を影にしまって帰路に就くサートであった。





◆　　◆　　◆






　いつもの如く本日の稼ぎを使って、ギルドの裏手にある酒場で懐かしの激マズ料理を食べていたサートは、自分の目の前に誰かが来たことを飯を咀そし嚼やくしながら感じ取った。

「相席いいか？」

「構わんよ」

「あんがとよ。つーか、それ、美味いのか？　見た感じ貧乏ってわけじゃないだろう。なんでまたそんな安飯なんて食ってんだ？」

「美味いわけないだろうが。ただ、ガキの頃に食い慣れたもんはたとえどんなに不味くても、どんだけ大人になっても特別なものだろ。不味いけどたまに食いたくなるんだよ、不味いけど」




　今日のメニューは蒸かした芋だ。

　味のない、パサパサした舌触りの、ただ腹を満たすためだけに存在する芋である。

　本当に不味いものというのは味がおかしい食べ物ではなく、この芋のように全く味のしない食べ物のことを指すのだと、今日新たに発見した。




　懐かしさのあまり勢いで注文したサートも、正直ちょっと後悔している程不味い。

　なんだかんだで食に恵まれている現代日本で二十年以上も生活していたため、舌が肥えてしまったサートにとって、この無味の芋は想像以上にキツイものがあった。

　当然マヨネーズもケチャップもバターも、塩さえないのである。

　この粘土のような味の芋を食べながら、あの頃はいつか必ずこんな芋を食わなくても済むような生活がしたいと食事のたびに思ったものだと、サートは思い出していた。

　あの時に比べれば今はなんと豪華なことか。やはりこれからも怪我せず堅実に稼いでいこう、と少し初心に戻り、改めて今の幸せを実感したサートであった。




　そのサートの様子を見ていた目の前のマッチョ冒険者は、サートの言葉に共感するところがあったのか納得したように頷うなずいている。

　それが懐かしさに対してなのか、それとも芋の不味さに対してなのかは分からないが、それよりも気になったのがこの時間帯に相席をしなければならないほどに人が混んできていることだ。

　サートは今日、たまたま良い鉱脈に当たったのかいつもより早く予定していたノルマを達成したため、早めに戻ったが、まだ日も沈んでいない時刻にもかかわらず酒場の人が多くなってきている。




　迷宮の中では昼か夜かは分からないが、時間を大まかにだが計る道具は存在する。

　迷宮は朝夕関係なくいつでも入ることは出来るが、冒険者を相手にしている店は必ずしもそうではない。

　基本的に迷宮へは数日から十数日がかりで潜るため、冒険者は迷宮から帰ってくると換金素材を査定にかける間に、見張りを何人か残すと最初に公衆浴場で血と汗を洗い流す。それから酒場やそれぞれの拠点で分け前の分配をするというのが一番一般的だ。

　夜にやっている店と言えば酒場以外はほとんどが娼しよう館かんであるため、時間を有効に使うために日の出か日の入り前後に迷宮を出てくる冒険者が多い。その場合、酒場に一番人が集まるのは日が完全に沈むか昇り始める時間帯なのである。

　しかし今日はまだ日の入り前にもかかわらず、ピーク時並みに人が入り乱れている。サートは浮かんだ疑問を目の前のマッチョ野郎に尋ねてみた。

「あぁ、そりゃな、二日前に地下十階で主ぬし級の魔物を見たやつらがいてな。いつ上にくるか分からんってんで、急いで知らせに戻ったんだとよ」




　主級とは文字通り普通の魔物たちとは一線を画した強さを持つ存在で、分かりやすく言うなら所謂いわゆるボス級のモンスターというやつである。大体数年から十数年の周期で一つの迷宮で目撃されている。

（やっぱりまだまだ楽にはいかないか、主級は）

　サートがこの世界へ来るようになってから調べて分かったことは、この世界は前世の自分が死んでからそんなに長い時は経っていないということである。

　大体二十数年、今の自分の年齢とあまり変わらない年数だ。輪りん廻ね転生が本当にあったということは置いておいて、この世界は二十年以上経たっても文明の発達というものがあまり見られなかった。

　王都などの都市部はどうか分からないが、少なくとも自分の目で見た限りでは、この町で使用されている武器や薬に大きな違いは見られなかった。

　知識の伝達速度が遅いのか、それとも下手に魔術のような便利なものがあるから発達しにくいのかは分からない。

　だが、前世で自分が生きている間でも特に文明が発達したという実感はなかったため、案外こんなものなのかもしれないとも思う。

　現代社会のような、僅か数十年で別世界に様変わりするかのような発展速度を基準に考えるべきではないのだろう。




　そして主級の脅威も変わらず存在した。人間なんて銃がなければ熊や猪どころか草食動物に勝てるかさえ怪しいのだ。野生の動物を一刀両断だとか殴り殺せる人間などは、この世界でも殆ほとんど空想フアンタジーと同じ扱いであった。猛獣すら軽く捻ひねり潰つぶす力を持つ主級に人が生身で勝てる筈もない。

　主級のような超常存在を一人で倒せるのはトップクラスの実力者の中でも、更にそこから人間をやめてるとしか思えない程の、本当に一握りの戦士や魔術師だけである。

　普通は何日間も犠牲を覚悟で圧倒的多数で主級を追い込み、いくつもの罠わなをしかけ、弓矢や魔術で遠距離から徐々に体力を削っていくのである。というか、普通に討伐するならそれしか方法がないのである。

　因みに主級を一人で倒せるという基準で言うのならサートも一応この人外の内に入るのだが、当然のことながら全く討伐する気は起きていない。

　その理由は言うまでもない。




　サートはその後、マッチョ冒険者ことゴッツとよほど気が合ったのか、子供の時に食べた不味い飯あるあるで話が盛り上がったり、テンションが上がって看板娘のアンに対して不味い飯が欲しいと注文しては不機嫌そうなアンに叱られていたりした。

　それからも不味い飯を食べながら色々な話をしたり、迷宮の情報の交換をしたりなど、今までほとんどボッチ同然だったサートは久々にこちらの世界で楽しい時間を過ごし、ゴッツに別れを告げて元の世界に帰った。




　明日あしたは甘い石焼き芋を食べようと心に決めて眠りについた聡さとるであった。








第二章　～ゴッツの仲間たち～









「サート、お前を魔術師と見込んで頼みがある」

「金は貸さん」

「魔術師としてつってんだろうが！　金じゃねえよ！　ったく、頼みってのはな、あれだ、うちの仲間内にも一人魔術師がいるんだが、な。なんつうかその」

「アンちゃんこれ何の肉？　安いから頼んだんだけど、味超微妙。お代わり」

「聞けよお前」

「なら本題を早く言えよお前」




　サートが朝食として食べている、どんな動物の肉を使っているのか全くわからない謎肉のステーキは、手のひら二つ分はあろうかというボリュームに対して、値段が異常に安いことが特徴だった。

　前回来たときに知らないメニューが増えていること自体には気づいていたが、その時は豆のスープを注文しようと既に決めており、それを食べ終えてから余裕があるようなら追加注文しようと考えていたものだった。

　しかし豆のスープが文字通り過ぎるほど豆のスープであったせいでそれは出来なくなった。

　具は豆のみ、しかもその豆も水を吸い込んで体積が増大していた為、一杯食べ終わる頃にはサートはそれ以上食べる余裕は欠片かけらも残されていないほど腹が膨れてしまった。そのため謎肉の注文は次回に回したのだ。




　聞けばこの豆のスープも腹を満たすことと栄養を取ることのみを考えて作られているらしい。さらに体が資本のくせに貧乏で飯が食えない冒険者のために、できるだけ値段を安くするため調味料や食べやすさなどはほとんど考慮されていないのだとか。

　しかし、味の薄い豆を延々と食べ続けるというのはなかなかにキツイ。

　この謎肉のステーキも同じタイプかと思っていたが、予想に反してその味は不味くはなかった。

　が、決して美味いわけでもない、まさに微妙な味としか言えない肉であった。表面に少し焦げ目がつくまでしっかりと焼き上げられていたその肉質はとても柔らかく、簡単に嚙かみ千切ることができた。

　だが口に入れると独特の臭みが鼻を抜けていき、肉汁が少ないのが気になったが、ぷにぷにした食感の、初めて食べる新感覚な嚙みごたえがあった。

　この味を何と言えばよいのか分からず首をかしげている傍で、筋肉質の巨体が同じメニューをナイフも使わずに豪快にフォークで肉をぶっ刺しながら食べていた。




　先日、主ぬし級と思われる魔物が目撃されてから二週間が経ち、ただでさえ鬼畜難易度の迷宮の危険度がさらに上がったことにより、命知らず以外の多くの冒険者は強制営業自粛状態へと追い込まれた。

　今は、王都や周辺の町へと依頼された主級討伐の募集に応えこちらに向かってきている冒険者たちが到着するのを待っている状態だ。彼らに志願した町の有志の冒険者たちを加え討伐に向かう。実際に主級を倒したことが確認されない限り、迷宮に潜るのは皆遠慮したいだろう。

　そのため、別の迷宮のある町に行く者たち以外の冒険者は、降って湧いた空いた時間を酒場で潰しているか、自分の技に更なる磨きをかけるために修行をするか、金が心もとない者は町で小銭を稼いでいるかのどれかであった。

　サートもその例に漏れず、たまにはこんな日も良いだろうということで朝から酒場に入り浸ってゆっくりしようと思っていたところに、先日知り合った筋肉マッチョことゴッツと偶然出会い、一緒に飯を食っている最中にゴッツが相談事を持ちかけてきたのだ。

　その内容というのはゴッツ曰いわく、今のゴッツのパーティに一人魔術師がいるのだが、まだ冒険者になってから経験が浅く、しかも冒険者として魔術師はどんな立ち回りをすればよいのか、魔術師ではない自分たちにはわからないのでアドバイスが欲しいということであった。

　いつもなら迷宮に潜ったり町の外で野生の魔物と戦って経験を積めばよいのだが、今は迷宮には入れず、近場の魔物もすでに修行中のほかの冒険者たちに狩り尽くされており、赤字覚悟で遠出をしようとしていたら、サートのことを思い出してダメもとで指導をしてくれないか頼んでみたらしい。




「無理じゃね」

「答えんのはえーな、おい」

「見習えよ。という冗談はさておき、実際無理っぽいと思うぞ。俺本業は別にあるし、冒険者稼業は副業だから七日に一度しか迷宮潜らないんだし」

「一人で迷宮潜って帰って来れる奴が一体何の仕事をしているのかは気になるが、まぁ、無理強いは出来ねえか。ただ、これから暇なときでも何か簡単な助言でも貰もらえねえか？」

「それは別に構わないが、魔術師と一ひと括くくりに言っても色んなタイプがあるぞ。魔術師としての実力がどのくらいで、どんな魔術が使えるかによって戦い方も正反対になることもある。実力は実際にそいつを見てみないとわからないし、戦うスタイルが違えば同じ魔術師でも参考にならんことも当然ある。まあそれでもいいなら暇なときに聞いてくれ」

　当然貰うもんは貰うけど、と付け加える。




　この世界の魔術師の割合はとても低い。

　具体的にどのくらいか詳しくは分からないが、それでも、それなりに長く冒険者をしているベテランのゴッツでさえまともに魔術師のことを知る機会がなかったぐらいに珍しいのである。

　国軍の魔術師ばかりを集めた魔術兵科か、魔術師の総本山と呼ばれている魔法都市アーリンにでも行かない限り魔術師の戦いを見るのはかなり難しい。

　一般人が軍と関わることはほとんどないし、魔法都市アーリンは存在すること自体は確かなのだが、その町にいる魔術師はほぼ全員が魔術の研究が第一といった性格で、戦いどころか町の外にもめったに出ないため、一部では幻の都市と言われるほど他の都市とはほとんど交流がないのである。

「あー、んじゃあ、今これから暇ならさっそく会ってみねえか？　割とここから近いとこに拠点があるんだよ。それでちょいと判断してくれや」

　これはサートとしても今の時代の一般的な魔術師の力量を量れる良い機会であったし、迷宮に潜らない分暇なので、何か適当に作った魔術具でも売って金にしようと思っていたところだったため、断る理由はなかった。

　が、

「とりあえずこの微妙な味の謎肉のお代わり食い終わってからな」

　もったいないから。







　ということでゴッツとそのパーティが普段生活の中心として利用している拠点に向かうと、目に入ったのは宿屋ではなく、アパート暮らしの聡の給料では到底買えないくらい大きな屋敷であった。

　建物自体の造りは豪華ではないが、人が十人以上は楽に泊まれるだろうというぐらいにしっかりとしていたその屋敷の入り口に、ゴッツの仲間と思われるこれまた筋肉隆々とした犬の獣人が立っていた。

　その犬人はゴッツほどゴリマッチョではないが、獣人特有のしなやかで極限まで絞られた筋肉と大きな体格によって、ゴッツに負けず劣らず強そうに見えた。

　ゴッツは二メートルに届こうかという身長と本場のアメフト選手も顔負けの筋肉を持っていたが、犬人の背丈はそのゴッツよりもさらに頭一つ分高かった。

「ようガラン、どうしたよそんな所で。あ、こいつが前に言った魔術師のサートだ、ミラは今どこにいる？」

「……うラ庭だ。遅いぞゴッツ」

「わりぃ、普通に忘れて飯食ってた。サート、こいつがうちのパーティの主戦力のガランだ。無口だがいい奴だぞ」

「……ガランだ」

「サートだ。大変だな、脳筋が身内にいると」

「なレた」

　ガランだけでなく、ほとんどの獣人に当てはまることだが、獣人は首より上は完全に獣の頭なので、声帯と舌の形が違うために独特の訛なまりがある。

　人間族の言葉を話すのはあまり得意ではないため、必要がなければあまり多く喋しやべるということをしないのだ。もちろん例外はいるが。




　因ちなみにサートの身長は百七十センチメートルを少し超えたあたりであるため、周りの二人と比べると大人と子供ほどの差があった。

　また、ゴッツの厳いかつい顔や体格とガランの黒くて毛深い巨体が合わさって、傍はたから見るとまるでカツアゲでもされているかのような、非常に危険に見える光景であった。

「てか、やっぱり最初からそのつもりだったんじゃねえか。なーにがこれから暇ならだよ、暇じゃないって言ったらどうするつもりだったんだ？」

「うっへっへ、まあ、実際暇だったろ？」

　こうして三人は軽口を言い合いながら一緒に裏庭へと向かっていった。





◆　　◆　　◆






「ミラと言います。忙しい中面倒をおかけしますが、ご指導よろしくお願いします」

「……あー、うん。サートだ、こちらこそよろしく」




　ゴッツとガランに案内された裏庭では、サートと似たような顔を隠すようなタイプのローブを着た一人の人物が地面に座り込んで瞑めい想そうをしていた。

　近づいてくるこちらの気配に気づいたのか、その人物は顔をあげて立ち上がると、見知らぬ人間、サートに対して少し警戒するようなしぐさを見せた。

　本当にさりげなく小さな動きだったが、サートは少し疑問に思った程度で普通に流す。

　ゴッツがその人物、件くだんの魔術師にサートのことを紹介してからは警戒している気配も薄れ、サートに簡単な自己紹介をし、サートもそれに続いた。

　最初立ち上がった時の身長が自分と大して変わらなかったためその魔術師は男だと思っていたが、まず声を聴いて疑問を抱き、顔を見て女性だと認識した瞬間にサートは思い切り目を見開いた。

　幸い目深にフードを被かぶっていたおかげで表情を見られずに済んだが、完全に油断していたところに冷水をぶっかけられた気分であった。




　サートをこの世界に来てから最も驚かせたであろうその人物は、高身長の上にキリッと凛り々りしい顔をした、誰が見ても間違いなく美形だと答える、男装をしたらさぞや女性からもモテるであろう銀髪のクールな雰囲気の美人であった。

　しかし、サートが一番驚いたのはそんなことではなく、その人物の顔に見覚えがあったからだ。

　いや、正確に言えばその顔に非常によく似た顔に覚えがあった。




　そのよく似た見覚えのある人物の名前はリラ・ラライア。




　苗みよう字じ付き、要するに貴族出身の魔術師で、目の前のミラと名乗った人物よりも髪を長く伸ばし、全体的に少しだけ擦れた雰囲気のある女性だった。そして、二十年以上も前に魔法都市アーリンで老いと病を中心に研究していた、水の魔術を非常に得意とした魔術師でもあった。

　アーリンの中の魔術師たちにはマッドサイエンティストとして非常に有名で、その研究内容から都市外の一部の権力者たちにもリラの名は知られていた。

　老いを専門とするだけあって、昔からずっと見た目が若いままの、年齢不詳の食えない性格の人物だったことを覚えている。

　だが容姿や性格とは裏腹に、親しい人たちからはラララという非常にかわいらしい愛称で呼ばれており、そのことを指摘すると少し照れくさそうにする一面もあったらしい。

　前世の自分も特別親しいというわけではなかったが、彼女の研究に必要だという幾つかの貴重な素材を売ったり、サンプルの採取のために大陸中を転移魔術で連れて行かされたことが何回かあった。




　なぜ彼女が老いと病の研究をしていたのかは今でも分からない。

　若い容姿のまま老いたくないという全ての世界共通の女性の夢ゆえなのか、それとも他に理由があったのかどうかも知らない程度の付き合いしかなかったが、彼女が前世の聡さとるが死んだ後にどうなったかは少々気になるところであった。

　生きているのか、死んでいるのか、目の前の人物がまさか本人ではないだろうが、あれから研究が進んでいたとするならば、若返りの魔術の一つや二つは出来ていてもおかしくはない。もしかしたら改めて一から人生をやり直しているという可能性もないではない。




　とりあえず、軽く探りを入れてみようとサートが師や得意な魔術は何かを質問してみると、

「魔術は母から習いました。得意、というより、使える魔術は母から教わった水の魔術と簡単な回復と強化魔術です」

　と、知性を感じさせる、少しだけハスキーな透き通るような声で答えてくれた。

　そしてミラ曰く、その母も一年ほど前にあっさりと眠るようにして亡くなってしまったという。

　その時に色々と騒ぎはあったようだが、それからなんやかんやあって冒険者を目指したという訳らしい。

　リラ・ラライアの娘ということがほぼ確定したが、サートはまだミラ゠リラ説が完全になくなったわけではない、と考えていた。それほど何をやってもおかしくない魔術師だったのだ。

　しかしサートは目の前の女性とあの老ろう獪かいなマッドサイエンティストとはあまりにギャップが大きすぎて同一人物だとは思えなかった。

　というか思いたくなかった。

（女は女優とはいうけれども、流石さすがにこれはないだろう。……ないよな？　もし同一人物なら俺もう女なんか信じない）

　といった感じで、半分サートの願望混じりでとりあえずリラの娘だということを一応信じることにした。




（というか、あいつ結婚できたのか。死んだとか、娘ができたとかよりもそれが一番驚きだわ。誰だよ相手の勇者、すげえな）




　そんなこんなで懐かしい顔も見られたことだし、そろそろ真面目に助言なり何なりしていこうと思ったが、その前にもう一つ、どうしても聞いておく必要があることがあった。

「なんでそんなに焦って迷宮の中での魔術師の戦い方を学ぼうとしているんだ？　戦闘が全くの素人しろうとだとしても、ほとんど知らない相手から指導を受けようなんて普通はしないぞ。ましてや今は主級がいて迷宮に入れないんだ、焦ったって何の意味もないだろ」




　そう、普通ならパーティに戦闘慣れしていない者を入れるとき、初めは上層部で少しずつ迷宮の空気というものに慣らしていき、魔物との戦いも弱い魔物との戦闘回数を重ねて経験を積むというのが常識だ。

　何しろゲームと違ってレベルアップもスキルポイントもステータスも何もないのだ。

　全て体一つで覚えていかなければならないし、基本的に身体能力においては魔物に圧倒的に劣る人間たちにとって、迷宮の中ではチームワークが何よりも重要な武器なのだ。そのため気楽に頻繁にパーティメンバーを入れ替えたりすることもできない。




　自分たちの命がかかっているのだ。メンバー選びはかなりシビアであるし、仲間になったメンバーは長い目で育てながら強い信頼関係を結んでいくものである。

　迷宮という、いつ魔物に襲われるかも分からず、安息の場というものがほとんど存在しない空間の中では、その「信頼」というある意味一番信用できないものがないと簡単に人は潰つぶれてしまい、そして死んでいくのだ。

　今回の件も、同じ魔術師に助言を求めるだけなら何もおかしなことではないが、それがつい先日知り合ったマズ飯友達で、しかも頼んだその日のうちにとなると、もしかしなくても何か急ぐ理由があるのだろうということがわかる。

　そこのところを尋ねてみると、

　ミラは暗い顔になり、ガランは溜ため息いきを吐つき、ゴッツは一言。




「そらぁ、その主級に会いに行くからだ」




　それはまたご苦労なことである。それだけならば他人ひと事ごととしてそれ以上何か思うこともなかった。だが、その後に付け加えられた言葉にサートは思わず言葉を失ってしまう。




「───明日あした」




「朝の謎肉に中あたったか？　お前結局俺より二回も多くお代わりしたもんな？」

　ゴッツの正気を疑ったが、割と本当マジの話の雰囲気だったので、とりあえずさらに詳しい話をゴッツに聞いてみる。

「というか、お前朝、迷宮に入れないとか、赤字覚悟で遠出がどうとか言ってただろ。どうなってんだそこらへん」

「噓じゃあねえぞ、主級が現れたっつう情報が出たのは前の前にお前が来た時だから、十四日前だろう？　んで、ここら辺の魔物がほとんど狩り尽くされ始めたのが六日前。遠出をしようと決めたのがその次の日で、準備と休養に二日、これが三日前だ。だけどなぁ、いざ出発！　って思ってた矢先に主級の討伐部隊に加わってくれねえかって話がうちに来たんだよ。ほら、噓じゃねえだろ？」

「うっせえよ」

　指を一つ一つ折りながらドヤ顔で説明するゴッツに対して、サートの反応は極めて冷たいものだった。




　ゴッツでは話にならないので、頭の良さそうなミラや、常識人の臭いがするガランから補足の説明を聞く。何でも、三日前に主級を討伐しに来た冒険者たちがほとんど到着したらしいのだが、その数が予想以上に少なかったそうだ。今からさらに他の都市から追加の人数を集めようにも、これ以上迷宮からの産出品が滞ると商業ギルドや町の冒険者を対象にしている多くの店に影響を与えるため、なるべく早急に問題を解決しなければならなかった。

　よって、最終手段として現在この迷宮都市アルバにいる実力のある冒険者の中で、主級討伐に参加を表明していないパーティに依頼という形で頭数をそろえようとしたのだ。

　そしてその白羽の矢が立ったいくつかのパーティのうちの一つがゴッツたちという訳である。




「断ればいいんじゃないのか、普通に」

「それが、そういう訳にもいかないのです」

　広い庭まである屋敷を拠点にしていることからも分かるように、ゴッツたちのパーティはこのアルバの中でも上位の稼ぎと、それにふさわしい実力とを備えている。

　その実力は、準備と各個人の体調が万全ならば、地下三十階層にも到達することが出来るほどだ。

　しかもこれはミラがメンバーに加入する前の話であり、これから先ミラが経験を積んで魔術師としての実力を磨いていけば、いずれは現在到達されている最深階、そして、さらにその先へとたどり着くことも夢ではないかもしれない。




　冒険者ギルドからの依頼は特に強い強制力を持っているという訳ではないが、冒険者は例外なく冒険者ギルドの恩恵を受けているため、滅多に依頼されることがないこともあり、暗黙の了解でよほどのことがない限り断ることはない。
















　しかし、有名なパーティのゴッツたちが冒険者ギルドからの依頼を断った場合、今までになかった前例が出来てしまう。そうなると、ギルドに依頼されたゴッツたち以外の他のパーティの中にも依頼を拒否する者たちが出て来るかもしれない。

　それはただでさえ人数が少ない今回の主級討伐においてギルド側が何があっても避けたいことなのだ。

　さらに、もしもこの町に冒険者ギルドからの依頼を断ったパーティがいることが他の迷宮都市に伝わってしまった場合、今回のような何か重大な問題が起こった際に冒険者に依頼をしたとき、前例を盾に断られることがあるかもしれない。




　冒険者ギルドとしては、そんなことが起きないように今回は何かしら依頼を断った時のペナルティを設定するであろう。

　そのような冒険者ギルドにとって悪あしき前例を作ったゴッツたちが、今まで通り迷宮に潜ることが出来るのか分からない。だからこそ、この依頼は断ることが出来ないのだ。




　また、ミラだけを残して討伐に参加するというのも難しい。

　魔術が使えるということは、たとえそれが貧弱なもやしっ子でも、場合によっては百戦錬磨の屈強な戦士よりも役に立つことがある。

　今回もミラに期待されているのは、主級を仕留める戦闘力ではなく、魔術師特有の様々なトリッキーな遠距離攻撃によるけん制と援護なのである。

　数の少ない魔術師ということで、ミラはゴッツたちと同じかそれ以上の注目と期待がされていた。

「そういうこった」

「うっせえよ」

　全てミラとガランに説明してもらって、最後だけドヤ顔でまとめるゴッツがかなりイラッと来たので返事も荒くなるサートであった。




　これが無名のパーティ、または個人であったらまた違っていたし、実際に過去にも何件かギルドからの依頼を断った例も存在したが、これもまた有名税の一つなのだろう。

「ほーう、やっぱり有名になっても良いことなんてないな、良かったボッチで。でも俺魔術師だけどなんも言われてねえよ？」

「おめえはいつも居ねえからだろ。それに迷宮に潜って罠わな張って、主級を見つけてから倒して帰ってくるのに最低でも五日間以上を予定しているからな、おめえ行けと言われたら行くのか？」

「行く訳ねえじゃん」

「……ギルドもそのことが分かっていルのだロう」

「こちらの事情で本当に申し訳ないのですが、私も足あし手で纏まといにはなりたくありませんので、非常に短い時間ですが、どうかよろしくお願いします」

　正直ちょっと面倒くさくなってきたが、ゴッツが珍しい食事をご馳ち走そうしてくれるというのでその誘惑には勝てず、どうせ一日だけだしとホイホイ釣られてしまったサートなのであった。





◆　　◆　　◆






　しばらくゴッツたちと一緒に、迷宮に潜った時の経験をお互いに話しながら、ミラにその場面、状態で魔術師としてどのような立ち回りをするのが仲間にとって良いのか、ミラが出来る範囲のことで自分の分かる限りのことをアドバイスしていき、そこから分かったことが幾つかある。

　まず第一に、ゴッツたちが、サートが想像していたよりも迷宮探索が上う手まいことであった。




　強いでも凄すごいでもなく、上手い。

　それは魔物との戦闘から、休息の取り方から、逃走、野営、食事、排はい泄せつと、あらゆる場面で感じとることができた。迷宮で長く、深く潜るためには必ずしも強いだけではなし得ないということを証明するかのような、まさにベテランの戦い方であった。そんな何気ないところから今まで死なずに長年迷宮を潜り続けてきたのは伊だ達てではないということがよく分かる。

　そして次に、ミラの理解力と実力の高さであった。

　主級が現れる前にすでに迷宮の浅い階層で何度か魔物との戦闘をしていたらしく、その僅わずかな回数の戦いでミラは魔術師の迷宮での戦闘における役割とは何かをほとんど理解していた。

　主級さえ現れなければ、今頃は魔術師の戦いとはなんたるかをサートに教わる必要などなかったかもしれない。

　さらに母親譲りの、というか影響をもろに受けまくった、特に回復魔術と強化魔術が非常に有用であった。




　より身軽に、より素早くということが重要な迷宮探索において、持ち込める医療道具に限りがある以上、怪我をするというのは大きな問題だ。たとえ些さ細さいな傷であっても細菌が入ったりすると傷口が膿うんだり、痛みでよく眠れずに気が散ったりと、かなりのマイナスとなってしまう。

　さらに強化魔術も、何も戦闘のみにしか使えないわけではない。例えば迷宮から倒した獲物や貴重な素材のような重い荷物を持って帰るときなどに使用すれば、疲労している体でも楽に運ぶことができる。それが結果的に途中で魔物に襲われたときの隙を少なくすることにつながるのだ。




　ぶっちゃけ特に戦闘に関して言うことがなかったので、サートはこのような戦闘以外で役に立つ、且つ魔術を知っていてもそんなことにも使えるのかという、なかなか気付きにくい知識を中心に教えていった。

　これらの知識に対して強い興味を持ったのはミラよりもむしろゴッツやガランの方であった。

　今までの長い冒険者生活の経験から、もしサートの言ったことが本当にできるのならば、迷宮の探索にかなりの余裕が生まれる。その余裕が最終的に自分たちの死亡率の低下につながることを理解しているのだろう。

　ゴッツはもっと聞かせろと言わんばかりに興味津々な顔をし、ガランでさえもその巨体に似つかわしくない思慮深そうな雰囲気で何かを考えていた。

　いや、ただでさえ無口で顔の筋肉をあまり動かさない上に、犬の表情なんてサートは分からないのであるが。




　ミラもサートの話すことを真剣に聞き、こんな時はどうしたらよいのか、こんな魔術が使えるのだが他にはどんなことに利用できるのかなど、半ば身を乗り出すようにして積極的に質問をしていた。

　水魔術の方も実戦に役に立つかどうかを見るために、明日の主級討伐に影響が出ない程度に軽く使用してもらったが、問題ないことが分かった。

　こうして最終的には四人でどうすれば魔術を迷宮探索により便利に役立てることが出来るのかという討論会にまで発展した。だが昼を過ぎたあたりに、ゴッツの他のパーティメンバーが翌日の主級討伐のために大型生物用の武器の整備やら罠やらの準備を終えて帰ってきたことにより、それらはいったん終了となった。

「想像以上に有意義な時間だったが、いったん休憩だ。俺の仲間を紹介させてくれ」




　ゴッツのパーティは新人のミラを合わせて六人で形成されており、今日は半分は留守番、もう半分は買い出しということになっていた。

　ただ、留守番のはずのゴッツは知り合いの魔術師を呼んでくると言って二時間以上帰ってこなかったが。




「やあ、彼が前にゴッツが言っていた魔術師の知り合いかい？　はじめまして、僕はサイスという。魔術師とは仲良くしておきたいからね、これからお互いにとって良い付き合いをしたいと願うよ」

　いい感じに苦労を重ねてきたのであろう、まだ若いだろうにもうすでに白髪が入り混じる灰色の髪をした、雰囲気のある渋いイケメンに、

「あん？　なんだ、何回かギルドの酒場で見かけたことあるな。アイラだ。よろしく」

　酒場で見かけたときは、いつも必ず大量の酒を飲んでいる姿しか見たことのない、天然パツキンのヤンキー臭がものすごい残念美人に、

「アーグよ。ごめんなさいねぇ、うちの馬鹿が。結構振り回されたでしょう？」

　魔族特有の赤い目と白い髪、褐色の肌をした、ゴッツに匹敵するほどの身長と、獣人とはまた違った絞られ方をした筋肉を持った、何な故ぜか女性言葉を話すマッチョな男性？　であった。




　サートも三人に自己紹介をした後、ちょうど人数もそろったし飯にしようとゴッツが言い、ミラたちもそれに賛成する。ゴッツがサートに向かって楽しみにしていろよと、背中をバンバンと叩たたきながら屋敷の中へと誘導していった。

　まだ珍しい食事をご馳走してくれるという約束は忘れていないようで少し安心しながら、サートは背中の痛みを我慢して黙って従った。







「部屋広ぇ、天井高ぇ、机でけぇ。確実に俺よりも柔らかいベッドと豪華な家に住んでいるな」

「そりゃおめぇ、金稼げてんのに使わなきゃ意味がねえだろ。贅ぜい沢たくするために金稼いでんだ。ってか、むしろお前は見たところかなりいい腕してんのにどんな生活してんだ？」

「お前の部屋の半分以下の面積の家で毎日暮らしてるよ」

「なんでそんな生活してんだよ。かなり稼いでいる筈はずだろ、何に金使ってんだ、いつも」

「金は半分商人ギルドに預けて、残った金のもう半分をそのまま自分で保管、残りを珍しい魔道具とか、貴金属に換えて貯金してる」

「貯金、いい言葉だね。僕も貯金は大好きさ。貯金は大事だよ」

「いや使えよ、金は使うもんだろうが」

　ゴッツの言うことはまったく否定できない正論なのだが、なかなかそういう訳にもいかない理由もあるのである。




　この世界で手に入れたものを日本でお金に換えようにも、素材は金きんかそのほかの貴金属に限られる。大量に換金しようとすれば当然出処を疑われるであろうし、量を少なくしても何回も換金すれば同じように疑われる。

　何か特別なコネでもあれば別なのだろうが、当然そんなものがあるわけもない。素人しろうとが何をどうやったとしても上手くいくわけがないのだ。

　あくまでこの副業の目的は老後ともしもの時のための貯金、へそくり的なものであり、特に差し迫っている問題があるわけでもない現在は無理して稼ぐ必要はないのだ。基本無趣味な聡さとるが無理して使う必要もなければ使うあてもまだない。

　ぶっちゃけ今まで稼いだ金額だけでもすでに結構な金額になっているので、これからはもうちょっと迷宮に潜るときのノルマを下げようかなと思っていた。

　さらに、この世界で贅沢をするというのもあまり考えてはいなかった。

　ゴッツの誘いも、美味いものをご馳走するという言い方だったならばサートは馬鹿みたいにつられはしなかっただろう。

　美味いものなんて日本に戻ればいつだって食べられるし、聡は豪華なものよりも便利なものを好む性格だったため、贅沢というのにもあまり興味はなかったのである。

　サートがこの世界で食事をとっていた理由は、前世で食べた懐かしの料理を食べたかったからであり、それがたまたま不ま味ずいものだったというだけだ。別に特別不味い飯が好きだという訳では決してない。

　それも最近ほとんど制覇してしまったので、これからはこちらの世界でしか食べられない魔物の肉や野菜を中心にしようと考えていた。




　なんてことを言う訳にもいかず、サイスに同調して場を流した。

　そんなことをしているうちにとうとうお楽しみの珍しい料理というのが出来上がったらしく、アイラとアーグが料理を運んできた。

　酒場の主と恐れられている見た目ヤンキーのアイラ。そんな彼女が可愛らしいエプロンを付けた光景を見たサートは、正直似あわねぇという感想と、逆にヤンキーだからこそある意味お約束なのかもしれないという感想を抱いた。




「ステーキ？」

　内心またかよと思ってしまったが、そこは日本の社会人として生きるうちに身に着けたポーカーフェイスで隠し通し、肉がとても珍しいのかなとゴッツに質問をしてみると、

「いや、そりゃ朝おめぇが食った奴と同じ肉だぞ」

　という答えが返ってきた。ここで怒って帰ると言えないのも日本人の悲しい性さがである。

　とりあえず席に座り、ゴッツに向かって説明しろと目で要求する。

「こりゃぁな、この町の周辺に多く生息している魔物の肉だ。食えなくもないんだが特に美味いわけでもなくてな、でも数だけは多いから高ぇ肉が食えない金欠の駆け出し冒険者に安く売ってんのさ。肉を食わねえとどうしても力は付かねえからな」

　最近はほとんど狩り尽くされたけど、どうせすぐに元通りになるさ、とゴッツは言った。




　それを聞いたサートは、あぁなるほどと納得した。前世でも似たような話があったからだ。駆け出しのまだまだ経験も実力もない冒険者が自分でも倒せる弱い魔物を狩って、核とその肉を売って小銭稼ぎするというのはほとんどの者が通る道だ。かくいうサートも冒険者でこそなかったが似たような経験をしたことがあった。

　その弱い魔物というのがこの町ではこの謎肉だったという話だ。仮にも魔物がこんなに安く売られるほど数が多いという点を除けば簡単なことであった。

　だがそのことと珍しいというのは全く関係ないわけで、全然説明になってねえぞと、もう一度ゴッツのほうを見ると、とりあえず食べてみりゃわかると笑いながら言われた。




　そういう訳で改めてステーキの方に目を移すと、自分が今日の朝に食べたものとは香りも色合いも全く違うことに気が付く。

　とりあえず食べてみるかと思い、ナイフで切ってみると相変わらずの柔らかさであり、筋もなく簡単に切れていく。

　口の中に入れて嚙かんでみると、何かハーブを使って臭みを取っているのか、あの青臭いような独特な臭みは少しも感じない。表面がカリッと少し焦げ目が付くぐらいに焼けた肉の香ばしい香りと、胡こし椒ようとその他数種類のスパイスの風味、何よりもその口の中で溶けてしまうかのような柔らかさに驚く。




　謎肉とか微妙とか言って本当にすみませんでした。思わずそう心の中で謝ってしまったほどに、その肉は美味かった。同じ種類の肉でこんなにも違うものなのかと顔をあげてみると、ゴッツがいたずらを成功させたかのような顔でこちらを見ていた。

　完敗した気分なのは確かだが、あのドヤ顔を前にするとどうしても素直に負けを認めたくなくなるため、お前が作ったんじゃないだろうがと負け犬の遠とお吠ぼえを心の中でつぶやく。




「苦労したのよー。ゴッツが安い肉を美味い肉に変えられたら沢山美味い肉を食べられるようになるじゃないか、なーんて言って。途中で何度も最初からおいしいお肉を買いなさいよって思ったけど、あのなんだ出来ないのか、っていう顔を見るとどうしても負けを認めたくなくなっちゃうのよねぇ。今となってはいい思い出よ」

　大きな身体と鍛え抜かれた筋肉の厳つい見た目とは裏腹に、まるでやんちゃな子供のわがままを仕方なく叶かなえてあげたかのように、しかしどこか嬉うれしそうに語るアーグ。

　そんなどこか母性を感じさせるアーグに、この人も苦労しているんだな、そんなことを思いながらずっと気になっていた疑問を問いかけた。

「結局これ何の肉なの？」

「あぁ、こん位のでっかい芋虫だよ。ほっとくと成虫になっちまうから定期的に間引かなきゃならねえんだ」

「え、マジかよ…………まあいいやお代わり」








第三章　～主級討伐～









「お、佐藤今日は弁当か？　珍しいな」

「ええ、ちょっと料理というものに対して思うところがありまして」

「はーん、まあ節約にもなるし良いことじゃねえか？」

「そうですね。ところで先輩」

「なんだよ」

「芋虫って食べられると思います？」

「……お前がそこまで生活に困っているとはさすがに思わなかったぞ」

「いや別にそういう訳じゃあないんですが、憐あわれんでくれるというのなら遠慮なくご馳ち走そうになりますよ先輩」

「しねえよ」




　このように暢のん気きな会話をして平和な日常を送っている聡とは真逆に、ゴッツたちは主ぬし級討伐のために迷宮へと潜り、今まさに地獄の戦いが始まろうとしていた。







　……ォォォォォォォン




「こレはグラルたちの声だな、どうやラ予定の場所に誘導できたラしい。始まルぞ」

「そうか。んなら、聞いたなお前ら！　俺たちの仕事は本隊が主級を倒すまでの間、他の魔物共に邪魔をさせねえことだ！　俺たちがしくじればどうなるかは分かってんな！　分かったら気合い入れろよ！」

　ゴッツのその風ふう貌ぼうにふさわしい、野太くて大きな声で発破をかけられた冒険者たちは、ゴッツに負けじと大きな声で返事をし、事前に定められた役目を果たすためにそれぞれ待機場所へと散っていった。




　今回の主級討伐に当たって討伐隊はいくつかの隊に分けられ、それぞれ役割が割り振られていた。

　まずは主級の居場所を特定し、他の冒険者が罠わなを張る時間を稼いだり、そちらの方向に行かないように時には囮おとりになり、付かず離れず主級を監視する斥候部隊と、その間に可能な限り戦況を有利に進めるため罠を仕掛ける工作部隊。

　さらに大勢の冒険者たちの食料などの補給品を守り、英気を養うための安全な寝床を確保する補給部隊に分かれていた。

　特に斥候部隊は段違いに危険が多いため、ほとんどが基本的に人間よりも体力が多く、身体能力の高い獣人たちが在籍していた。

　とりわけ、薄暗くて遠くの見えない迷宮の中でも夜目が効く猫族と、遠吠えで遠い距離でもある程度情報のやり取りのできる狼族や犬族が多かった。

　あとは足の速さや耳の良さが自慢の獣人や、一部例外の人間であり、彼ら斥候部隊はその過酷な役目ゆえに、主級討伐の際にはギルドから追加の報酬が渡される予定であった。

　そしていざ主級との戦闘をする時には、部隊を主級と戦う者たちの本隊と、主に他の魔物からその戦闘中の横よこ槍やりを防ぐ役目を負った予備隊の二つに再編しなおす。

　この予備隊には士気の低さを考慮して、ギルドから依頼を受けたパーティと、討伐志願者の中でも比較的経験が浅く実力の低い冒険者が多く集められていた。




　そして、本隊ではついに主級との戦いが始まった。

「来たぞ！　弓を構えろ！」

「こっちだ！　そのまま誘導しろ！」




「ピギィァアアアァアァァァァアアア───！！！」




　今回迷宮に現れた主級は猪の姿をしていた。

　だが猪と侮るなかれ、流石さすが主ぬし級と呼ばれるだけはあり、普通の猪とは比べることさえおこがましいほどの巨体を誇っていた。

　その大きさたるや二メートルを超える体たい軀くを持つ獣人たちをも優に見下ろせる体高で、現代のモノに喩たとえるならば、十トントラックとほとんど同じ大きさと言えば分かりやすいだろうか。

　さらにその巨体についてくる超重量を支える脚は異常に太く、鋭くて巨大な牙きばも二本だけではなかった。

　弓矢による遠距離攻撃もその体毛によって阻まれて皮膚にすら届かず、魔術師による炎や風による援護射撃にも全くこたえた姿を見せない。

　たとえ体毛の鎧よろいをすり抜けたとしても、まだ分厚い皮膚と脂肪、そして筋肉の壁に頑丈な骨まで残っているのだ。そんな主級にダメージを与えるのは至難の業であろう。

　その巨体と耐久力に、猪の持つ突進力が合わさり、誰も止められないのではないかと思ってしまう生きた重戦車と言うべき存在であった。




「畜生っ！　一カ所に纏まとまって固まるな！　決してアイツの正面に立つなよ！　狙われたら誰も助けられんっ、死にたくなければ走り続けろおおおォォォッ！」

「近寄ることすら出来ねえのか、糞くそッ！　次の地点までどれくらいだぁ！」

「グルルルアアアァァァアアッッ!!」

「シャアアァアアァァアァッッッ!!」

「────ィィィィギャアアアアアアアアアアアァァァァアア！！！」

　小こ賢ざかしい罠など意にも介さず次々とその巨きよ軀くで冒険者たちを葬っていく様は、まさに悪夢の体現と表現すべき光景であろう。

　獣人たちも唸うなり声をあげながら、その高い身体能力でヒットアンドアウェイを繰り返して攻撃していたが、ダメージを与えられているとはとても言い難かった。

　その突進をもろに受けた者は小枝のように吹き飛ばされ、全身の骨を粉々に砕かれて即死し、その脚の蹴けりを受けた者は内臓が破裂して、悶もだえている間にその巨大な蹄ひづめに踏まれて死んでいった。




　これは決して主級を舐なめていたわけではない。

　準備を怠っていたわけでもない。

　斥候からの情報で、主級の中でも特に手強い個体だということは十分に分かっていたし、それに合わせて罠もより強力なものに変更して作戦も考えた。

　ただ単純に、主級とはその想像をさらに超えた怪物バケモノであったというだけなのだ。




「なんかこっちに向かって来てねえか？」

「来ているわね」

「来ていますね」

「はんっ、偉そうにしていた割にゃ、あんま役に立たなかったな、王都の奴ら」

「そんなことよりも、何な故ぜよりにもよってこっちなんだ、全く。はあ、こういう場合は第四班と第五班で迎撃しながら外側へと移動、だったね。ガラン、頼むよ」

「ああ、分かっていル」

　ガランの広範囲に聞こえる遠とお吠ぼえで作戦の変更を知らせると、数秒後にそれを聞いた他のパーティの犬人、あるいは狼人から了解の意を表した返事の遠吠えが返ってきた。

「あちラは問題なさそうだ。向こうの予備隊の方にもまだ死者は出ていないらしい」

「よぉし、んじゃいっちょ、死なない程度に頑張って金ぇ稼ぐぞ！」




　そして時間は流れる。




「チィ、じり貧だなこりゃ。時間をかけりゃかけるほど不利になる。しゃあねえ、逃げ出すわけにもいかねえし、ちと賭かけに出るか。ガラン！　アーグ！　行くぞ！」

　予備隊が本隊と一緒に主級と戦闘を始めて少し経たった頃。

　戦いに集中しながらも周りの状態を一人冷静な目で見極めていたゴッツは、このままでは自分たちを含めて全滅するのも時間の問題だと判断し、まだ余力があるうちに多少の無理をすることを決心した。

「サイス！　アイラ！　分かってんな!?　ミラ！　強化魔術を頼む！」

「はい！」

　付き合いの長いミラ以外のメンバーはゴッツの考えていることをすぐに察して返事もせずに即座に動き出す。ミラももうゴッツの性格からやりそうなことを既になんとなくだが分かってきていたため、力いっぱいの強化魔術をかけた。




「よぉし、よぉし、よぉし。んじゃ、てめえら行くぞぉ───突撃だあああああぁぁあぁああっ！！！！」

「やっぱり」




　ヒャッハーといわんばかりに飛び出していったゴッツの後を、ガランとアーグはそのすぐ後ろに付いていく。サイスとアイラはその反対方向から、主級の注意をひきつけるためにわざと目立つように攻撃を仕掛ける。

　そして主級が二人の方を向いた瞬間に、後ろから気配を消して近づいてきたゴッツたちがその首元へと飛び掛かった。

　主級はそんな三人を振りほどこうと立ち止まって首を振って暴れる。だがゴッツたちは強化した腕力と握力で絶対に離してなるものかと言わんばかりに体毛を摑つかんで必死にしがみつき、そしてサイスとアイラも同じように飛び掛かっていく。




「ミラァァ！　今だ！」




　ミラは非常に器用だが、あの主級の分厚い天然の鎧を貫通してダメージを与えられるほど強力な威力のある魔術は使えない。

　だがしかし、先日サートから聞いたアドバイスによると、生き物というのは呼吸を乱されると途端に何も出来なくなるものらしい。

　そんな生き物の性質を利用すれば、魔術に威力なんてなくても簡単に相手を倒すことが出来るのだそうだ。

　そして、ミラはサートからその魔術の使い方というものを教わっていた。




「行きます」

　ミラの頭上高くには、先ほどから魔術でずっと準備してあった大量の水が漂っている。

　ミラが手を振り下ろすと、ゴッツたちの体によって視界を塞ふさがれ、それを振り払おうともがいている主級に向かって、その大量の水がまるで蛇のように射出された。

　この魔術には速さも威力も全くないが、その分自分の思い通りに操ることが出来る。

　先ほどまでのように主級が猛スピードで走り回っていた状態では追い付けず、命中したとしても軽く吹き飛ばされていただろう。だが、今の状況はパーティのみんなが危険を冒してまで作ってくれた絶好のチャンスであった。

　その水の蛇は一直線に主級の口元に向かい、




「ギ、ガボッ、ゴボボボボ、ボ」




　一気に鼻と口から体内に侵入していった。

　主級が呼吸をしようにも吸い込めるものは水ばかり、吐き出そうとしてもまたすぐに水が流し込まれてくる。

　つまり、溺おぼれているのと同じ状態であった。




　それでも相手はこちらの常識というものが通用しない程のパワーを持った化け物。肺どころか胃の中にまでパンパンになるまで大量の水を流し込まれ、普通なら身動きなどとれるはずもないのに、その有り余るほどの体力で、むしろゴッツたちを振り払おうとする動きはより激しさを増した。
















　いくら体に強化魔術がかけられていたとしても、流石にこれ以上激しく暴れられると吹き飛ばされるのは時間の問題だ。主級にしがみつくために両手に武器は持っていない状態で、攻撃することもできず、このままでは振り払われるのを待つしかなかった。

　自分の肉体そのものがそのまま武器である獣人のガラン一人を除いては。




「ガ、ルルルルルアアァアァァッ!!」




　ガランは決して振り落とされまいとその強力な咬こう筋きん力りよくで主級に嚙かみ付き、目の前にある主級の眼球めがけ、硬くて鋭いその爪を思いっきり突き立てた。




「─────～～～～～ッッッッ!!」




　主級が声にならない悲鳴をあげる。痛みで一瞬体の動きが止まったのを好機ととらえたのか、この千載一遇のチャンスを絶対に逃すまいと周りの冒険者たちが一斉に攻撃を開始した。

　それでも主級は最後の抵抗とばかりに暴れまわって、突進をしようとしたが、数の暴力と長時間呼吸をしていなかったこともあり、ついに地面に倒れ伏した。

　それからしばらくして、段々と動きが少なくなり、ビクンッ、と痙けい攣れんしたように動いたのを最後に、それきり主級はピクリとも動かなくなった。




「へへ、これは、サートに相談を持ちかけた俺様の慧けい眼がんに感謝だな」




　こうして、苛か烈れつを極めた今回の主級討伐戦は、大きな犠牲を払い、全員が満まん身しん創そう痍いの状態で一ひと先まず幕を閉じたのである。








第四章　～束の間の平和～









「よお、元気？」

「超元気！」

「おい、なんで本当に元気なんだよ、冗談だったのに。いくら回復魔術があるからって言っても、疲労まではとれねえんだぞ、おい」




　主ぬし級の討伐が多大な犠牲を払いながらも何とか成功したという情報を聞きつけたサートは、ことの詳細を知るために、ゴッツたちの住む館へと足を運んでいた。

　ギルドで聞いても別に構わなかったのだが、できれば実際に討伐に参加した冒険者から直接、現場の生の声というものが聞きたかった。

　なまじ一人で迷宮に潜ることが出来る術すべと実力があったばかりに、他の冒険者との交流が薄く、要するにボッチ状態だったサートは、ゴッツと偶然知り合いになる前には、仲の良かった冒険者というのは存在しなかった。

　このアルバ迷宮に潜る前の情報収集のために、酒場で飲んでいた連中に話しかけたことがあるのみで、仲が良くなるほどのものではなかったし、そもそもサートにはその必要性も意思も、ついでにそれほどのコミュニケーション能力も、ほとんどなかった。因ちなみにアイラもその時の酒飲み連中の中に入っていた。




　この世界に来てから一番会話をした回数が多いのは、ギルド職員のロイド老で、次いで同じくギルド職員であり、そのギルドが経営する酒場の看板娘のアン嬢である。しかもその会話の内容も、仕事に関するものと料理の注文という何ともドライなものだった。

　その次は、珍しい魔術師の冒険者という理由でされた数回のパーティ勧誘程度である。

　そういう訳で、主級討伐に参加しており、なおかつ事の詳細を話してくれそうな冒険者は、サートの知り合いにはゴッツたちしかいなかったのである。







「ほー、それはまた随分大変だったなぁ」

「いやぁほんと、せめて一日だけでもと思ってお前に助言を頼んだんだが、そうしておいて本っ当によかったぜ」

「あー、うん。そーか。よかったな、ほんと」

　実は、ミラの使ったあの強制水攻め溺でき死し魔術とでもいうべき魔術は、ミラの母、リラが好んでよく使っていた魔術でもあった。

　曰いわく、

『動物なんてね、ちょっと鼻と口を押さえていれば簡単に死ぬんだよ。なのに何な故ぜわざわざ無駄に派手なだけの魔術を使って効率の悪い殺し方をするんだい？　私には理解できないよ』

　とのことらしい。

　実に研究者らしい合理的な考えである。

　サートもミラの母親がよく使っていた魔術ということと、実際有効な戦法なのでいつか役に立つだろう、という軽い気持ちで教えたのだが、まさか早速こんなにも活躍するとは思っていなかった。

　さらに、リラと比べれば熟練度や精度では劣るものの、全く同じ魔術で敵を仕留めたと聞いたサートは感慨深いものを感じると同時に、まさか性格まであのマッドに似てくるんじゃないだろうなと、少し引いていた。




　さて、そのミラはと言えば、現在その回復魔術の腕を買われて、ギルドから冒険者たちの治療の手伝いを依頼され、朝早くから治療院の方で働いていた。

　アーグはその付添い兼ボディーガードとして、ミラと一緒に冒険者の治療を手伝っていた。

　ミラがメンバーに加入する前はアーグがパーティの健康管理を担当していたため、こういったことには慣れているのだとか。つくづく性別が男なのが残念でならない。

　もちろんギルドから拘束時間分の報酬は払われるそうだ。




　また、ボディーガードを必要とするのは、おそらくこれから増えてくるであろうミラに対して引き抜きをかけてくるパーティや、強引な勧誘をする輩やからに対応するためである。引き抜きに関してはまず間違いなく無駄に終わるだろうし、多少乱暴な輩相手でも、最悪顔を水で覆ってしまえばどうとでもなるため、ボディーガードなんて必要ないかのように思われる。

　しかし世のなか力で解決しようとしても上う手まくいかないものだ。無理に押し通せば余計な敵を作ってしまったり、いらない恨みを買ってしまう。それは相手も自分も両方に言えることである。

　だがミラにはまだそういった恨みを買わないように、強引な相手をのらりくらりとかわせるほどの人生経験はない。そのため、そういった相手には魔族であり体が大きく実力も高い、何より性格が誰よりも社交的なアーグが大活躍するのである。




　サイスは今回の主級討伐成功についてギルド側と報酬に関する交渉をしている。

　今回の主級討伐にかなり貢献したのだ。それらを理由に報酬のつり上げや、追加報酬の要求などを行う。こういった小難しい類たぐいの仕事は彼の領分なのだろう。なんとなく彼の白髪の多い理由がわかった気がする。

　そしてアイラとガランは主級討伐の際に壊れた防具や武器の修理や新調、食料などの消耗品の買い出しに行っていた。ガランは買う物の目利き（食料の場合は鼻利き）をし、アイラが予算内に収まるように値段交渉をする。

　こちらはサイスと違い比較的平和であった。




「で、お前は？」

「留守番だ」

「……」

「いや留守番は必要だろうが！」




　ゴッツは迷宮の中では別人のように頭が切れて非常に頼りになる存在なのだが、一度地上に出ると無意識に頭のスイッチのオン・オフを切り替えているのか、ただの脳筋に変わるのだった。

　それでもメンバーからの信頼は非常に高く、ゴッツがリーダーだからこれまで何年も大きな被害を出すことなくやって来られたことをみんな理解しているため、平時が少しばかり脳筋でも気にしないのである。




「冗談だよじょーだん。ほれ、本当はお見舞い兼話を聞く際の賄わい賂ろの品として持ってきたんだが、みんなで食べな」

　そういってサートが机に手をかざして影から取り出したのは、わざわざ目立たないようにこちらの世界の質の悪い紙に包みなおした、大量のビーフジャーキーであった。

　サートは包み紙の中から適当に一本ジャーキーを抜き出した後、それを自分で齧かじりながらゴッツにとりあえず食べてみなと言い、一抱えもあるその荷物を渡した。




　この世界に現代の道具や食べ物を持ってくるのは、どんな影響を与えることになるのか分からないため少し悩んだ。だが、よくよく考えてみれば、なんでただの人間の一人である自分が、世界に与える影響なんてものをいちいち考えなければならないのだということに気が付き、サートはもう自分のやりたいようにすることに決めたのである。

　そんなものを考えるのは王や神の仕事であり、多少物珍しいものを持っているだけの冒険者が、人ひとりで変えられるほど世界は小さくはないのだ。たとえ、何かが起こったとしても、自分は最悪現代へと戻って、ほとぼりが冷めてから変装して別の都市で活動すればよいだけだ。




　大々的に商売でも始めればまた違ってくるのかもしれないが、そこまでして稼がなければならない理由はサートにはなかったため、やるつもりはなかった。

　また、商売をするならするで、現代での換金事情と同じく出処を疑われるし、現代での資本もないため、それに頭を悩ませながらこちらのその道数十年の商人たちと化かし合いをするなど考えるだけでもごめんである。




　ともあれ、迷宮の中で自分一人で美味い物を食べたり、こうして偶たまに親しい友人に御お裾すそ分わけをする程度なら問題はなかろうという考えであった。




「おぉ？　わりぃな。遠慮なくもらうわ」

　サートが怪しいものではないことを証明するために、自分で毒見として目の前であえて食べて見せたのに、そんな気遣いなど関係ねえとばかり躊躇ためらいもなくジャーキーを口に運んだゴッツは、その肉の美う味まさに驚きよう愕がくした。

　おそらく保存食として加工してあるのだろうその干し肉は、自分たちがいつも食べている味が無いか異常にしょっぱいかのどちらかであったこの世界の干し肉とは全く別物と言って良い美味さだった。




　まず香りからして違う。

　塩だけではない、貴重な香辛料を何種類も惜しげもなく使用しているからこそ醸し出せる食欲をそそる香り。

　それだけでよだれが出てきて、食事をとったばかりだというのに腹が鳴りそうになる。

　次に嚙かみ応え。パサパサして口の中の水分を奪う安い干し肉とは違い、むしろ嚙めば嚙むほど唾だ液えきがあふれ出てくる。その肉は柔らかくはなかったが、だからこそ何度も嚙むことができ、長く肉の食感を楽しむことができた。

　そして最後に味だ。

　少しピリッとしたスパイスの風味が鼻を抜け、嚙みしめる度にあふれ出る肉汁は唾液と混じり合って口中に広がり、しかも何度嚙んでも味の終わりが見えてこない。このまま嚙んでいてもいつまでも続いていきそうな、そんな錯覚をおぼえてしまいそうな凝縮された旨うま味みのある干し肉だった。




「うめぇ」

　思わず口に出してしまった本心であった。




　とても短い言葉ではあったが、だからこそ何よりも正直な感想だったのだろう。

　こんな干し肉は今まで一度も食べたことがない。一体これは何なんだ、といつの間にか目を閉じて肉を味わっていたゴッツは、詳しいことを聞こうと思い、これを持ってきたサートの方に目を向ける。




　するとそこにはどこかで見たことがあるような、それはそれは得意げな、まさにドヤ顔の見本ともいえるような表情をしたサートがいた。

　その顔に少しイラッと来たが、せっかくの肉の味が悪くなると思い即座に忘れてまたじっくりと肉を味わうことに集中し始めた。




　それにしても、

「酒が、飲みたくなるな」

「あー、酒ねぇ。分かる分かる」

　ゴッツが自分の想像以上の反応を見せてくれたため、この前の仕返しとしては非常に満足したサートは、また今度何か食わせて反応を見ようと静かに決心した。

　ついでに、その時アーグに現代の肉を使って何か料理を作ってもらおうと考えていた。

　あの微妙な味の芋虫肉をあそこまで美味く調理したのである。これが普通の、もしくは上等の肉だったらどうなるのだろうか、今からよだれが止まらないサートであった。

「しっかし、本気で美味ぇなこれ」

「皆の分ちゃんと残せよ」

「後一本だけ、もう一本だけ」

「早くだれか帰ってこい！」





◆　　◆　　◆






　ゴッツから話を聞いて、お土産を渡して先日の借りを返すという用事が終わったサートは、三週間ぶりに迷宮へ潜ろうと今朝通った道をまた歩いて戻っていく。

　するともうすぐ冒険者ギルドが見えるといったところで荷馬車の集団を発見した。

　どうやらその荷馬車は今回討伐された後、商人たちが競り落とした主級の肉やら牙きばやらを、分割して運んでいるらしい。その荷台の一部を遠目から見ただけでも、いかに主級が大きかったかが窺うかがえた。




　討伐した主級は、その巨体をバラして生き残った冒険者全員で地上まで運んだのだ。だが、巨体ゆえに解体にも時間がかかり、また重すぎたためこまめに休憩を入れたり、他の魔物に襲われたりしながら、かなり慎重に長い時間をかけて地上まで運び出された。

　この時、ミラの強化魔術がかなり役に立ったらしい。一部、涙を流すほど嬉うれしがった冒険者もいたそうだ。

　サートなどはその巨大な脚を見ただけで戦おうという気など失うせている。どう考えても死ぬ可能性が高いということが子供でも分かるあんな化け物と、わざわざ自分から好き好んで戦おうとする者たちは、一体何を考えているのかサートにはあまり理解できなかった。

　勝てる、勝てない、の話ではなく、必要性の話だ。魔物との戦闘で絶対に勝てるということは存在しない。それが主級ならばなおさらだ。




　別に迷宮は一つというわけではない。逃げるというのも一つの手だ。命あっての物種だろうに、自分の命よりも大切なものなどあるはずがないのに。それがサートの考えであった。

　だが同時に、この世にはどうしてもうまくいかないことがあるということも知っていた。

　どちらかというと生きるために戦っている自分と違い、戦うために生きているどこぞの戦闘民族のような人間たちがいるということも知っていた。

「ままならんもんだなあ」

　自分はそんな生き方まっぴらごめんだが、とサートは思う。

　ただ、危険度で言えば迷宮に潜ること自体、油断すると死ぬというぐらいに危険なのだが、それとこれとはまた話が別なのである。

　自分でも矛盾しているなと自覚しながら、サートは特に急ぎの用事もないので、滅多に見られない生の主級をしばらくぼーっと観察していた。すると、他の馬車の数倍の数の護衛に囲まれた、一際厳重に警備されている馬車が現れた。




　囮ブラフでなければおそらくあれが主級の核を運んでいる馬車なのであろう。

　主級の、他の魔物とは比べ物にならないほどの大きさを持つ核は、それはそれは高い値段がついたであろう。

　商業ギルドはここ二十日ばかり迷宮からの産出物がなかったため、赤字が続いていた。

　迷宮都市なのに迷宮から商売の品が仕入れられないのだから当然なのだが、それもこの主級を市場に流せばかなりの儲もうけが出ることが期待される。

　討伐に参加した冒険者に対しても十分な報酬が支払われ、再び迷宮にも入れるようになったため、これからまたこの迷宮都市アルバの活気が戻ってくるであろうと予想が出来た。

　このままもう少し様子を見ていても良かったが、いい加減腹も減ってきたので酒場へ食事をとりに行くことにした。

　ビーフジャーキーを大量に買って財布の中の諭吉さんがちょっとピンチだったため、少しでも日本円を節約するために朝食は抜いてこちらの世界で食べようと思っていたのだ。







「やあ、サートさんおはよう」

「ん、サイスか。おはよう。その顔だと交渉はうまくいったみたいだな」

「おや、知っていたのかい？」

「ああ、今朝ゴッツからいろいろ聞いてな。ちょうどさっき実物を見たんだが、よく倒せたなあんなの」

　サートが食事をとろうと、いつも行っている冒険者ギルドに併設されている酒場へ向かう途中、偶然にも主級討伐報酬の値上げ交渉を成功させたサイスと出会った。

「それについては改めてお礼を言うよ。ミラから聞いたんだけど、本当に色々と役に立つ助言をしてもらったみたいで。おかげで何とか主級を倒せた。報酬も上がったし、本当にありがとう」

「いーよ別に。それは俺じゃなくて本人がすごいだけだから、いやほんと。それよりも早めに帰った方がいいぞ、ゴッツが我慢できてるうちに」

「何か持ってきてくれたのかい？　ありがとう。今度こちらからも何か贈るよ」

「だからいいって、差し入れについては半分以上自分の都合だし、元は取れたから。それに前回の飯が本当に美味かったんでそのお礼だよ。これ以上はきりがないから気にすんな。後ほんとに早く行った方がいいぞ、マジで」

「そういう訳にもいかないさ。さて、忠告に従うことにして、急いで戻ることにするよ。ではまた近いうちに」




　こうして異世界にいるにもかかわらず非常に日本っぽい会話をしながらサイスと別れ、酒場に入ると、その中はサートがこの世界にきてから今までにないと言って良いほどに賑にぎわっていた。

　主級討伐に成功した影響だろうか、ゴッツの話では地上に戻って来られたのは昨日の昼だったらしいが、その翌日でここまで騒げるとは大した体力だと思う。

　まあおそらく、実際はかなり辛つらいのであろう。だが自分が生きて帰れたという実感とともに、死んだ仲間を悼んで、あえてこんなに無理して馬鹿騒ぎをしているのが見て取れる。

　いつ死ぬともわからない冒険者らしく、手に入れた多額の賞金を使ってその日を楽しく刹せつ那な的に生きているということが分かる光景だった。




　だがそれはそれ、これはこれ、人が多すぎてもはや席なんてものはなく、自分の食事をとれる状況ではないため、この空腹をどうやって治めるかが今サートにとって一番重要なことであった。

　他の酒場へ行ってもおそらく同じような状況だろうし、今からまたゴッツたちの屋敷に戻ってご馳ち走そうしてもらうのも厚かましいし、さてどうするか、と悩んだところいい考えを思い付いた。





◆　　◆　　◆






　サートは今迷宮の中にいた。

　だが今回はいつものように中層へは潜らず、もっと浅い階、地下四階層に用があったのだ。

　因みに、迷宮の地下一～三階には魔物はほとんど存在しない。長い年月をかけて狩り尽くされ、道が整備され続けてきたため、今では繁殖力は強いが弱い魔物と、僅わずかに小動物が生息しているのみである。

　このような碌ろくな獲物がいない階層は、駆け出しの冒険者がその日暮らしをしながら迷宮探索の基本を学び、経験を積むためにしか使用されてはいない。

　当然儲けなど出る筈もなく、稼ぐためには数日がかりでもっと深い階層に潜らなければならない。

　地下四階にも特に危険な魔物は存在せず、サートのように魔術で周囲の状況を知るすべがあり、遠距離から攻撃できるのなら数で押されない限りは安全である。無論そんな状況になったら即逃げるが。




　さて、何故サートがこんなところにいるかと言えば、この地下四階には大きな湖があるのである。それもかなり大きい湖で、要はそこで釣りをして、そのまま焼いて食べようというのだ。

　この湖には魚もかなりの大物が数多くいるらしいのだが、サートのようにわざわざ迷宮に潜ってまで釣りをする物好きなんてそうそういるわけもない。魚も売れないわけではないのだが、同じ重さならこの階にいる魔物を狩った方が何倍も儲かるのだ。

　儲けは少ないが安全だし、趣味としても良いので、サートはもうこれからずっとこれでやっていこうかな、と思いながら、いつか役に立つかもしれないと放り込んでおいた釣り針と釣り糸を、影の中から小物入れごと取り出した。

　流石さすがに現代の釣つり竿ざおは目立ちすぎるので、適当に見繕ったよくしなる木の棒を竿さおとして使用している。




「すっげえ、入れ食い状態だな。しかも大物ばっかり。課長に教えたら羨うらやましがるだろうな」

　魚たちは釣られるという警戒心がなく、針を垂らすと数秒から数十秒で食いつき、成長しきるまで誰にも釣られなかったせいか、そのサイズも全て大物であった。むしろ釣り上がるのを待つ時間より、針を外して餌をつけるまでの時間の方が長いという、会社の釣り好きで有名な課長の、以前聞いたことのあったおそらく噓だろう自慢話通りの状態になっていた。







「……やべ、釣りすぎた」

　あまりの楽しさにいつの間にか空腹も忘れ、網の中がいっぱいになり魚が入らなくなって初めて時間に気が付いた。

　さすがに多すぎて、もはや手では持ち上げられないくらいの重さになったタモを魔術で浮かせて運び、影の中に収納したところで、自分の危険察知網の中に巨大な気配が入ってきたことに気付く。

（なんだ？　こんな階層でこれほど大きい生き物なんて聞いたことないぞ）

　これからこの階層で楽しみながらゆっくりと稼いでいこうと思っていたのに、こんな巨大な魔物が存在するとなると安心できない。とりあえず姿だけでも確認せねばなるまいと、安全を確保するために魔術で自分の体を浮かせ、まるで飛んでいるかのように空を移動しながらその気配のある場所まで移動する。




「あれは、……蟻か？」




　その巨大な気配の正体は、今朝見た猪の主級と比べても劣らないだろうというほどの大きさを持った、巨大な羽蟻であった。全身が黒く、金属のような光沢をもったその巨蟻は、ギギギギと独特の鳴き声を上げていた。

（どう見ても主級だ。だが、こんなほぼ同時期に二体目の主級だと？）

　そんな疑問を抱きながら、同時にうっわ体堅そうとか、蟻ってあんな鳴き声すんの？　などと考えていると、向こうもこちらに気が付いたのか顔をこちらに向け、

「っは？　おまっ、飛べんの!?」

　その翅はねをはばたかせて宙に浮いているサートの方に向かって飛び掛かってきた。




　前世なら特になんとも思わなかったのだろう。が、今のサートからしてみればあんな重そうな体と比べて、特別大きいわけでもないあの翅で飛べるというのは、なまじ現代知識で先入観を持っていたせいもあり、かなり驚いた。

　しかし冷静になって分析してみれば、逆にあんな小さな翅で飛べるということは何か他の力が働いているのだろうということが分かる。そのことからあの蟻は魔物の中でも特に手強く厄介な、魔力持ちの魔物だと察しがついた。




　魔力持ちとは、人間の中にも魔術師のような魔術を使えるものが存在するのと同じように、魔物の中でもいろいろな特殊能力をもった個体のことを指す。

　その能力は様々で、ビームのような光線を放つものや、体をバラバラに引き裂かれても死なずに再生するものなど、かなり厄介な能力を持つものばかりであり、その討伐には下手をしたら主級以上の被害を出すものも存在した。

　幸いそれも人間と同じく数は多くないが、魔力持ちの魔物は総じて物理法則に喧けん嘩かを売っているとしか思えない程に常識はずれの行動をする。

　この巨蟻が飛べるのも魔力持ちであるゆえの副産物的なものなのだろうとサートは思うことにした。

　そもそも人間の魔術師だって似たようなものなのだから。




「つーかこっち来んなキモい」

　サートはそう言いながら相手がこちらに近づいてくる前に地面から岩をいつものように射出して攻撃したのだが、重さ数十キロの石を時速にして三百キロ以上のスピードで食らったにもかかわらず、その見た目通りに堅かった外殻に弾かれ、むしろ岩の方が砕けて、まるでダメージを受けた気配がない。

　あ、面倒くさいパターンだこれ、と察したサートは攻撃を相手を吹き飛ばすためのものに変え、いったん距離を取ることにした。

　パンと手を叩たたいて圧縮した風を蟻に叩き付けて吹っ飛ばし、距離を開ける。その巨体をも吹っ飛ばす魔術を食らってもまるで怯ひるまずこちらに突進してくる蟻に、さらに数発同じ魔術を食らわせる。




　そして十分に距離を取ったと判断すると、地面の岩や石だけでなく砂利なども一緒にまとめて蟻に向かって飛ばした。ちょっとした応用で今度はそのまま体にくっついて離れずどんどん重くなっていく蟻を、サートは更にちょっと気合を入れて、その表面が見えなくなるぐらいに纏まとわりついた石を操って、その動きを拘束しようとした。

　が、




「ギギ、ギギギギ、ギギギ────────────────ッ！！！！！！」




　蟻が、もう音というレベルを超えた叫び声をあげる。
















　その声はもはやなんと叫んでいるのかすら分からないほどの大きな鳴き声で、自身の体に纏わりついた邪魔なゴミを一気に吹き飛ばす衝撃波を放っていた。サートも鳴き声が大きくなってきたあたりで自分の周りに真空の膜を張っていなければ、鼓膜が破られていただろう。

「あれがアイツの特殊能力かな？」

　能力も見たし、とりあえずあとはでかいの一発かまして隙を作ったら逃げるか。後はギルドに丸投げしよう。自分の安全が第一。

　と、サートは考え、できれば報告する際の証拠として体の一部を持っていくためにあの異常に堅い外殻をどうしようか悩んだ。




「よいしょっと」

　いまだに叫び続けている蟻に向かって気の抜けるような掛け声で、いつもの窒息魔術ではなく空気を真空にする魔術を放った。

　何故かと言えば、あの叫び声の長さからしておそらく息を吐いて出したものではなく、鈴虫やコオロギの鳴き声のように、ただし翅ではなく口の中にある何かをこすり合わせて出した音だろうと予想したからである。それに魔力をあわせて振動を増幅し、衝撃を持たせたのであろう。

　それに、哺ほに乳ゆう類るいとは体のつくりが根本的に違う昆虫相手に、自分の使う窒息魔術が果たしてどれほど効果があるのか確信が持てなかったためである。




「とりあえず、あの衝撃波は封じたな。あとは」

　サートはもう一度岩を操り、今度は翅の先端に集中して纏わりつかせていく。すると計算通り岩の重さによって羽ばたきのスピードがだんだん遅くなり、地面に落ちていく主級。そして追撃としてそのまま真上から思い切り空気の塊を叩き付け、反撃できないように怯ませる。




　そしてその蟻の落ちた足もとには、サートがいつもモノを収納している影魔術が広がっていた。

　蟻が大きすぎるため前脚一本分しか嵌はまらなかったが、そのまま影魔術を閉じると嵌まった先の脚は綺き麗れいになくなっていた。

　落ちてもどうせダメージなんて無いだろうと、最初から狙いはこれだったのである。

　自分の脚を切り取られたことに気付き、蟻はその切り取った相手に怒りをぶつけようとあたりを探したが、すでにどこを探してもいない状態であった。







「あー、怖かった」

　思っていたよりも緊張していたのか、バクバクと激しく鼓動する心臓の音を自覚しながら溜ため息いきを吐ついた。

　この世界に来てから初めてともいえる、超危険生物との思いがけない遭遇から何とか逃げ切ることが出来たサートは、内心で冷や汗をかきながらも胸むねを撫なで下おろしたのである。








第五章　～新たな主級～









「二体目の主ぬし級、それも四階層に、ですか」




　巨蟻から見事に逃げ出すことに成功したサートは、一応、危険な魔物を見つけた場合には報告をする、という冒険者の義務を果たすために、ギルドでロイドに一通り事情を説明した。

　それを聞いたロイドはとても信じられないといった顔をしていたが、それも仕方のないことだろう。何せつい昨日主級を討伐できたという知らせを聞いたと思ったら、翌日に新たな主級が現れたのだ。それも、かなり上層階に、より手て強ごわいだろう魔力持ちの主級がである。




　もし本当に主級がいたとしても、消耗した今の冒険者たちで討伐など出来ようはずもない。こんなことはこのアルバ迷宮の過去にも例を見ないし、他の迷宮でも聞いたこともない。

　というより、そんなに主級が次々と現れてたまるか、といったほうが心情的に近いだろう。

　ゲームで言うなら、基本的に地雷モンスターである主級がこんなペースでポンポンと出てきたら、迷宮探索などとてもできないのだ。その感情は全く正しいといってよい。

　一応だが、サートはあの巨蟻を倒そうと思えば、あのまま時間をかければ倒しきることは不可能ではなかったと考えている。

　だが、魔力持ちと初見で戦うとなると不確定要素が多く、逆に自分が殺されるという可能性も十分にあり得た。どんな奥の手を持っているのか分からない。それほど厄介というか、何をしてくるか分からないのだ、魔力持ちというのは。




　基本的に冒険者が迷宮に潜る、潜らないは完全に個人の意思によるものである。

　よって、そんな相手と安全第一志向のサートがいちいち自分で戦う理由など、一般人が動物園から逃げ出した肉食獣を一人で捕獲する理由と同じぐらい、全く存在しない。

　そのため、言うなれば動物園の管理者側である冒険者ギルドに全て丸投げするために、さっさと逃げ出したのだった。




　なにより、あの主級且つ魔力持ちの巨蟻を一人で倒したということになると非常に目立つのだ。

　それもつい先日多くの犠牲を出しながらもあの猪の主級を何とか討伐できたばかりで、主級の強さというものを肌で理解している冒険者たちが多い中、それと同等以上の魔物をたった一人で、それも昨日の今日となると、余計に目立つ。

　サートには目立ちたいとか英雄になりたい、といった願望は存在しない。むしろこれからのんびりゆっくり第二の冒険者ライフをやっていこうと考えていたのにそんな展開になったとしたら、これはサートにとって非常によろしくないことになるのが分かり切っている。

　更に言うなら、有名になるということの弊害やデメリットをつい最近身近で見ていたため、なおさらである。




「別に信じなくてもいいけどな。だが一応、少なくとも俺の胴体と同じぐらい太いこの前脚と爪、あと斧おので叩き割ろうとしても傷一つ付かない外殻を持つ魔物がいた、ということはしっかりと伝えたぞ」

　と、自分が証拠として持ってきた巨蟻の脚と、職員が持ってきた刃の欠けた斧に目を向けて言う。

　そして、一通り話してもう後は知らんというように興味無さ気な顔をしたサートは、義務は果たしたとばかりに足早に退出しようとする。




　正直腹が減って仕方がなかったのである。

　なにせあの蟻から逃げてきてから、そのまま一直線にギルドの方へ来たのだ。

　面倒くさいことは早め早めに終わらせたいという性格ゆえだが、やはり先に食事をとった方が良かったかもしれない。

　そして、

「少々お待ちください。これほどの大事、私一人では判断することは出来ません。いまギルド長を呼んでまいります」

　やっぱり先に飯を食っておくべきだったと後悔したサートであった。







「確かに、本当にいるのなら脅威だな」

「そうですね（超帰りたい）」

　初めて見る冒険者ギルドの長の姿を見て一番初めに思ったことは、まず若い、というものであった。

　サートの知る情報は王都の貴族の家に生まれたということだけなのだが、そのまま貴族として順調に成長せずに、何がどうなって迷宮都市の冒険者ギルドの長などをしているのか、全くわけの分からない経歴を持った人物であった。

　ギルドの長としては可もなく不可もない仕事ぶりだが、冒険者ではなくさらに三十路にも達していないことを考慮すると、十分に立派に務めているといっても良いだろう。

　それ以上のことは興味がなかったので情報収集もしておらず、よく分からない人物であった。

　だが一目見れば、このギルド長がただ者でないということが分かる。中途半端な覚悟でやり合えば、いつの間にか変な契約書に署名をしているなんてことになりかねないような、いかにもやり手な雰囲気を感じる。




「だが、あまりに話が突飛すぎる。この短期間に二体目の主級の魔物とは、今までに例がない」

「そうですね（やべえ、腹減った）」

　相手がなぜ今更こんな分かり切ったことをいちいち勿もつ体たいぶって言っているのか、サートにはだいたい見当がついていた。

　要はサートにもう一度迷宮に潜ってこいということである。

　もっと情報を集めろ。出来ればもっとダメージを与えて来い。あわよくば、倒せるなら倒してこい。

　無傷で主級の前足をぶった切れる実力と一瞬で帰って来られる術すべがあるのだ。その位できるだろう。と、暗に言っているのだ。




　何せ主級を討伐して帰還してからまだ一日だ。冒険者たちは疲労がたまっているため、今回の報酬で疲労が抜けきるまで少し長い休暇を取る者がほとんどだろう。

　普段の迷宮への遠征後にも、必ず数日のインターバルを置かなければとても身と精神が持たないのに、今回の主級討伐では仲間を失ったり大きな怪我をしたり、武器や防具が破損したりと、とにかく犠牲と被害が大きかった。

　武器、防具の修理をし、欠けたパーティの穴埋めを探し、新しいメンバーでの戦い方を一から模索していくため、なおさら迷宮に潜るのは先になるだろう。

　そんな彼らにもう一度主級を討伐しに行けと言ったところで、行くはずがない。行けるはずがない。今の状態で主級を討伐しろというのは即すなわち死んで来いと言っているのと同じことだ。

　今回ばかりは不可能というものだろう。無理に行かせようとすれば最悪の場合、冒険者たちによる暴動も起きかねない。




　また、今回討伐に行った以外の冒険者たちで行かせるという選択肢はない。そんな実力を持った者たちはもうすでに片っ端から猪型の主級討伐に招集している。

　サートのような例外を除けば、残りは実力不足か素行不良で信用が無いか等、何かしら招集されなかった理由のある者たちばかりなのだ。

　そんな者たちをいま迷宮に潜らせたら確実に無駄死にする。

　故に、いま町にいる頼れる実力者となるとサートぐらいしか本当にいないのだ。




　本来ならば主級討伐に参加するために、このアルバに腕利きの冒険者がもっと多く来るはずだったのだが、何な故ぜかそうはならなかったために起きた問題である。

　そんなギルドにとってはピンチの状況の中、サートは、まあ、ギルドの考えも分からなくはないし、事情も理解はできる、と思っていた。

　だが同時にそんなことをする気も義務も必要性も、ついでに言えば時間もない、とも思っていた。

　というのも、実情はともかく名目上は冒険者とギルドはどちらもお互いなくしては成り立たない職業であるため、立場は対等ということになっている。

　よって冒険者側には理不尽な要求に対する拒否権というものも存在するし、ギルド側には無理やり強制できる命令権も存在しないのだ。

　冒険者ギルドの依頼はあくまでお願いなのだ。実情はともかく。




「君を疑っているわけではないが、これは一度しっかりと事実確認をしなければならないな」

「そうですね（飯食いたい）」

「……」

「……」

「……単刀直入に言おう。もう一度迷宮に潜って、この新たに現れた主級と思われる魔物の情報をもっと集めてくれないか？」

「無理っす」

「……」

「……（煮つけ、いや塩焼きだ）」

　これ以上は時間の無駄と見たためか、ギルド長は直接口に出してギルド側の要求を伝えたが、それをサートがノータイムで断ってしまう。

　流石さすがのギルド長でもそのあまりの返答の適当さにイラッと来たのであろう。

　部屋の空気が明らかに重くなって、今まで影のように後ろで待機していたロイドが辛つらそうな顔に変化したが、サートは全て華麗にスルーしていた。




　これがゴッツたちのような有名でチームを組んでいる冒険者なら、こんなにはっきりとは言えなかっただろう。

　自分だけでなく仲間の生活もかかっているのだ。断るにしてもなんやかんや理由をつけ、今後のギルドとの関係に影響が出ないようにもっと上う手まく、いかにも仕方ないといった風を装って断るのがふつうである。

　だがこういった面倒事を避けるために、サートはソロで必要以上に実力を見せずに目立たないように冒険者をしていたのだ。

　また、基本的にギルドとは素材と金のギブ＆テイクのみのドライな関係を保ちたいサートは、ギルドから必要以上の恩を受けたり借りを作るのはもちろん、ギルドに恩を売ったり貸しを作ったりする気もなかった。

　こういうのは一度でも引き受けてしまうと、必ず二度目が来るものなのである。

　前世の経験から言うと、良くも悪くも縁や繫つながりができるのは恩を売るのも借りるのもどちらも同じで、面倒事というのは大抵そこからやってくるのだということをサートは理解していたのだ。




　いや、正確に言えば、サートは口ではこう言ってはいるものの、実際はギルドからのお願いをそれほど固く拒んでいるわけではない。確かに面倒事は御免であるし、貸しも借りもなるべく作りたくないのは本当であるが、そこはサートも大人である。

　相手の要求をすべてノーと断り続けるというのに、無理があるというのは理解している。ある程度は相手の頼みごとに耳を傾ける姿勢が、時には必要だということも理解している。

　基本的にはギブ＆テイク、時には持ちつ持たれつで相手の頼みごとを聞くこともある。これが理想であった。

　ただし、それが死を伴うかもしれない内容以外であったなら。

　そして今回の頼み事は、見事にサートが定めている決して超えてはならない一定のラインを超えた依頼であった。サートとしても、これを機にギルド側へ自分のスタンスを明確にするために、一切の交渉の余地がないように依頼を断ったのである。

　ついでに言えば返事が単調になっていたのは、単に腹が減りすぎて頭が回らず、その上魔術を多く使用した故の副作用としての空腹も合わさり、脳が働いていないのが理由でもある。




「もう帰ってもいいですか？　あ、その脚は別にあげるわけじゃないんで返してくださいよ。高く売れそうなときに売るんで。それじゃ失礼します」

　空腹が限界に達したのか、なんかもう本気で面倒くさくなってきたのか、面倒事はノーサンキューとばかりにサートはそう言うや否や、相手が言葉を発する前に足早に逃げるように退出してしまった。

　仮にもギルドマスターに対して、少々、というよりもかなり礼を失した態度である。

　だが相手はこの若さで冒険者ギルドの一地方を立派に治めている人物であり、そして何よりもサートの勘が相手は若さに似合わぬ油断のならない人物であることを告げている。

　空腹で頭が回らない状態でこんな相手と交渉なんぞやってはいられない。

　鈍い頭を無理やり働かせてメリットとデメリットを慎重にはかりにかけていった結果、ここは多少相手の心証を悪くしてでも一刻も早く立ち去り、ボロを出して言げん質ちを取られぬようにするのが吉と出たのである。




「……話には聞いていたが、筋金入りだな、あれは。取りつくしまもない。魔術の多量行使の影響で頭の回転が多少は鈍っていたはずなのに、なかなか見事な引き際だったな」




　あの状態だったら言質ぐらいは取れるかもしれないと思ったんだが、少し甘かったかな？　と、特に悔しげな様子もなく軽く笑うギルド長。

「如何いかがいたしましょうか。サート様にお願い出来ないとなると、今の町には斥候が出来そうなものはもう他におりません」

「まあ、あれが本当にそれだけの実力を持っているのかも定かではない。誰かが見たわけでもないしな。緊急だとはいえ、期待しすぎだとも言えたか。明日あしたぐらいになれば迷宮に潜った冒険者たちが新たな目撃情報を持ち帰るかもしれんが、もし本当の話ならば生きて帰ってこられるかも怪しいか。……はあ、仕方ない。商人ギルドに連絡を入れる。人を呼んでくれ」

「承知いたしました」







　結局釣った魚を売ることもできずに、空腹ばかりが増した結果となったサートは、この空腹を早く紛らわせるために魚に生のまま齧かじりつきそうになる自分を抑えていた。

（大丈夫大丈夫、ちょっと腹が痛くなるだけ。昔だって死ななかったし何とかなるなる。あとで虫下しを飲めば、いける）

　ついに限界が来たのか魚を影から取り出そうとした瞬間、




「サトラク」




　懐かしい声が聞こえた。




　死んでいるなどとは欠片かけらも思っていなかった。

　この世界にいる以上、もしかしたら出会うこともあるかもしれないと思ってはいた。

　だが、こんなに早く出会うとは思っていなかった。




　あれから二十年以上が過ぎた。

　だが、初めて出会った時と変わらないその声で、変わらずに生きてくれていることが、

　もう二度と呼ばれることはないと思っていた自分の名前を、もう一度呼んでくれることが、

　あの頃の面影すら残していない自分を、自分だと気付いてくれることが、

　すでにこの世界では死んでいる筈はずの自分を、自分だと心から信じてくれていることが、




　こんなにも嬉うれしいことなのだということを、前世と今世、二つの人生で今初めて知った。




「初めまして。お久しぶりです、師匠。いろいろ話があるかと思いますが──────とりあえずお腹なかが空すいたので、先に飯食っていいですか？」




　そんなサートの言葉に、師匠と呼ばれた老人はフン、と鼻を鳴らして言葉を発する。

「照れ隠しの仕方はいつになっても変わらないな。サトラク」

　そう心の中を見透かしたように返されて、やはり、師にはまだまだ敵かないそうもないと、サートは思った。








第六章　～師～









　サートこと佐藤聡さとるの前世であるサトラクは、今でこそこうして器用に魔術を使ってはいるが、実のところ生まれてから十六の年が過ぎるまで、魔術の魔の字どころか簡単な文字すら学んだことのない人物であった。

　しかし当時の、そしておそらく今もだが、この世界に住む者たちの中で文字や算術などの学問を学んだことのある者など、現代の地球と比べることすら出来ない程圧倒的に少ないのである。

　それも都から離れた辺境の農家の子供となれば、文字すら見ることなく一生を終えるものもいるほどだ。




　サトラクの生まれた場所もそのような辺境であったため、当然と言えば当然の話である。

　どこにでもある下級貴族の領地の、真新しいものなどない寂れた農村の、その中でも珍しくもない貧しい農夫の家。

　そんな特別なものなど一つもない、歴史上に星の数ほど存在する、後の世には名前すら残らないであろう、貧乏な家の三男としてサトラクは生まれた。

　また、サトラクの家族も何一つ特別なものが無い、まさに平凡と言ってよい人物であり、実際にサトラクも周りの子供と何一つ変わらない、普通の人間として育ち、暮らしていた。




　だが、そんなサトラクの第一の運命の転換点は十一歳の時に口減らしとして選ばれ、村を離れたことである。

　別に珍しいことでもなんでもなくサトラクが生まれるよりもずっと前から、それこそ大陸中で行われてきたことである。




　サトラクの住む村も、天候不順からくる飢き饉きんによって食料が足りなくなったため、仕方なく村から人を減らす必要が出てきた。その際に、大人と比べるとまだまだ仕事のできない子供のうち、女の子供が男より少なかったため、嫁が貰もらえない可能性のある余り気味の男、且つ家を継ぐ長男以外ということでサトラクが選ばれた。

　正確に言えば村を離れたのではなく半ば追い出されたといった方が近いのだろうが、たとえどんなに嫌だと駄々をこねても選ばれた時点でもうその村で食料は貰えない。

　盗もうものなら容赦なく殺されるだろう。本当に最低限の物だけは持たせてくれるだけ、大人しく村を離れた方がまだマシなのだ。

　村人も誰かが同じように村から出ていくのを見慣れてしまっているために抵抗などはせず、順番が回ってくると自分の脚で村から離れるため、やはり追い出されるというよりも出ていくといった表現の方が良いだろう。

　サトラクも口減らしとして白羽の矢が立ったことをどこか気まずそうに両親から告げられた時も特に何かを感じるでもなく、ああ、自分の番が来たのかと、選ばれたその次の日には家を出ていた。




　だが、村を出て行った者たちの未来と言えば、そのほとんどが野垂れ死にである。

　飢え死にか凍死か、はたまた野盗か魔物に襲われたか、いずれにしても一番近い町にさえ一人で生きてたどり着くことのできる者はとても少ないということは分かっていた。

　何な故ぜか。

　簡単である。

　村の猟師が狩りに行くときに元村人であろう人物の遺品や人骨を森の中で発見したり、新しいものだと獣か何かに襲われ、引きずられていった血の跡や襤褸ぼろ切きれが生々しく道端に残っているのである。

　酷ひどいものだと食べカスが散らばっていたり、運良く獣には襲われなかったが寒さで凍え死んだ死体なども見つかるのだ。

　本来なら体力も知恵も劣る子供であるサトラクが、生きて町にたどり着ける可能性は殆ほとんど無いといっても過言ではなかった。




　だがサトラクは生き延びた。これは運が良かった以外の何物でもない。

　まずサトラクよりも前に村を出た何人かの村人が先に食われて、獣たちの腹が膨れていたこと。

　そして食べることができないために残されたその村人たちの衣服と荷物、そしてその中にあった僅わずかな食糧を見つけたからである。

　どれも血生臭く、量も少なかったが、死にたくない一心で泥がついたパンをかじり、血がこびりついた襤褸切れを重ね着して寒さを凌しのいだ。

　その襤褸切れが顔見知りの老人がよく着ていた見慣れた衣服であることに気付き、湧き上がってきた吐き気と恐怖を抑えながらも必死で足を動かしつづけた。

　寒さと恐怖で何度もくじけそうになったが、それらのおかげで、まだ子供であったサトラクは何とか生きて街にたどり着くことができたのである。

　そしてサトラクの人生で最も大きな転換点となる人物に出会うのは、それから約五年後のことであった。





◆　　◆　　◆






　日が落ちかけ辺りも薄暗くなってきた頃。町の中心地区からは離れた場所にある冒険者ギルドよりもさらに少し離れた場所。人も建物もない半ば町の外と言っても良い郊外で、サートたちは焚たき火びを囲みながら、釣った魚を焼いていた。




　持っていた刃物で魚の内臓処理をした後、適当な長さと細さの木の枝で魚を突き刺し、地面に固定して焚き火から近すぎず遠すぎずの距離を保ってじっくりと丁寧に遠赤外線で焼いていく。

　結局丸一日何も口にしなかったサートだが、ここまで来たのなら数十分の差などたいしたことではないため、もういっそのこと、手間をかけてとことん美う味まい物を食おうといった心境らしい。

　前世とはいえ、自分の師である人に食事の下処理をさせるなんてことができる筈もなく、食事の準備をしている間、ゆっくりと待っていてほしいと伝えていた。

　のだが。

　何が面白いのか、待っている間中サートが魚を焼く準備をしている様子を師は嬉しそうに微ほほ笑えみながら見つめていた。

　それが気にならなかったわけではなかったのだが、師をこれ以上長く待たせるわけにもいかず、自分の空腹を早く満たすためにもとりあえず無視することにしたのであった。







　まるまると太った、少なくとも五十センチは軽く超えている魚を十匹以上焚き火の周りに配置し終わり、あとは焼けるのを待つだけとなる。これで一段落ついたと判断したサートは、準備した腰かけに座る師に顔を向け直した。

「待たせてすみません。改めまして、お久しぶりです、師匠。相変わらずお変わりないようで安心しましたよ」

「ああ。お前が食事に手間をかけるようになるとは、随分変わったようだな、サトラク。いや、今はサート、だったか？」

「あーまあ、そうでしょうね。自分でも自覚はありますよ。あの頃は食えれば何でも構わないと思っていましたから。ああ、名前はサートでお願いします」

　パチパチと焚き火の中の木がはじける音を聞きながら、一通りのあいさつを終えたサートであったが、そのあとが続かない。

　この世界に再び訪れるときに、昔の知り合いに会う可能性を考えなかったわけではないが、何分今の自分はサトラクではなく顔も人種も性格も全く違う別人なのだ。

　もし顔見知りに会ったとしても相手が自分に気付くとは思えず、同時にもし誰かに会ったとしても、自分からサトラクですなどと教えるつもりもなかった。

　故に、こんな風に初見で自分がサトラクだということを見破った、しかも前世の師に対していったい何を言えばよいのかなど、内心驚きで軽くパニック状態であるサートには分からなかった。




　いや、正確に言えば言いたいこと、言うべきことは山ほどあるのだ。

　身体からだは元気か、病気にはなっていないか等のありきたりなものから、魔術を教えてくれたことに対しての感謝の言葉、死んでしまったことに対しての謝罪、自分がなぜ今生きてここにいるのかという説明、自分がこの世界に存在していることを秘密にしてほしいという要望。

　などなど、数えればきりがない。

　だが師のその皺しわくちゃな顔をさらに皺だらけにして微笑んでいる様子は、まるで自分の思っていること、言いたいことは、言葉にせずともしっかりと伝わっている、と声に出さずに言われているようであった。

　その好こう々こう爺や然とした顔を見ると、そんな分かり切った言葉をいちいち言うのもまた違う気がしてきて、余計に困ってしまうのだ。




　そんな様子のサートに対しても師ユーザスはただ微笑むばかりで、自分から言葉を発するつもりはないようである。

　いつまでたっても師には敵かないそうにないということを再認識しながら、サートは何とか言葉を絞り出そうと頑張ってはみたものの、全く思いつかない。

　仕方がないので、少々失礼にはなるがこの場合は形式よりも思ったことをそのまま言葉にすることを師も望んでいるだろうと、混乱半分やけっぱち半分のサートは今の正直な気持ちを師匠に伝えることにした。




「えー、では師匠、失礼ながらとりあえず挨あい拶さつとか説明とかよりも、何よりもまず先にお願いがあります。──────すみません本っ当すみません勘弁してください。もう面倒事は勘弁してくださいマジで。今回ばかりは本気でお願いしますどうか私を巻き込まないでください。死ねます」







「ふむ、主ぬし級を討伐して数日も間が空かないうちにまた主級が現れたのか。それも魔力持ちの主級が、しかも迷宮の上層部に、か。確かにこれは今までなかった事例だな。で、お前はそんな異常な時にちょうど現れた私が怪しいと、そう思ったわけだな？」

「はい」

「そして、また面倒事に巻き込まれると、そう思ったわけだな？」

「はい」

「馬鹿者が」

「やー、こればかりは至極当然の反応だと思います」




　さんざん悩んだ上でサートの口から何とか出てきた言葉は、お願いというよりも、もはや哀願に近いものであった。おまけに、生まれて初めての本気の土下座までした。

　ユーザスも流石さすがにこの反応は予想外だったらしく、怪け訝げんな顔をして、初めて見る土下座に多少引きながら一体どうしたのかと説明を求めた。

　サートが完全にユーザスを黒幕だと思い込んでいたため、誤解を解くのに時間がかかったが、サートが突然おかしくなったかのようにも見える行動に出た理由を聞くと、ユーザスは呆あきれたようにサートの頭を手に持った杖つえでこつんと小突いた。




　サートが今でも頭が上がらず、前世においてサトラクの魔術の師であった目の前の人物の名前はユーザス・ハーザ。

　魔法都市アーリンで長年魔術の研究をしている大魔術師であり、その魔術の実力と過去の研究の功績から、魔術師の聖地ともいえるアーリンの中でも高い地位と多くの弟子を得て、魔術師の間では誰もが名前を知っている人物である。

　その顔には長い歴史を感じさせる多くの皺が深く刻みつけられている。だが、サートよりも頭一つ高いその背丈と、全く曲がらずピンと張っている背筋、そして上質なローブを着こなし長い白髪と髭ひげを丁寧にまとめているその風ふう貌ぼうからは、老いからくる弱々しさが全く感じられない。

　それどころかその眼光には、力強い覇気と長い時を生きたからこそ持てる深い知性が感じ取れた。

　はっきり言って、サートに前世の記憶が無ければ、老人相手なのにビビって碌ろくに目を合わせられそうにないほどに迫力のある人だった。




　実際の年齢はサートにも分からないが、まだサトラクだった頃にユーザスのもとへ弟子入りした時からもうすでに今のような老人の容姿であり、それから今現在に至るまで全く変化が見られなかった。兄弟子たちに師の年齢を尋ねても皆一様にサートと同じく今と変わらない老人の姿しか見たことが無いという。

　その兄弟子たちも中年からかなりの年配まで幅広い年代の人たちであったため、どう計算しても少なくとも百年以上は今の老人の姿で生きていることになる。

　因みに余談ではあるが、ミラの母であるリラがその長寿と不老の秘密を探るためにユーザスを解剖しようと企たくらんでいた時期があり、実際本気でやりかねなかったため、当時のサトラクが何とか説得して諦あきらめさせたという出来事があった。

　それがリラ・ラライアという魔術師と知り合ったきっかけでもあったが、ユーザスの解剖を諦めさせる代わりとしてしばらくリラのアッシー君をしたのがよほど便利だったのか、その後も見知った顔として付き合いが続いていたのである。




　閑話休題。




　そんな大陸でも指折りの偉大な賢者であるユーザスだが、ただ一つ、欠点というか気を付けなければならないことがある。

　これはユーザスだけに限ったことではなく、アーリンにいるユーザスと同格の他の大魔術師たちにも同じことが言えた。




　ユーザスは魔術の腕や人に教える能力も高く、人格の面で見ても比較的問題のない人物なのだが、いかんせん優秀すぎて文字通りスペックの桁けたが違うために、ユーザスと行動を共にすると、その実力の差からすべての行動の難易度が鬼畜ハードに変わってしまうのである。

　その違いを分かりやすく言うなら、今までリアルな描写と泥臭さを売りにしていたリアル格闘技漫画から、いきなり何でも有りのとんでも超人異能力バトルアクション少年漫画の世界へと飛び込んでしまった時ぐらいの難易度の上がり具合、と言えば伝わるだろうか。

　サトラクや他の弟子たちも、師の研究や実験のために必要な触媒探しや、上質な魔物の核を手に入れるために、迷宮の地下深くへ潜るのに付き合わされた際に幾度も死にかけたことがある。その時に実際に死人も何人も出ていた。




　ユーザスは、程度の差はあれども基本的に全員どこかしらマッドであるアーリンの魔術師の中では、かなり人格的に優れた方の人物であったが、こと魔術の探求においては誰よりも真面目で冷徹なところもある人物でもあった。

　机の上で学んだだけのお勉強魔術など何の意味もなく、探求のためならばそれが人として正しいかどうかなど問題ではない、というのは魔法都市アーリンにいる全ての魔術師が共通して持っている理念である。

　そしてユーザスもその例に漏れず、仮にも自分の弟子であり、自分の長年の研究成果である魔術を学びたい者には特に実戦を通じて身に着けさせるタイプであり、その過程で死ぬ程度の者はどの道魔術の探求など出来ないというドライな考えの持ち主でもあった。




　サートがいきなり土下座で奇怪な行動に出たのは、過去にユーザスの研究と実験に修行という名目で付き合わされて（巻き込まれて）、心身ともに死にかけるという経験を何度も何度もしてきたからである。

　それ以上に二十年以上のブランクと、今のこの碌に鍛えたこともない鈍なまった身体で、昔のノリで行動すると流石に死ぬからでもある。

　師には感謝もしているし恩も感じているが、それはそれ、これはこれ、無理なものは無理なのだ。

　あと普通に面倒くさいからという理由もある。




　盛大に勘違いをかましたサートであるが、それは無理もないことであろう。

　このアルバ迷宮に主級の魔物を討伐してすぐに新しい主級が現れるということが起こった。それも魔力持ちの個体であり、さらには過去に例を見ないほど浅い階層に出現した。

　ハッキリ言わなくとも異常なことである。

　そんなときに突然、マッドの巣そう窟くつである魔法都市アーリンから有名な大魔術師がタイミング良くふらりと現れたのだ。

　これを偶然というのは少し考えにくい、いかにも何か関係がありそうな展開である。

　そしてサートはこの異常事態には師ユーザスが何か関係していると思っていた。むしろ思わない方がおかしい。




　弟子として、また元アーリンの魔術師として考えてみるならば、おそらく理由としては何かの魔術の研究の過程で必要な質の高い貴重な主級の魔核を、もっと数が欲しいと思ったことから始まり、そうそう手に入れられるものではない為ためどうすれば多く手に入るかとマッド共が考え、そうだ主級の魔物を増やせば良いんじゃね？　という発想に至り、じゃあどうやって増やそうかと試行錯誤を重ね、色々と実験が成功して今に至る。

　といったところではないかとサートは予想した。




　考えてみればアーリンの魔術師ならものすごくあり得そうな発想であり、この程度なら本当にやりかねないのがアーリンの大魔術師と呼ばれる者たちである。そのため、あ、こりゃ間違いないわ、と思ったのだ。

　根拠としては似たようなことをした魔術師も過去に存在したし、また、同じくらいヤバそうなことは過去に何度もやっている人たちだし、むしろあんたら以外の誰がやるんだよ、というのがサートの認識である。

　そして過去の経験から、こういうときには大抵近場にいる弟子の誰かが巻き込まれるのだ。サトラクが転移魔術を習得してからは、下手にフットワークが軽いせいで他の弟子たちよりも高頻度で巻き込まれていた。

　いい経験にはなるし師の研究に触れられるいい機会なのは間違いないのだが、それ以上に危険で面倒事が多すぎる。

　例えば今回の件ならば、主級の魔物を造ったは良いが、どうやって魔核を回収するといった際に、自分でやれば早いものをこれも修行の一環だとわざわざ弟子に倒させて回収させる、位のことは普通にやらせるだろう。

　やらされる方としてはたまったものではないが、もしサートの推測が正しければそのようになる可能性が非常に高い。というか経験則的にそうなることは目に見えていた。




　サトラクだった頃ならばまだともかく、今はサート、佐藤聡さとるなのだ。元アーリンの魔術師として魔術の探求という目的に思うものが無いわけではないが、それも今となっては割と重要なものではなくなっていた。

　魔術のない世界に生まれ、今まで魔術に頼らずに生きてきたことが関係ないでもないのだが、それ以上にサトラクが魔術を学び始めた理由であり、目標を、『夢』を既に達成したも同然だったため、これ以上無理に魔術を学ぶ必要がなくなったというのが一番の理由である。

　もっと言うと、せっかく安全な世界へ生まれたのに何故また死ぬ危険があることをしなければならないのか、という気持ちがある。




（流石にこの年ではまだ死にたくない）




　サートは思う。

　今の暮らしは楽しい。家は安全で飯は美味いし娯楽も多い。仕事にも就けたし職場の雰囲気も良くて給料が少ない以外は不満もない。何より自分はまだ若い。前世と比べたらまさに夢のようなこの国でこれから先何十年も生きていけるのだ。これほど幸せなことはないだろう。

　だからまだ自分は死にたくないし、気楽に生きていきたいのだ。

　聡は老後の貯金と懐かしさ、そして平和すぎる日常の中のちょっとしたスリルの為に週一でこの世界で冒険者なんていうものをしているが、逆に言えばそれ以上のことはしたくないのである。

　無理も無茶もしなければ、厄介ごとにも関わらない。

　それが佐藤聡、そして冒険者サートとしての生き方なのである。




「なるほど、なかなかに羨うらやましい暮らしだな。ふむ、今の話を聞いたら私ものんびりと過ごしたくなってきたな。久々に長く休みをとるか」

「マッドが何言ってんですか」

「マッドの意味はよく分からんが、師に対して無礼な言葉を言ったというのは分かったぞ、馬鹿者」

　そうしてまたサートの頭を小突いては、ちょうど焼きあがったばかりの魚を齧かじりながらお互いに雑談を交わす。

　程よく焼き目の入った魚はまだ熱く、気を付けないと舌をやけどしてしまいそうなほどであった。

　それでもその肉厚の身からは焼き魚特有の香ばしい食欲を誘う香りが、魚に振りかけられた塩の香りと混ざり合い、朝から何も食べていないサートの胃を刺激した。

　ヒャッハーもう我慢できねえぜとばかりに豪快に齧り付いたサートは熱さで身み悶もだえしながらも、逆にそれが良いのだと美味そうにバクバクと次々と齧りついては早々に一匹目を食べ終えてしまった。




「というか、師匠が黒幕じゃないのなら何でこんなところにいるんですか？　そんな暇でもないでしょうに」

「この町の迷宮に主級が出現したと聞いてな。ちょうど上質の核が必要になったから立ち寄ったのだよ」

「おい」

　半分合ってんじゃねーか、と口に出しそうになったがそれは何とか抑え込んだ。

「まあ、一足遅かったようだが、二体目の主級が現れたのなら不運でもなかったな。私にとっては、だが。それと、なんとあのリラの子供が最近ここら辺で冒険者を始めたとも聞いてな、こっそり様子を見に来たのだよ」

　そう言って威厳のある顔を崩して、孫のことを嬉うれしそうに話すどこにでもいる老人のように声高に笑うと、二匹目の魚に手を伸ばした。

　どうやら予想以上に美お味いしかったらしく、気に入ったようである。

「ああ、会いましたよ。顔はそっくりでしたけどあいつの子供とは思えない程にいい子でした」

　そしてミラとそのチームメンバーたちとの先週の出来事を説明していく。それをユーザスは面白そうに、ミラの性格の良さについては少し胡う散さん臭くさそうに聞いては何かを納得したように頷うなずいた。

「私の予想ではあともう一日、ちょうど明日ぐらいに戻ってくるだろうと思っていたのだがな。お前が絡んでいたのか。道理で主級が討伐されるのが思ったより早かったわけだ」

「惜しかったですね。今朝すべて出荷されたようですよ。とても美味そうなお肉でした。というか、だから今日アルバに来たんですか」

　事実ミラがいなければ、さらに言うとサートがミラに魔術の効率の良い使い方を教えていなければ、主級を倒すのにもっと時間がかかったであろう。一度の接敵だけでは決着はつかず、じわじわと体力を削っていくような戦いになり、ユーザスの言う通りあと丸一日は時間がかかっていただろう。

　サートは師匠の相変わらず予知じみた勘と計算能力の高さに改めて感心しつつ、三匹目の魚へと手を伸ばした。

「まあ他の者たちにとっても幸運以外の何物でもないと思うぞ。あと一日遅ければ間違いなくその二体目の主級と遭遇していただろうからな」

「でしょうね。ま、被害がなかったのは良いことです。あ、師匠水ありません？」

　ユーザスはサートに水の入った水筒を渡しながら、ついでとばかりに一度食事の手を止め、軽く言い放った。




「主級と言えば、実はな、主級が出現したのはこのアルバだけではないのだよ。私の知る限りここひと月で他にも三つの迷宮で主級が現れた。この町にいる腕利きの上級冒険者たちも、他の町の迷宮に現れた主級を討伐するために遠征をしている。だからこの町の主級を討伐するのには時間がかかると思ったんだがな」

「ああなるほど、一線級の冒険者はほとんど他の主級討伐に行ったからここの戦力が減っていて、集まった冒険者も数が少なかったと。だからか、ギルドが無理して人手を集めていたのは。…………ん？　三つ？」

「ここも合わせて四つだ。そしてまだ増える可能性が高い」

　サートは思わず口に含んだ水を吹き出しそうになった。

　このアルバ迷宮に最初に現れた猪の主級に続いて、二体目の蟻の主級が浅い階層に現れたこと。これも十分異常なことだ。

　だが一つの迷宮で数年に一度出現するかどうかという主級が、ひと月の間に四カ所で五体も現れたというのはそれ以上に異常である。しかもさらに増える可能性があるとのこと。

　絶対にあり得ない、とは必ずしも言い切れない。本当にたまたま偶然が重なっただけかもしれないが、少なくともサートの知る限りこんなことは過去に一度もなかった。

　この異常事態についてユーザスはゆっくりと自分の考察を述べていくが、サートには嫌な予感しかしなかった。




「推測の域を出ないが、おそらく迷宮のさらに下層の何かから逃げているのではないかと私は思っている。仮により強い魔物に追い出されただけだとしても、そんな上層部にまで移動する必要はないだろう。二、三階ほど移動するのが精々だ。と、なると」

「あー、聞きたくない聞きたくない」

「相当ヤバイものが現れたのだろうなぁ！　あっはっはっはっは！」

「俺しーらね」

　そうして愉快そうに笑った後、続けて迷宮の最下層部は全て繫つながっているという仮説の正しさが証明されたなどという言葉を聞いたサートは、やっぱマッドじゃねえかと心の中で呟つぶやいた。

　ユーザスの予想や勘は怖いほどよく当たるのだ。ユーザスがこう言うからには少なくとも当たらずといえども遠からずのところを突いているのだろう。

　サートは絶対にこの問題に関わらないことを固く心に誓った。







「やべ、腹いっぱい。やっぱ十匹は多かったか」

「自業自得だ。何故そんなに多く焼いたのだ」

「腹が空きすぎて、その時はそのぐらいならいけるような気がしたんですよ。まあ無理だったんですけど」

「お前は、何故そういうところは変わっておらんのだ」








第七章　～嵐の前の静けさ～









「あー、まあ、こんなもんか」




　そうして長時間の細かい作業で非常に疲れた身体からだを解ほぐすために大きく伸びをする。しかし、その疲労に見合った成果は上げられた。

「さって、と。じゃあさっさと売りに行くか」




　聡さとるは今自分の部屋で貯ためこんだ貴金属を換金するための下準備を行っていた。

　日本円の貯金が心こころ許もとなくなってきたから、そろそろ当初の予定通り、老後の貯金を作り始めようというわけである。

　今まで迷宮に潜っていた理由の半分以上がそのためであったし、すでに十分すぎるぐらいに資金は稼いでいる。

　まだそれほど長い期間迷宮に潜り続けていたわけではないが、元々複数人で数日間かけて潜り、限られた体力で重い換金素材を苦労して運び出す迷宮探索という仕事を、反則じみた魔術で、価値が高いがその分重い希少鉱石ばかりを狙って大量にこなしてきたのだ。

　分け前を渡す相手もいないため、稼ぎも独り占めできる。それもたった一日でだからそれはもう、非常に儲もうかる。

　薄給サラリーマンとのギャップも相まって、正直聡も笑いが止まらないぐらいだった。




　その稼いだ分のほとんどを換金しやすいように金きんに換えていたのだが、むこうの世界の金きんは形が歪いびつで重さの規格もこちらとは違う。そのまま売るのはかなり不自然であったため、少しでも怪しまれないようにと錬金で装飾品に加工をしているのだ。

　だが、錬金と言っても聡には基礎中の基礎の、金属を粘土のようにこねて形を変えることぐらいしか出来ない。よって、細かい装飾などはつけられないから指輪のような小さくて繊細な細工が必要なものにはしないで、腕輪のように大きくてシンプルでもおかしくない装飾品として加工をしたのだ。

　だがそれでも、いきなり大量の金を一気に換金するのは流石さすがに出処を疑われそうなため、今回は百万円分のみを換金するつもりである。今はまとまった金額がすぐに欲しかったから自分で売りに行くが、後はネット上ででもゆっくりと売っていこうかとも考えていた。

　なるべく足がつかないように海外へ『跳んで』複数の換金所で一気に換金というのも考えたが、自分の英語力がとても怪しいことに気付き断念をする。

　よって国内で売ることに決めたのだが、多数を売るのも面倒なため、なるべく少ない数で済むよう、デザインが損なわれない程度に腕輪を少し分厚くして重さを稼ぐ小細工をしていた。




　聡はこういう時に改めて金きんというのは楽で良いと思っていた。

　何せどんなに見た目が良くなくとも金きんというだけでその重量分の価値は保証されるのだ。芸術的センスに自信が無い聡にとっては助かることこの上なかった。だからこそ迷宮に潜って稼いだ資金のほとんどを金きんに換えているのだ。

　長時間の作業で凝った肩を揉もみ、慣れないことはするもんじゃないなと思いながら、聡はいくつか加工した腕輪を鞄かばんに入れて、換金店へと出かけた。







　結局、あの時の焼き魚の残りは師匠が泊まる宿屋に寄付という形で何とか処分できた。ついでにタイミングを逃して結局売れなかった残りの魚もお土産としてユーザスに渡した。

　ユーザスにこんなにいらんと言われたが、サートも俺もいらんと言って無理やり押し付けた。

　ギルドからほとんど勢いに任せて逃げ出してきた手前、その日のうちにまた戻るというのもなんだか気まずく、このまま自分が持っていても消費しきれないから腐らせるだけなのだ。

　内陸にあるアルバでは、あのサイズの魚などは川では滅多に取れないため、寄付した魚を宿屋が客にふるまったりしてくれれば、もしかしたら物珍しさもあって後で定期的に需要が出てくるかもしれない。迷宮に潜ってまで魚を釣る奴もまずいないので、宣伝という意味で最終的には聡の利益になるかもしれないという打算もあった。

　むこうの世界では別に金に困ってはいないために無理して稼がなくても良いとはいえ、それでもお金が絡むとなると気分がウハウハになる聡であった。




　ユーザスとは後日また会おうと言ってその日は別れたが、どうやらユーザスは本当にしばらくのんびりと休みを取るそうだ。




（噓つけ）

　その言葉を聞いたとき、聡は思わずそう口に出しそうになった。




　伊だ達てに前世での付き合いが長いわけではないのだ。自分には分かる。

　あの人その内絶対なんかやらかす。絶対にだ。

　そう聡は確信していた。





◆　　◆　　◆






「アンちゃんお代わりお願い。大盛りで」

「はーい。まったく、安い食事であんまり長く居座らないでくださいよ。ただでさえ最近は忙しいのに」

「そうなの？　じゃあ適当になんか肉も追加。高くても構わないから、あの芋虫じゃなくてちゃんとした美う味まいやつ」

「あれ、珍しい。言ってみるものですね。分かりました、期待しててください」

（珍しいとは失礼な、まったくもってその通りだけど）




　サートが高い料理を注文したのがそんなに珍しかったのか、嬉うれしそうに食器を片づけながら厨ちゆう房ぼうに戻っていくアンちゃんを見送り、お代わりが運ばれてくるまで、食休みがてらちょっとした情報収集として周りの様子を窺うかがう。

　主ぬし級の討伐から一週間たったが、軽く見た限りではこの店にいる冒険者たちはまだまだお金には余裕がありそうであった。

　ギルドが頑張って人数を集めてはいたが、それでも主級の討伐にしては頭数がかなり少ない方だった。その分一人頭の報酬が多いとサートは聞いていた。思った以上にギルドが太っ腹だったようだ。

　あの若いギルド長の決定だろう。すこしギルドに対する態度をミスったかなと思ったサートであるが、やっちまったもんは仕方ないとすぐに開き直る。何もこちらの世界でまで取引先の顔色を気にしながら過ごすことはない。




　それはそれとして、冒険者たちはとても元気そうである。仲間を失ったり大おお怪け我がを負ったりした者たちも多かっただろうに、流石の切り替えの早さというべきか、絶望や不安といった感情とは無縁の顔だった。

　だが、猪の主級討伐に参加していなかった他の冒険者たちがあれからすぐに迷宮に潜ったはずである。流石にあの蟻の主級の存在に一週間も気付かないということはないとは思うのだが、この気楽さというか余裕さはサートにとって少し予想外であった。

　もしかして蟻の主級討伐には参加しない組なのだろうか。十分に稼げたからしばらくは遊んで過ごすと決めたのか、それとも他の理由があるのか。とにかく今は情報が足りない。

　朝から楽しそうに談笑しながら、羽振り良く地味に高くて美味い料理を大量に注文しているのは一体どういう状況なのだろうか疑問に思っていたのだ。ただ、サートもその美味そうな匂いに我慢できずについ追加の注文をしてしまったのだが。

　一通り考えたところで、そのことについては後でゴッツたちにでも聞くか、それが駄目なら師匠にでも聞けばよいと結論を出す。

　それよりも今は飯のことしか頭にないサートであった。




　サートが食べていたのはパッと見はとても健康に良さそうなオートミール……もどきであった。

　実際には燕えん麦ばくではなくよく似た別の種類の穀物なので、オートミールと言ってよいのか微妙だが、見た目と作り方は似たようなものだ。

　それに、値段が安い分古くなった別の穀物もいくつか一緒に混ぜ込まれているため、もはや雑穀の御お粥かゆもどきになっているが、それはそれでらしくて懐かしかった。

　味は普通に麦の味だが、地球産の品種改良をされた物とは違って粒の大きさも質も劣っている。そのため、現代人の舌にはそんなに美お味いしいとは思えないだろうが、それでもほのかに香る麦の香ばしさが食欲を誘う。




　水分を含んでいる分嵩かさが増し、余った麦などを適当に炒いって砕いてお湯で粥状にした程度の物だから非常に簡単且つ安いのが売りの、お腹なかを満たすためだけにあるメニューだ。駆け出しの貧乏冒険者や迷宮と旅の野外食の定番メニューの一つとして、昔から幅広い層の冒険者にそれなりに需要のある料理でもある。

　サートも前世に町で腐りかけた麦を捨てるよりはマシな値段で安く買って、水すら貴重だったからそれを主食としてそのまま齧かじって食べていた底辺時代があった。

　あまり良い思い出のない当時を思い出しながら、木の器を持ち上げて勢いよくオートミールをガツガツと口に搔かき込み、頰をリスのように膨らませながらゆっくりと咀そし嚼やくする。

　口に含みきれないほど詰め込んで食べると、口の中で嚙かんでいる間だけは少しだけお腹いっぱい食べられる気分に浸れるという子供の浅知恵だが、当時は偶たまにこうして食べていた。

　その分早く食べ終わってしまうし、よく嚙んで少しずつ食べた方が腹持ちが良いため、普段は絶対にやらなかったが、数少ない贅ぜい沢たくを一瞬でもいいからより幸せな気分で味わいたいという、何とも言えない考えから始まった食べ方であった。

　サートも久々にやってみたが、今は普通に不ま味ずいとしか感想が出てこない。

　思わずもう一杯お代わりを頼んでしまった。




　店に出されているものは値段が安い分、特に凝った味つけをしているわけではない。良く言えば素材本来の味であるが、悪く言えば飽きやすい味でもある。

　あの頃は飽きるだのなんだのということは言っていられなかったから、特になんとも思わなかった。というよりは、美味いものなんて碌ろくに食べたことが無かったので、文句どころかご馳ち走そうと感じていたのだ。

　それでもしっかりと味付けに手間をかけたりすればまた違うのだろうが、この世界でこの料理に使う調味料を買う金があったら、その時は普通にその金を他の食べ物を買うのに使った方が得なのだ。




　こうしてたまに食べるぐらいならまだしも、毎食これだと飽食の国日本で生まれ育った今のサートには絶対に耐えられないだろう。某飯マズの国へも、短期の旅行以外ではあまり行きたくはなかった。同じ不味い飯でもあれはまた別物だからだ。

　不味ければ良いというのでもない。そもそも別に不味い飯が好きだというのではなく、昔食べていたものが偶々全部不味かっただけなのだと誰にともなく心の中で言い訳をするサート。

　そうこうしているうちにオートミールのお代わりが先に来たので、口の中に詰め込めるだけ詰め込んでモッサモッサとボッチ飯をしていたのだが、周りが美味そうな飯を食べている中で、一人だけ味気ないオートミールを食べていることに流石に虚むなしさを感じるサート。

（早く肉来い。俺の心が折れる前に）

　そう思い始めたときにやっと念願の肉が来た。







　サートは確かに高くてもいいから美味いやつをと言った。言ったが、

「でもだからってこれはねーよアンちゃん」




「いつも安いものしか頼まないくせに不味い不味いと言ってるサートさんが、珍しく高くて美味いものを頼んだと言ったら、うちの料理人が気合いを入れて作りましたよ」

「噓つけ、噓つけ。明らかにこれもっと前から準備してたやつだろ。つーか食い切れるかっ！」

　丸焼きだぞ丸焼き、でけえなんだこれと口に出すサート。

　見た目だけではいまいち何の肉かはよく分からないが、こんな短時間で作れるものではないことは確かだ。まず確実に火が通らない。

　どう見ても子豚サイズはある見るからに値段が高そうな料理に、さては今までの元を取る気かとサートはニコニコしているアン嬢に視線を向ける。

「何でこんなメニューがあんの？　誰が頼むんだよこんなん」

「最近は皆さん羽振りがいいので宴会騒ぎの目玉としてよく注文してくれますよ」

「それどう考えても一人で食うものじゃないな」

　しかも朝からこんなに大量の肉の塊を。精々ステーキぐらいを想像していたのに、いきなりこんなものをポンと出されて、流石にビビるサート。

　キャンセルとかできないだろうか。そうじゃないと先週とは逆に、今日は朝から食べすぎで胃もたれになりそうで、それは勘弁願いたかった。




　自分の胃腸を心配して腹を撫なでていると、フフフとアン嬢が笑いを零こぼした。

「冗談ですよ。さすがにそんな意地の悪いことはしませんって。どこの部位を食べたいですか？　この場で切り分けますので」

　その言葉を聞いてなるほど、と納得をする。要するにこれは匂いとインパクトにつられた他の客に対する宣伝も兼ねているのだ。

「ついでにいっつも不味い不味いって言いながら安いものしか頼まないお客さんに対して、ちょっとした悪戯いたずらもかねています。驚いたでしょう」

　言い返すことが出来ずに視線を逸そらすサートを見れば、十分に意趣返しは成功しただろう。店側から見ると嫌な客以外の何物でもなかったのだ。

（だからといって安飯ばかりを頼むのはやめんがな。不味いものを不味いと言うのもやめんがな）

　ただ、自業自得な部分もあるし、このぐらいの悪戯なら別に全然許容範囲内だが、それはそれ、やられたらやり返したくなるのが人の性さがである。

　という訳で。




「全部」

「え、いや」

「だが全部」

　フードをかぶっているせいで口元しか見えないだろうが、自分は今とてもうざい顔をしているんだろうなと自覚をするサート。

　倍返しとまではいかなかったが、アン嬢の戸惑うその表情が見られてサートは大変満足していた。

「……本気ですか？　返品は利きませんからね、もったいないから残さないでくださいよ、私言いましたからね」

　そう言って厨房へ戻っていったアンちゃんを見送ってから、改めて目の前のテーブルに置かれた丸焼きに目を移す。




　思わずその場のノリで決めてしまったが、改めて見ると本当にでかい。そしてこれは一体なんの丸焼きなのだろうかとつくづく疑問に思ったが、食べてみれば分かるかと思い、早速足の部分を切ってそのまま齧かぶり付いた。

「お、美味い」

　味は普通に美味かった。丸焼きというシンプルさを逆手にとって奇きを衒てらった方向へ突き抜けているのかと思ったのだが、これは本格派の味である。

　最近芋虫とか変なものを食べていたせいもあって、自分もどこかずれていたのか、逆に新鮮に感じたサート。こういうストレートに美味いものを食べたのは久しぶりであった。

　焼き立てでまだまだ熱々なのも理由の一つだが、純粋に素材がいいのかそれとも料理人の腕がいいのか、とにかく味が良かった。




　片足だけなのにこの溢あふれるボリューム感と、霜降り肉のように柔らかいとはとても言えないが、だからこそ何度も嚙みしめることで味わえる肉の味と溢れ出る肉汁、そしてパリッと焼けた表面の皮の香ばしさがたまらない。さらにこの、手て摑づかみで豪快に肉に齧かぶり付く野性味あふれた食べ方がいかにも肉を食べているという満足感を満たしてくれる。サートは個人的にこういう食べ方は大好きであった。

　そしてここでサートは思いつく。

　素材そのままの味を味わうというのもいいものだが、流石にこのままでは飽きるだろうし、せっかくだからとことん楽しむことにしようと考え、テーブルにかざした手の影からこっそりと醬しよ油うゆ差しを取り出した。そしてばれないように肉にちょろっとかけて、魔術で掌に人魂サイズの火を出して軽く炙あぶっていく。




　肉汁と醬油が混じり合い、そして焼かれていく匂い。

　十数秒もしないうちにその香りが鼻に届いた。




（……あ、死ねる。これは死ねる。良い匂い過ぎて死にそう。この匂いはヤバい）

　シンプル故に強烈。ただでさえ本能を刺激する焼けた肉の香りが、そこにさらに醬油が加わることで理性を揺さぶる凶悪な香りへと進化した。




　問：肉＋醬油＋直じか火び焼やき、するとどうなるか？

（結論は、言うまでもない）




　ここで隣のテーブルの客がこの香りに気付き始め、そして店内にいる鼻の良い獣人の客も気付いたのか、鼻をピクピクと動かしているのがサートにも見えた。

　焼けた肉と醬油の組み合わせは種族の壁を超えるのか、香りの出処に気付いた客が喉のどを鳴らしてサートの手元に注目しているのが分かる。

（だがステイ。待て。お座り。まず食うのは俺だ）




　周囲の客の反応を見て気付いたのか、いつの間にか自分の周りにいる殆ほとんどの客が、会話もせずにこちらを見ていた。




　スンスンと獣人たちが鼻を鳴らす音が聞こえる。垂れた涎よだれを拭ぬぐう音も聞こえる。

　それだけ周りが静かなのだろう。じゅうじゅうと肉が良い音を立てて焼ける音が静かに響いている。お前ら飯冷めるぞとサートが心の中で突っ込みを入れるが、恐らく口に出しても無駄な気がした。

　もう、十分に炙れただろう。あとは食べるだけだが、一度チラッと周りを見渡してみると全員サートの手に持っている肉に視線が集中していて、変な優越感をおぼえそうだった。

　そして誰かの腹が鳴り響いたその瞬間、あえて見せつけるように、ガブリッという擬音がぴったり当て嵌はまるような勢いでサートは肉に嚙みついた。




　皆の緊張が最高潮に達する中、サートはそのまま肉を食いちぎってゆっくりと咀嚼する。たっぷり三十秒以上嚙み続けた後、口の中にある最後の肉片を飲み込んだ。反応を気にしているのだろう、美味いのか、それとも不味いのか、全員がサートの次に発する言葉を待っている。

　厳いかつい冒険者たちに凝視される中、サートは───




　先ほどを上回る勢いで再び肉に食らいつくことで答えを教えてやった。







　食べてみて分かったが、この少し鶏肉を思わせる肉質からしておそらくこれは兎うさぎの丸焼きだろう。あまりの巨大さと耳が切り落とされていたせいで、見た目はカピバラやウォンバットと言われた方が納得しやすかったが、この味は兎だ。記憶にもあるから間違いないとサートは断定した。




　豚、のもとになる猪は、ただの一般人にとっては生け捕りするにもほふるにもかなりの危険が伴うため、飼っている地域というのは多くない。さらにどんなに柵さくで囲んでも飛び越えたり突進して壊したり、挙句の果てには穴を掘って逃げ出したりと、非常に頭がいい動物だ。

　故に、猪の家畜化がまだ成功していないこの世界では、繁殖力が強く危険も少ない兎を代わりに養殖している地域の方が一般的であった。だがこんなにでかい兎を養殖しているところなど、サートは聞いたことが無かったが。

「どこかの名産品か後でアンちゃんに聞いてみるか」

　このサイズの丸焼きなんて日本ではいくらするのだろうか。オートミールもどきとのギャップのせいか、余計にそう感じる。

　それにしても丸焼き一つを丸ごと食べたいなんて子供の時に願うような夢が、まさか今叶かなうとは思わなかったサート。
















　丸ごと一匹注文した時は周りの冒険者から「あれを一人で食うのか」と驚かれたが、実際に全部食べ切れるかというとそんなものは無理に決まっている。体積的に考えて不可能だ。




　できればもっと腹が減っているときに食べたかったが、オートミールで腹を膨らましていたのが少し、いや、物もの凄すごく残念だったと後悔をする。

　食べられるだけ食べて、残りはお土産として包むか、周囲に適当に御お裾すそ分わけするか考える。こんな美味いものを捨てるなんて勿もつ体たいなさ過ぎて出来そうになかったのだ。

　本音を言えば家に持ち帰ってタレとかをつけて炙りなおして酒のつまみにしたりシチューやスープに入れたりしたかった。だがサートは基本的に食物関係は日本に持ち帰らないようにし、そして使用するのは別だがこちらへは物質として残る物はなるべく残さないようにしている。




　別に絶対守らなければならないルールというわけでもないのだが、サートが自分で決めた制約である。サートもいろいろと対策は取ってあるために心配する必要はあまりないのだが、お互いの世界に存在しない未知の病原菌のせいでパンデミックが起きたりしても寝覚めが悪いのだ。

　そうならない為の目安として定めたものだが、その逆は有りである。

　所しよ詮せんなんとなくで決めた自分ルールで、誰に怒られるものでもないため、制約といっても基本的に緩いものだ。

　サートのスタンスは、一応ある程度の日本人的モラルは持って行動するつもりではあるが、世界がどうとかというのはあまり深く考えないというものだ。

　妥協して、考えすぎないこと。

　これが二回の人生を生きた中でサートがたどり着いた人生を楽しく生きるためのコツであった。

　そもそもサートがそこまで気にする性格であったら、最初からこっちの世界なんかに来ようとしたりしないのである。




（はい、現実逃避完了）

　あの後酒場にいた周りの客がどうなったのか。とりあえず酒場にある今日の分の丸焼き、及びまともな肉料理は売り切れるだろう。そしてサートの持っていた醬油は、結果的に醬油差しどころかもしもの災害の時のために備えて影にしまっておいた調味料セットの中の醬油まで空っぽになってしまった。当然サートも相応の対価は貰もらったが、こんな結果になるのは予想外であった。

　ついでにアン嬢の機嫌がとてもよくなっていた。アン嬢によくやった、見直しましたと言われたが、見直したとはどういう意味なのかと頰を引きつらせるサートであった。




　そしてサートは今、食べ切れずに残すだろう兎の丸焼きの肉をどうやって穏便に処理しようか悩んでいた。

　なぜなら数が限られている丸焼きを惜しくも手に入れられなかった客が、血走った目でサートの目の前にある皿を凝視していたからだ。ここで下手な処理をすると腹を空すかせた者たちが暴発しかねなかった。

（まあでも、俺の予想ではそろそろ───）

「おぉ、いたいた。やっぱもう来てたかサート。お、何だそれ、珍しく美味そうなもん食ってんじゃねぇか俺にもよこせ」

「はい来たー。ちょうどいい口実」







「よぉーう、連れてきたぞぉー」

「遅いぞゴッツ」

「悪わりぃ、ちょっとな」

「なんかミラが用事あるって言われたから来たぞ。あ、これ食い残しで悪いけどお土産な」

「む、こんなにすまんな。この匂いは兎か。好物だ」




　いつかのようにサートがゴッツに連れられて拠点にいくと、これまたいつかと同じく屋敷の入り口に巨体の獣人が立っていた。前回来た時も同じシチュエーションだったが、妙にガランが待ち慣れているような印象を受けたサートは、もしかしてよくあることなのだろうかと思った。

　だとしたら本当にお疲れ様。少し労ねぎらいの意を込めて巨兎の丸焼きをお土産として渡したが、中身も見ずに当てられた。ゴッツと一緒でも結局全部は食べ切れず、看板娘のアン嬢に包んでもらったのだが、流石犬の獣人である。鼻が利く。

　ついでに先日のお見舞いの品として渡したビーフジャーキーはどうだったかと聞いてみる。サイスがこの拠点に着くまでに、ゴッツにジャーキーを全部食べられてないか少し心配だったのだ。

「ああ、意外とそういうとこロはしっかりした奴だ、心配はいラん。皆で食べたが、美味かったぞ。保存食とはとても思えない味だ。アーグなどは特に興味を持っていたな、礼を言う」

「よーく言うぜ。お前も同じくらい気に入ってたくせによ、ガラン」

「ぬ……」

（流石犬の獣人だ。何がとは言わないが）

　趣味が美食という聡さとるの先輩のおすすめだけのことはあり、かなり値は張ったが好評のようで幸いであった。




　そのまま談笑しながら庭に向かうと、前回と同じように庭で瞑めい想そうをしているローブ姿の人物を発見する。こちらの気配に気付くとその人物は瞑想を切り上げてこちらに寄って来て、顔を隠していたフードを取ると、前世でよく見知った顔が現れた。

　サートはもう二度目で分かっていたのに、その人物の顔を見るとビクっと体が一瞬硬直してしまう。

　母親と違ってとても大人しくて良い子だというのは分かっているが、それでもやはり母親のインパクトが強すぎて未いまだに慣れない人物なのだ。まだ二回しか会っていないのだから当然といえば当然なのだが、いつかこの子の前で母親のことが頭をよぎらなくなる日が来るのだろうかとサートは心の中で呟つぶやいた。

　ハッキリ言うと、サートは母親とそっくりな顔をしたミラがいつ、やっぱり本人でしたーと言い出さないか、未だに警戒していて少し苦手意識があるのだ。




「お久しぶりですサートさん。先日は本当にお世話になりました。サートさんのおかげで皆さんの足を引っ張ることなく無事に主級討伐を終えることができました。それもこれも全てサートさんの───」

「いや、別に俺が教えたことなんて───」

「いえ、それでもやはりサートさんが───」

　基本的に謙虚でいい子なのは分かっている。悪いのは自分なのだということもサートは自覚している。

（でももっと悪いのは君の母親なんだよ）

　こういう日本人的なやり取りも本当ならば落ち着くサートであるが、ミラの母親、リラと同じ顔でこういうことをやられると違和感がものすごいのである。




　少しだけ背に冷や汗をかきながら受け答えをしていたサートだが、いくらなんでも感謝されすぎではないかと疑問に思った。助言といっても、ミラならあと何回か経験を積めば自然と自分で学べるだろう程度のもので、本当に大したことは言っていなかったのだ。

　疑問には思ったがいい加減話が進まないとガランに促され、ミラの用事に話が移った。




　……話は逸れるが、このガランという人物についても少し分かった気がするサート。

　真面目で理性的。正直ゴッツよりリーダーに向いている気がするとサートは思った。だが見た感じ勘と気分で行動していそうなゴッツと一緒にいることで堅過ぎずふざけ過ぎず、いい塩あん梅ばいになっているのだろうか。本能と理性の種族的特徴が逆じゃないかと思ったが、しかし性格の不一致による二人の不和は全く感じられなかった。むしろどことなく某メガネと青あお狸だぬきを思い出させる雰囲気すら醸し出している。

　あと、おそらくこの二人の意見調整役だろうサイスに同情と、社会人として親近感が湧いたサートであった。




　閑話休題。




「実は先日、ユーザス・ハーザ様とお会いしたのですが……」

　ミラの用事とは、やはりというべきかサートの師匠、ユーザスに関係するものだった。

　色々とリラのことや何かあれば頼ってくれなどの話をしたそうで、別れの際にもし俺に会ったら渡してくれと頼まれた物を預かったらしい。何故直接渡さないのかと疑問に思わなくもないが、きっと何か理由があるのだろう。サートには大体の予想は付いていたものの、敢あえて考えないようにしていた。

「で、それがこれか」

「はい。……あの、ユーザス様とはお知り合いだったのですか？」

　元弟子です。などと言えば面倒なことになりそうなのでここは誤魔化しておくことにした。

「知り合いといえば知り合いだけども。だからって別に俺は偉ーい魔術師ってわけじゃないから。いや今までの無礼に対するお詫わびとかいいから頭を上げろって。見ての通りのそこらにいる流れの魔術師だよ俺は」

　恐る恐るといった感じで尋ねられ、知り合いだと言った瞬間に泣きそうな顔になりながら謝罪の言葉を口に出されたが、すぐに止める。

　今は『サトラク』ではなく『サート』である。それに今言ったことは別に間違ってはいない。今アーリンの街に戻ってもすでに籍など残っていない外と様ざま扱いなのである。

（何よりその顔でその態度とか逆に怖い）

　後、何ど処こで土下座なんて覚えたのかと思ったが、すぐに師匠しかいないことに思い当たり、あの人は一体何を話したのかと心の中で毒づいた。




「母から、ユーザス様に関わる魔術師には最大限の敬意を払うようにと」

「多分その言葉の直前に、解剖されたくなかったらってセリフがあっただろ」




　さっ、と視線を逸らしたミラにやっぱりなと納得するサート。

　それはともかく、ミラから渡されたものは一枚の紙であった。むしろカードといった方がいいかもしれないそれを手に持って、裏表を軽く見て描かれている模様を確認すると、掌から魔術で人魂サイズの火をだして燃やす。

　後ろでゴッツが『紙を燃やすとかもったいねえ』と呟いたのが聞こえたが、これがこのカードの正しい使い方なのだ。




　カードは見る間に炎に包まれ灰となっていくが、その灰は地面に落ちることなく、そして炎も消えることなく互いに混ざり合いながら形を造り上げていく。数秒もしないうちに現れたのは炎と灰で出来た人の顔であった。

　こういう魔術は初めて見たのだろう、後ろでゴッツたちが感嘆の声を上げていた。

（うむ、そういう反応を見るのは非常に心地良い）

　別にサートの魔術というわけではないが、他人の驚く顔というのはいつ見ても楽しいものだ。




　これはユーザスがよく使う遠距離通信魔術の一つだ。今回のようなタイプの場合は受け取ったらなるべく早めに連絡を寄越せという意味が含まれている。

　本当に急ぎの場合は使い魔なり何なり飛ばしてくるため、そこまで大した用件ではないはずだが、どうせまた面倒くさいことに付き合わされるんだろうとサートは予測する。

（予定はあってないようなものだから、あまり疲れないことなら構わないんだけども……）

『む、サートか。いきなりで悪いが、この後時間はあるか？　少々お前の手を借りたいことがあってな。アルバ迷宮の……そうだな、四十二階あたりまで来てくれないか？　私もすぐにそこまで戻るから、そこで落ち合おう』

　この、転移魔術を使えるが故にサートがギリギリ逃げ出さない何とも言えない絶妙なラインを的確についてくる自然な無茶ぶり。そして微妙に断れない匂いをさりげなく醸し出す言い回し。




（ぶっちゃけ知ってた）








第八章　～卒業～









　暗く冷たい闇の中。




　どこまでも吸い込まれそうになる深い闇の中で、キィキィと無数の甲高い音と、何かが連続して衝突するような轟ごう音おんが響いている。

　その闇の中で唯一の光源といえばポツリと地面に浮かんだ僅わずかな火の明かりのみ。その明かりの下に二人の人影が見える。

　その人影、サートとユーザスは今アルバ迷宮の地下四十三階にいた。




「休憩！　休憩を要求します！　もうホント精神的にきついですマジで！」

「……仕方がないな。まあ区切りも良いところではあるか。私も少し聞きたいことがあるしな、少し休むか」

「ありがとうございます。そして防音の結界を新たに重ね掛けしてくれると、私はもっとありがたいです！」

　サートはいかにも疲れたといったような体で地面にへたり込みながら言う。

「それぐらいならばお前にもできるであろう。こんなにも早く体力が切れることといい、昔よりも腕が落ちたのではないか」

「それには深ーい理由が、まあ一応ありまして。とりあえずまずは座りましょう、色々持って来たんですよ」

　そういって先ほどの疲れた様子はどこへやら、嬉き々きとして自分の影の中から多くの食べ物を取り出していく。

「ふむ、それも合わせてゆっくりと聞くとするかな」




　宙に浮かんだいくつかの火の玉の下にいる二人は、共に何か巨大で複雑な丸い陣のようなものが描き込まれた地面の傍そばに腰を下ろし、昔と同じように軽口を含んだ雑談を交わしている。

　二人が傍に座っているその陣の内側には、何やら巨大な黒い物体が山のように積み上げられていた。




　周りが暗い闇に覆われている中でその黒い物体をはっきりと捉とらえるのは難しいが、注意深く目を凝らして見てみると、七日前サートが迷宮の地下四階で戦った蟻の主ぬし級と同じ、巨大な蟻の魔物が複数体横たわっていることが分かる。

　この蟻は自分が地下四階で戦ったあの主級と同じ種類の魔物だ。翅はねこそないが、自分が切り取った前脚と見比べて確認しても大きな違いは見受けられなかった。まず間違いないとみて良いだろう。

　さらに階層唯一の光源である火の明かりで照らされた陣の周りには、さらに別の死し骸がいが無数に散乱しているのが僅かに見えた。

　その魔物一体一体をよく見れば、大きさこそ小ぶりだが陣の内側にいる蟻とそっくりな姿をしている魔物であった。




　小さい、とは言ってもそれはあくまで陣の中央にある主級サイズの蟻と比べた場合である。多少の個体差はあるが、最低でも人間が数人は軽く跨またがって乗ることができる程の大きさがあり、それ以下のサイズのものは見つからなかった。

　それが視界が届く限り、まるで地面に黒い絨じゆう毯たんが敷かれているのかと錯覚するほどに広がっている。その密集具合から、おそらく火の明かりの届かない更に奥にも、かなり広範囲にわたって同じような光景が広がっているだろうことが簡単に予測できた。




　そしてこの光景はユーザス一人で作り出したものであり、サートは何もしてはいない。はっきり言って前世の元々の本職は魔術の研究者といった方が近いサートには、そこまでの実力は無い。時間をかけて一匹二匹を相手にするのならばともかく、これほどの数を相手にすればまず間違いなく数の暴力の前に圧殺されるだろう。これはサートだけでなく、この世のほぼすべての人間に等しく言えることでもある。

　だがサートが地下四十二階でユーザスと落ち合い、一緒にこの階層に来たときにはすでにこの状態であった。つまり、ユーザスは本職は同じ研究者でありながら、もはやヒトという枠を超えた領域に存在する人物である、ということを目の前の光景が証明しているのだ。

　さて、では何な故ぜそんな超人たるユーザスにサートはわざわざこんなところまで呼び出されたのだろうか。




　戦力としてではない。

　既にすべての戦闘は終了しているし、そもそも戦力の増援などユーザスは必要としていない。

　知識面でのサポートでもない。

　そもそもユーザスはサートの師であり、サートの得ている知識の根本はそのほとんどがユーザスから学んだものである。それでも研究における専門分野の違いによってユーザスも知らない知識をサートは得ているが、生憎あいにくとサートの専門とする研究と目の前の多くの死骸の光景とでは些いささか関わりが浅い。ユーザスの知識の補強にはならないだろう。

　ならば何故なのか。

　偶たま々たま居たから？

　ぶっちゃけそれもあるだろう。

　だがそれ以上にサートでなければならない理由がある。この状況でサートにしか出来ないこと、サート以外ではダメな理由─────




「帰りの荷物を気にしなくて良いというのは、実に気楽なものだな」

「こっちはすげー気が重いんですけど」




　そう、サートが今回ユーザスに呼び出された用件とは、一言で言うとただの荷物運びであった。




「それにしても、蟻という時点でなんとなく予想は出来ましたが、流石さすがにこれほどまで数が多いとは……」

　この光景を今上層にいる奴らが見たらどんな反応をするのか少し気になりますねと、どこか乾いた笑いを上げながらサートが言う。

「この程度、群れ全体と比べれば誤差にすぎん。私もだいぶ潰つぶしたつもりだったのだがな、ここから更に下層部にある『巣』の中はこんなものではなかったぞ。数など数えようとも思わなかったほどだ」

　思わず声を出して笑ってしまったよはっはっは、と思い出し笑いをしているユーザスを深い溜ため息いきを吐つきながら半目で見る。




　自分が前世で生まれる前よりもはるか昔から存在し、多くのモノを見てきた人物だ。そんなユーザスの言う笑ってしまうぐらいの圧倒的な数とはどのようなものなのか、気にならないと言えば噓になる。

　だが、じゃあこれから見に行ってみるか？　と言われてもそれはそれでとても困るので、決して言葉には出さないサートである。

　というかただの小銭稼ぎじゃなかったのかよ。

　そう思ってしまっても仕方がなかった。自分の記憶が正しければユーザスは一時休暇としてしばらく隠居生活を楽しもうと言っていたのに、何をどう間違えばこんな前人未到の領域にまで潜りこんでいるのだろうと。

　いや、思慮深く比較的常識を弁わきまえた人には違いないが、研究のためには破天荒なこともしでかす人だ。そして、それに弟子たちが毎回巻き込まれるのである。

　どうせ今回もせっかくだから珍しい素材を見てみようと迷宮を潜っているうちに夢中になってしまい、ストッパー代わりの御お供ともの弟子もいないせいで、サートからの連絡があるまで自分のいる場所を意識していなかったのだろう。思い返してみれば前世でも偶たまにあったことであった。




　正直もう慣れたものなので、どうせこんなことだろうとはサートも予想していた。

　予想していながらも呼ばれてすぐに駆けつける自分も自分であるが、それだけ自分にとって頭の上がらない恩のある人物であるのだ。それはたとえ今世だろうと変わらない。

　それと同時に、師ならばたとえどんな危険な場所であろうと、サートに危害が及ぶ前に対処してしまうだろう。

　そう断言できるほどの強い信頼があったからこそ、こんな迷宮地下四十三階という人外魔境にまで来たのである。これが他の人物であったならば梃て子こでも了承はしなかった。

　そんなサートの心から信頼する偉大なる大魔術師ユーザスは、サートが影から出した多くの食べ物に興味津々といった顔で、話の合間に時折質問を繰り出していた。




「これは、パンか。色が白いのもそうだが、これほどまでに柔らかいとは。香りも違うな、どんな小麦を使っているのだ？」




「ほう、焦がした砂糖に、牛の乳を混ぜて固めたのか。ふむ、珍しいな。このあたりで獣の乳を飲む風習があるのは北の騎馬民族と獣人の一部だが、あそこに砂糖があるとは思えんな」




「この香辛料は私の知識にはないものだな。どんな植物からとれるものなのだ？　地域は？」




「茶か。珍しいな。しかも今まで飲んだことのない味だ。この辺りに茶というものを知っている街は少なくて手に入れるのに苦労するのだが。少し茶葉を分けてもらえないか？」




　中々に好評であった。




「とまあ、こうして食料を用意してきていることからも分かるように、今の体は昔のように燃費の良いものではなくて、二十代そこそこの普通の人間の体なんですよ。なのでなるべく魔力は節約しようかと。昔と同じような感覚で魔術を使用していると、ほら、ちょうど七日前に師匠と会った時みたいに激しい空腹に襲われたり、頭も回らなくなってしまうんですよね」

　主にカロリーが足りない。あと糖分も、と心の中で呟つぶやく。




　これは魔術師の魔力欠乏状態であり、この状態からさらに無理して魔術を使い続けると、強い空腹感のほかにも激しい頭痛に襲われ最悪気絶をしてしまう。そして目を覚ましたとしても、魔力がある程度回復するまで身体のだるさは続いていくのである。

　因ちなみに、魔力を消費した場合、一晩寝たからといって魔力がすべて回復するという訳ではない。よくよく考えてみれば当然のことではあるが、巨大な岩を跡形もなく破壊する魔術や、本物の雷と同じ威力を出す魔術を使ったとして、それほどのエネルギーをほんの数時間寝るだけで再び得る事が出来る、なんていうのは普通は有り得ないことである。魔術師も決して万能ではないのだ。




　個人の魔力総量と回復速度によって違いは出るが、迷宮に潜る一般的な力量の魔術師がすべての魔力を使い果たし、再び万全な状態になるまでは平均して十日はかかる。

　基本的に魔力の量が多ければそれに比例して魔力の回復速度も速くなると言われているが、稀まれに魔力は少ないが回復速度はかなり速い魔術師が現れることもあれば、その逆の魔術師も存在する。しかし、いくら魔力量と回復速度が比例するといっても、それはあくまである程度の話だ。膨大な魔力を持つ者の中には全てが回復するまで二十日や一月以上かかる者もいる。




　また、睡眠以外に効率よく魔力を回復させる手段として、瞑めい想そうを行い精神統一して、空気中や大自然の魔力を意識して自分の中に取り込む方法があるが、たとえ手慣れた熟練者であっても十日を半分の五日に縮める程度でしかなく、未熟な者だとその魔力を取り込むことすら出来ない。

　だが、それでも魔術師は普通の人間には出来ないことをする力がある。それがどんなに小さな力だとしても、あるのとないのとでは明確な差が存在し、それだけで魔術師に価値が生まれる。

　たとえ肉体が貧弱で火の玉一つしか出せずとも、時と場合によってはどんな歴戦の戦士よりも役に立つことがある。それほどまでに魔術というアドバンテージは強く、魔術師というだけでどこの迷宮都市に行ったとしても仲間集めにはまず苦労はしない。

　ただしコミュ障は除く。




「なるほどな。そういった感覚が失うせて随分と久しくなるが、そうか、これは盲点だったな」

「正直に言うと私もつい先日まで昔のように意識せずに魔術を使っていたのですが、魔物との直接戦闘を極力避けていたのと、魔力の効率的な運用は身みに沁しみついていたのもあって、今まで欠乏状態にならなかったんですよね。……あの蟻んこと遭遇するまでは」

　朝から何も食べてない状態であれだけやれば、そりゃ余計に腹も空すく。あの状態であのギルド長とまともに交渉をしていたとしたら、一体どんな無理難題を押し付けられたか分かったものではない。やっぱ逃げて正解だったな、と再認識して短く安あん堵どの息を吐いた。




「そういう訳であの時の二の舞にならないように、今回はしっかりと食料を準備してきたわけですけど、どうでした？　お味の方は口に合いましたか？」

「非常に美う味まかったよ。また食べたいと思える味だった。一体どこで作られているのかと、無理やりにでも聞きだしたくなるぐらいにはな。だがまあ、今回は死んでも治らなかった馬鹿弟子の性格に免じて、それは勘弁してやろう」

「ありがてぇありがてぇ」

　偶に暴走するが、基本的にはこのように話の分かる常識人であるユーザスだからこそ、こうして無防備に色々と見せたのだ。それだけユーザスを信頼しているという証左であり、今ここで無理やり聞き出しても最終的に得にはならないということを、互いに理解しているからでもある。

　しかし、それでも興味を持ったものに対してはどこまでも外道に落ちることで有名なアーリンの魔術師に、物珍しいものを見せるというのは常に一定の危険度を含む。絶対大丈夫という保証はないのだ。ゴッツたちと違い、長い人生で培われてきた老ろう獪かいさと豊富な知識の前には、誤ご魔ま化かしは意味をなさない。じゃあそこへ連れて行ってくれと言われればもうなすすべがない。




　だが何故限りなく低いとはいえリスクを背負ってまで、ユーザスに地球産の食べ物を見せたのか。

　何のことはない。そんなこと以上にただ単純に自慢したかったのが実際のところである。




（だって自分の国の美味いものを食べた時のリアクションとか気になるじゃん）

　以前ゴッツにビーフジャーキーを食べさせたときに見せられた反応があまりにも良かったせいか、少し癖になってきたサートである。




　反省はしているが後悔はしていない。ノリと勢いは時としてどんなリスクにも勝るのだ、とサートは開き直っている。

「さて休憩はもう十分だな。作業の続きに戻るぞ」

「食べた物が消化されて栄養が体に廻めぐり切るまで、あと五時間ぐらい延長でおなしゃす」




　さて、ユーザスに尻しりを蹴け飛とばされながら、前よりも速いペースで作業を再開するサートであったが、その内容はいたって地味なものであった。




　その作業とは地面に延々と魔力を込めた巨大な魔術陣を描いていき、蟻の死し骸がいをその円中に収めていく、それだけである。

　この魔術陣は、範囲内のものをサートの影の中のような異空間に収納して、手軽に持ち運べるようにするための物だ。なにもこの階層に存在する蟻の死骸を全て持っていくわけではない。

　流石にそれほどの量を自分の魔術で影に収めるのは無理だ。新しく空間を作るところから始めないといけないし、そしてそれはものすごく重労働なのだとサートは声高に主張してそっちのルートは何とか防いだ。

　小物は無視して大物だけをサートの魔術で収納して地上に持っていくのだが、それでも数は膨大なものになる。




「つーかこれ確実に商人たちが破産しますわ。むしろ売り切れんでしょう、こんな量」

「売らぬよ」

「…………　は　あ　？　じゃあなんで俺を呼んだし」

　あ、ヤベつい心の声がと少し焦るサートだが、ユーザスは慣れているのかスルーして言葉を続ける。

「売るのは一部の魔核だけだ。それ以外の魔核と死骸は別のことに使用する」

「……また何か造る、いや、造ったので？」

「うむ。なかなかの自信作なのだが、少々大喰らいでな。だが流石にこれほどの量があれば当分は持つだろう」

「どんだけ歯が丈夫だよそいつ」

　少なくともサートが岩を投げつけた感触からして鉄よりも硬い外殻であるのは間違いない。なのにそれを食べるという。こんどはどんなモノができたのか想像したくはなかった。




　そんな雑談を交わしながらも時間は過ぎていく。そして三十分後、この階層に来てからあわせて五時間が過ぎようとする頃に、全ての下準備が完了した。

「っしゃあ終わったあ！　やっと帰れる！　この場からおさらば出来る！」

　あとは実際に魔術を発動させるだけなのだが、サートがここまで嬉うれしがるのは何も長時間の単純作業から解放されるという喜びだけではなかった。




　その理由とはこの階層に存在する蟻以外の生物の存在にあった。

　ユーザスが防音の結界を張る前にマシンガンの如ごとく周りで響き渡っていた音の正体は、蝙蝠こうもりとツバメを混ぜたような姿をした小さな鳥が、ユーザスの張った結界に突撃を繰り返している音であったのだ。ただでさえ暗い迷宮の中で、更に全身漆黒の保護色を纏まとっている名前もわからないその鳥は、正に銃弾のような速さで飛び回り、飛行中のその姿をはっきりと視認するのは不可能であった。

　加えて鳥とは思えない程の硬さと頑丈さがある。

　普通ならば弾丸の速さで何かに激突すれば頭が潰つぶれて吹っ飛ぶものを、ユーザスの張った結界にぶつかって地面に落ちても嘴くちばしに罅ひびすら入れずに即座に飛び上がり、また突撃を繰り返す。その威力は周りの岩を貫き地面を抉えぐり、サートが攻撃してもびくともしなかったあの蟻の魔物の外殻に傷を付けるほどであった。




　そんな化け物が数百、数千単位で飛び回っているのだ。

　気分としては透明な防弾ガラスの前で、延々とマシンガンを撃たれているような感覚であった。ユーザスの結界の頑丈さを理解していて絶対に大丈夫だと頭では分かっていても、こればかりはどうしようもない。音を遮断するだけでだいぶマシにはなったが、それでもじわじわと精神を削られていくのだ。

　そしてユーザスが何故直接サートをこの地下四十三階に呼ばずに、一つ上の階層に呼びつけたのか、その理由も理解できた。

（うむ。まさに地獄だ）

　普通に死ぬな、俺。ちょっと迷宮舐なめてたかもしんない。




　はっきり言って、サートには分不相応な場所だ。ユーザスと一緒でなければこの迷宮地下四十三階に入った瞬間、二秒で死ぬ確信がサートにはあった。さらに言えば、サートには今飛んでいるこの鳥の、たとえ一羽のみが相手でも確実に勝てる自信はなかった。

　単純に相性の問題もあるが、亜音速で空中を飛びまわる鳥に攻撃を中あてることも難しいし、そもそもその速度で壁に衝突してもぴんぴんしているタフな相手に効く威力のある魔術は、無くはないがまず中たらない。

　出来る事といえば搦からめ手てで動きを阻害した隙に、とっとと転移して逃げることぐらいである。それが数の暴力で襲ってくるのならば、もう為す術すべは無い。

　そして改めて目の前に高く積み上げられている巨蟻たちを見上げる。

（序盤のボスも、最終ダンジョンではモブと変わらないか。現実だと絶望しか感じないなこれ）




　アルバ迷宮地下四十三階。前人未到の領域である。

　だがここまで来ても終わりではない。まだまだ、まだまだまだまだ下があるかもしれない。

　いつになったら『底』に着くのか。いや、そもそも迷宮に『底』などあるのか。それは誰も知らない。

　ユーザスも、この迷宮を発見した『勇者アルバ』も、過去に英雄や迷宮王と呼ばれた者たちも、誰一人として迷宮を踏破出来た者は存在しない。どれほど実力があろうと、どれほど仲間に恵まれようと、迷宮の闇はそのすべてを飲み干してきた。

　果たして冒険者が、いや、人類がこの迷宮を踏破する日が来るのだろうか。サートはもう一度周囲にいる巨蟻と鳥たちを見てそう考えた。




「ようやく終わったか。お前もまだまだ精進が足りないな。この程度の規模の魔術陣など、わざわざ手描きするまでもなく片手間で出現させることが出来るぐらいにはならんか」
















「無茶言わんでください」

　三秒後、師の無茶ぶりによってそんな考え事などすぐにどうでもよくなってしまった。







「さて、お喋しやべりもこの辺にして仕上げに入りましょうか」

　今日はもうだらだら過ごしたい。そう言って手をパンッと叩たたく。

　すると地面に描かれた無数の魔術陣が鈍く光り始める。




　詠唱は無い。派手さもない。

　だが、あらゆる無駄を省き極限まで効率化されたその光景には、まるで気が狂うほどの長い時間をかけて研究され洗練され尽くしたことを訴えるかのような、そんな執念さえ感じさせる不思議な迫力が存在した。

　鈍い光が一瞬淡く光ったかと思うとすぐに消滅し、それと同時に山のように積み重なっていた大量の巨蟻の残ざん骸がいがまるで落とし穴にでも落ちたかのように全て一瞬で消滅した。

　残るのは地面にぽっかりと空いた、光を全く反射しない複数の真っ黒な巨大な穴のみである。

　もう一度手をパンと叩く。

　するとそれらの穴が閉じていき、ほんの数秒ですべて閉じきると、その場には最初からなにも存在していなかったかのような広い地面が現れた。

　そして自分の影から数枚の小さな白い紙を取り出し、手をかざす。すると真っ白だったそれぞれの紙の表面に、先ほど地面に描いた魔術陣とはまた別の模様をした魔術陣が現れた。




「どうぞ。使用方法は以前と変わりません。この紙を破るか燃やすかして魔術陣を壊してください。あ、一応念のために言っておきますが、広い所で使用してくださいね」

「うむ、確かに受け取った。では報酬を渡そう」

　そのユーザスの言葉を聞いたサートは怪け訝げんな顔をする。




「……報酬？」




　そんなもの今まで一度も貰もらったことなどないのに、一体どういうことなのだろうか。

　そう思っているうちにユーザスがポイッと何かを投げ渡してきた。

「うおっと、急に投げないで下さ……い、よ？」

　その何かをキャッチし、それがなんなのかを確認した瞬間、サートの表情が変わる。

　いつものどこか気の抜けた表情から一転、堅い表情へと変へん貌ぼうする。

「……」

　言葉こそ発しないが、目でいったいどういうことなのかとユーザスに問いかける。




　その手の中にあるのはビー玉サイズの一つの黒い石だった。黒真珠のような艶つやもなければ黒曜石のような透明感もない。だが瞳ひとみの瞳どう孔こうのようにどこまでも吸い込まれそうな深い黒色をしていた。

　そしてサートはこれがなんなのかを知っている。どれほどの価値があるのかを理解している。

　いかにユーザスの役に立ち、手助けになったとしても、少なくともこんな荷物持ち程度では何百回やろうと対価になり得ないことは確かな物だ。

　明らかに釣り合わない、過ぎた報酬だ。冗談で出して良いものでもない。

　何故これを、それが分からない故に言葉も出ない。




「弟子の卒業祝いと被ってしまって悪いのだがな、そう考えれば悪い報酬でもないだろう。……何を驚いた顔をしている。お前はもう『サトラク』ではなく、『サート』なのだろう？　ならばそれ相応の対価を渡すのは当たり前だ」




「…………あー」




　今度は違う意味で言葉が出てこない。

　つまりは、ユーザスはサートのことをユーザスの弟子である『サトラク』としてではなく、己と対等な一人前の一魔術師『サート』として認識したのだ。

　弟子ならばどれほどこき使おうともそれに対する報酬など必要ないが、己と対等な魔術師に頼みごとをしたのならば対価を渡さなければならない。弟子からの卒業というのはそういうことだ。

　ユーザスはサートのことを既に弟子ではなく人として対等であることを認め、そしてアーリンの魔術師としても自分の『夢』を叶かなえた一人前であると認めた、ということなのだ。




　要するに、『荷物持ち』なんてついでなのである。

　ユーザスは最初からこのためにサートを呼び出したのだ。それをようやく理解したサートは、なんと表現したらよいか分からない感情に襲われた。

　嬉しいような、気まずいような、気恥ずかしいような────

　それでも、言うことはただ一つ。




「ありがとう、ございました」




　やはり、どうやってもユーザスには敵かないそうもない。

　やっと言葉に言い表すことのできた感情は、やっぱりそれだった。








第九章　～救出作戦～









「うおっ、まぶしっ」




　雲一つない空でその存在を主張する唯一の物体である太陽があたりを明るく照らす。

　つい先ほどまで僅わずかな光源しかない暗闇の中で長時間作業をしていたため、急激な光度の変化に目がついて行けず思わず手で光を遮るサート。

　太陽の位置から推測するに、時間はちょうど正午を回ったところだろうか。

　お天道様が一番よく働いている時間だ。道理でまぶしいわけである。そう考えながらゆっくりと伸びをする。




　朝からユーザスに呼び出されて、迷宮の中で大量の蟻相手に延々と作業をしていたのだが、思ったよりも時間がかかっていなかったらしい。ユーザスはまだいくつかやりたいことがあるらしく、一人でゆっくりと迷宮から出口を目指すそうだ。

　一人で行けたのだから来た道を辿たどって帰ることが出来ない道理もない。加えて言えば、もう既に病気もせず食事をとらなくても生きていけるという、仙人や妖よう怪かいの域に両足を突っ込んでいるような人だ。そんな殺しても死にそうにない相手を心配するだけ無駄というものである。

　よって、お言葉に甘えて一人で迷宮の外に転移したサートであるが、時間が非常に中途半端だということに気付く。




　さて、何をしようか。その場に立ち止まって少し考える。

　これからまた迷宮に潜って狩りや採掘をしようにも、いつもの商人たちはギルドにいないだろう。主ぬし級が討伐されなければ迷宮には潜れず、迷宮からの産出品が無いと分かっているのならば、いつもの競り場に集まる理由もない。ギルドに持って行っても無駄な時間と労力がかさむだけである。

　売る相手がいないのだからわざわざ今日迷宮に潜る理由も乏しい。影の中に保存しておいてもいいのだが、そうまでしてお金を稼ぐ必要も今となってはなくなった。

　何より今は久々の太陽の光を浴びていたいとサートは思った。

　ならばどうしようか。

　ふむ、と顎あごに手を添えて考える。酒場の方に行って昼間から酒というのもいいかもしれない。飲み水代わりの温ぬるくて薄い、あまり美う味まいとは言えないエールだが、同時に度数も低いから今の時間から飲み始めても問題はないだろう。ぐでんぐでんに酔っぱらうという事態にはならない筈はずだ。それに今朝醬しよ油うゆを通じて知り合った冒険者たちがまだ何人かいるかもしれない。

　今度は目の前で味み噌そでも塗って炙あぶってやろうか。どんな反応をするのか楽しみだ。適当なつまみとコップを片手に彼らと喋りながら場の空気に酔うのもいいだろう。

　いや、それならいくつかの調味料を土産にゴッツの家に飯でも集たかりに行こうか。

　伝家の宝刀『さしすせそ』のうち『せ』は無くなってしまったが、まだ『さしすそ』が残っている。いい機会だから防災セットの中身を更新しよう。そのついでに今持っている調味料を譲ったら喜ばれるだろう。

　どれもこの世界では滅多に見られないほどの精製度を誇る一級品である。砂糖や味噌などはかなり珍しいだろうが、女子力がとても高そうなアーグかアイラなら上う手まく使って美味いものを作ってくれるかもしれない。




　そんな楽しい休日の午後の過ごし方を考えながらのんびりと歩き始めると、何やら少し離れた前方に騒がしい気配を感じる。複数の人間がやたら落ち着きなく右往左往しているような気配だ。少し気になったので様子を見に寄り道をしてみれば、迷宮の入り口から数十秒ほど歩いた場所にある広場で、ギルド員と冒険者を数人見つけた。

　ここはもともと、迷宮で狩った獲物や採掘した鉱石などを町まで運ぶための荷車の貸し出しをしたりする場所である。そこに加えて小さいながらも冒険者のための治療院や、簡単な保存食を売る店などがあるため、ギルド員が複数人常在している。そのため町の城門よりも外にあるにもかかわらず、病人のための宿舎などの建物が幾つか存在するのだ。

　また、すぐに血抜きや解体が出来るように近くに広い作業場が併設されているのだが、その広場でギルド員に対して何やら激しく突っかかっている女性がいる。

　そしてそのすぐ傍そばで様子見をしている冒険者たちの中に知った顔を見つけたサート。相手もこちらに気がついたらしく、こっちゃ来いと手招きをしている。




「やあ、なにしてんの」

「こんにちはサートさん。先日はお世話になりました。あれほど上等な干し肉は初めてでしたよ。よろしければ生産地を教えて頂いてもよろしいでしょうか？　あまり遠くなければ少々高くても定期的に仕入れたいのですが───」

「んなことより、とりあえずこっち来い。早く」

　そこにいたのはサイスとアイラであった。

　二人とも革鎧よろいを着こみ、ギルド員と女性のやり取りを周りと一緒に傍観していたのだが、挨あい拶さつもそこそこに足早に広場の隅へと移動する。サートは何やら真面目な雰囲気が窺うかがい知しれたので訳が分からないながらも大人しく従うことにした。




「んで何なのこの状況？　いや、もう大体予想は付いたけれどもさ」

　そう言ってサートは先ほどの女性に視線を向ける。

「一応聞くけど、あれ噂の姫騎士団の人で合ってる？」




　まず目に入るのはその華美な装飾が施された鎧である。

　革ではなく金属で作られたその白く、細身の鎧には、これでもかといわんばかりに細かな紋様が彫られ、見る物の目を惹ひきつける。少なくとも冒険者が使うような鎧ではない、そう一目で分かる豪華絢けん爛らんを体現したような装備であった。ただ、儀礼用や対人戦ならばともかく迷宮で魔獣相手にその装備はどうなのだろうか？　と、疑問に思ってしまうほどにこの場にそぐわない鎧でもあった。

　次に目に入るのは髪だ。

　銀色の、鎧以上にその存在を主張する長い髪は腰にまで届き、その整った顔を更に引き立てている。

　だがよく見れば、もとは丁寧に編み込まれ整えられていたであろうその髪型は中途半端に崩れ、激しい運動をした後のように乱れている。さらに、怪け我がを負っているのであろう、その頭には包帯が巻かれ、片方の耳からは血が滲にじんでいる。視線を下に移せば身体からだにもところどころ包帯が巻かれていることにも気が付いた。

　鎧も血と埃ほこりで汚れ、まさに満まん身しん創そう痍いといった体なのだが、それでも激しく声を荒らげて灰色の制服を着たギルド員と口論をしている。

　口論、とはいっても相手のギルド員の方は静かな口調で話しているために、そちらの方の声は聞こえなかった。だが怒りと焦りの為ためであろうか、一方的に怒鳴るような声で話す女性の方は少し離れていても簡単に内容が聞き取れた。

　少し耳を傾けてみれば、「早く援軍を───」「何な故ぜじゃ───」といった言葉が聞こえてくる。

　ここまでくればすぐに分かった。十中八九、主級の討伐に失敗し逃走してきたのであろう。仲間がまだ迷宮の中に取り残されておりその救助のために援軍を、といった内容の要求だろうと予測がついた。

　そしてサートがそれをサイスたちに確認すると、まさにその通りだと肯定される。

　ほーうあれが、と今巷ちまたで話題の有名人を生で見た一般人のような反応をしていたサートだが、アイラに思いもよらぬ事実を告げられる。

「正確に言うと、『姫騎士団』じゃなくて『姫騎士』本人だがな」

「ぶっ」

　アイラのその言葉を聞いた瞬間に思わず吹き出してしまう。

「俺、ユーラの王族って初めて見るわ」

　改めてその女性をじっくりと観察してみる。すると確かに鎧の背と、腰に帯びている剣の鞘さやに人の掌てのひらを模した王家の紋章が彫刻されていた。それも一般の騎士の鎧に彫られる『右みぎ掌てのひら』ではなく、王族のみに許された『双そう掌しよう』の紋である。

　流石さすがにこれほど堂々と王族を偽る者などいる筈はずがない。アイラの言う通り本物の姫騎士なのだろう。

　ああ、これは面倒事だわ。

　サートは確信した。







『姫騎士』という名はこの周辺の人族の国では有名な通り名だ。

　姫騎士とは大陸中原の大国、ユーラ王国の三の姫を指す称号である。かなりのお転婆として有名であり、王宮内での様々なお勉強よりも武芸を好んでいたらしい。いつも無理やり王宮を抜け出しては、しょっちゅう王国中を冒険して回っていたという噂うわさもあった。平民にも差別をせず、貴い血らしからぬ気さくな性格とその容姿も相まって、王都の民たちから絶大な人気を誇る人物である。

　そして彼女を語るにおいて何よりも重要なのは、王国の歴史を振り返ってみても数少ない、女性でありながら『騎士』を名乗ることを許された人物であるということだ。それ故いつからか、民の間では自然と『姫騎士』の名が定着していった。

　その名はまだこちらの世界に訪れ始めてからそう長い時が経たっていないサートの耳にも届くほどであった。

　しかしそんな彼女の率いる『姫騎士団』とは、騎士団の名は付いているが正式には騎士団ではない。正確に言うならば姫騎士が率いる私兵と言った方が正しい。だがこれも姫騎士の呼び名が定着し、彼女の私兵の人数が増えていくにつれて自然とそう呼ばれるようになっていった。

　だが構成員はすべて貴族の子女であり、その華々しい鎧とあの姫騎士様が率いているということから、王都や近隣の村々に住む若い娘たちにとって姫騎士団とは、一度は入ってみたいと夢見る存在であった。

「……噂には聞いてはいたけれども、まあ、何というかマジか」

　一国の姫ともあろうものが一体何をしているんだこんなところで、と驚くのも無理はない。同時に、何故このような状態になっているのかも大体理解した。

　故に、




「実家に帰らせてもらいます」

「まあ待てよ主級第一発見者」

「ついでに唯一の接敵経験者でもあるサートさん。とりあえず転移しようとするのはやめましょう」

「嫌だよ、『ままごと騎士団』とか。関わっても碌ろくなことにならないでしょ絶対。……その手を離せぇっ！」

　理解した瞬間に踵きびすを返してその場を離れようとするも、アイラとサイスの二人に両肩を摑つかまれるサート。

　二人ともサートの気持ちはよく理解していた。何しろ冒険者の間では違う意味で有名なあの『ままごと騎士団』なのだから。立場が違えば自分たちもサートと似たような反応をしただろう。

　だがサイスたちにとっては今回ばかりはそうもいかない。「俺今日はもう十分すぎるほど働いたと思うんだ。休日なのに」と愚痴るサートをサイスが何とか宥なだめ、事情を説明した。




『ままごと騎士団』とは『姫騎士団』を揶や揄ゆする蔑べつ称しようである。その他にも口の悪い者たちによって『ごく潰つぶし騎士団』や『行き遅れ騎士団』、『世間知らず騎士団』等、数多くの蔑称で呼ばれている。

　彼女たちをそう呼ぶのは主に冒険者や傭よう兵へい、そして同じ王国の兵士たちだ。

　特に王国の兵士たちはなまじ町娘や一般の平民たちよりも距離が近いばかりに、綺き麗れいな印象だけでなく多くの嫌な面も見えてしまうのだろう。そんな彼らにとって姫騎士団とは、決して相あい容いれることのできない存在であったのだ。

　彼女たちは表向き姫の護衛や後宮の警護の任に就いていることになっている。だが実際の所は正式な役職など持っていないただの個人の私兵にすぎない彼女たち以外に、当然ながら正式な後宮の警護役が存在する。すでに護衛と警護の本職の兵士が存在する以上、彼女たちのしていることは正にままごと以外の何物でもないというのが彼らの認識である。

　また、姫騎士団と聞こえは良いが、その構成員の大半が嫁ぎ先を見つけられず、婿取りの順番の回ってこなかった貴族の三女四女だ。

　最悪、国の軍に放りこんで兵士となればよい男と違い、娘が余った場合はどうしても行き場に困る。他家に嫁ぐのが一番なのだが、嫁に行かせるためにはただでさえ貴族社会の特徴としてある、名前を知っている貴族は大体親しん戚せきといった血縁の問題をクリアして、そしてそこから派閥関係やら家の格やら何やらも考慮しなければならない。政治や外聞に関わるために気軽に平民に嫁がせるわけにもいかず、かといってずっと家においておくのにも限界がある。

　そんな状態の中でぽっと現れた良い言い訳、それが姫騎士団だ。つまり姫騎士団とは、嫁ぎ先の見つからない娘を抱える親たちにとって大変都合の良い、最終就職先なのであった。

　故に『ごく潰し騎士団』『行き遅れ騎士団』なのである。

　そんな彼女たちが『騎士団』という自分たち兵士が憧あこがれる名で呼ばれている。そしてそれを否定もせず、あろうことか自ら『姫騎士団』と名乗り始めてすらいると兵士たちは認識している。

　厳しい訓練に耐えた優秀な兵士の中でもさらに一握りしか名乗ることを許されない『騎士』という称号。それは彼らにとっては特別な意味を持つ。故に、そんな男たちの『夢』を汚す姫騎士団は、国中の兵士から疎まれていたのだ。




　傭兵や冒険者にとっても姫騎士団は嘲ちよう笑しようの対象であった。

　何しろ元は貴族のお姫様たちが集まった私兵団である。三女四女とはいえ、それでも平民よりは裕福な暮らしをしていたのだ。多少の貧富の差はあっただろうが、貴族というだけで必要最低限の暮らしは出来ていたであろうし、肉体労働など許されなかったであろう。

　故にいくら立派な鎧に身を包もうがその華きや奢しやな体までは誤ご魔ま化かせない。

　そんな細い腕で一体どんな剣が振れるというのか。そんな細い足で獲物に追いつけるのか。その華奢な体で戦うなど無様を超えてもはや滑こつ稽けいである、と姫騎士団の姿を見た傭兵たちは口を揃えて言う。中でも特に顕著なのが女傭兵や女冒険者たちといった、基本男社会の荒くれ者の中に交じって戦っている数少ない女性たちだ。

　筋力、体力、耐久力。体格的に戦いに必要な肉体的能力が男に劣ることが多い女が、いくら男と同じ鎧を身に纏まとおうが同じように強くはならない。そんなハンデを背負いながらも、血ち反へ吐どを吐きながら男以上の努力と工夫で実力を身につけていった彼女たちにとって、姫騎士団はままごとにしか見えないのだろう。このように純粋に実力のみが物を言う世界に住む傭兵や冒険者たちにとっては、姫騎士団など正に烏う合ごうの衆という認識以外の何物でもなかったのだ。




　だがそれを面白く思わないのが姫騎士本人だ。

　確かに、今の姫騎士団が親世代の貴族に都合よく使われているのは否定しない。男に比べて身体能力が劣っているのも認めよう。それは否定しようもない事実なのだから。

　だがしかし、だからと言ってそれだけで彼女たち『姫騎士団』が馬鹿にされるのは許せなかった。

　彼女たちだって姫騎士団に入隊してからは鍛錬をし続けている。毎日実戦を想定した模擬戦訓練を行い、男に負けてなるものかと高い志を持って腕を磨いているのだ。それ以外にも馬術や弓術、さらには宮廷作法に至るまで姫騎士自ら手塩にかけて育ててきた自慢の仲間たちだ。

　そんな姫騎士であるからして、今の姫騎士団に対する評価は不当な物であると感じている。何とかして兵士や傭兵たちの持つその不名誉な認識を改めさせたかった。

　だがそんな都合よく姫騎士団の実力を世間に知らしめることのできる機会が訪れる筈はずもない。国にとっては幸いなことだが、ここ数年は周辺国との関係も悪化せず、争いの起きる気配も今のところはない。

　唯一の気掛かりだった国王の世代交代も問題なく戴たい冠かん式しきを終えることが出来た。

　それにたとえ戦争が始まり戦火が交わったとしても、今のままでは戦場に赴くことすら許されないだろう。

　それでもいつか、とチャンスを待ち続けているうちに一年が経ち、二年が経ち、もうこうなったらいっそのこと国で武闘祭でも開こうか、そう思案していた時に各地の迷宮で主級が続出しているという噂を耳にする。

　これだ。

　そう彼女は確信した。

　誰にも迷惑をかけず、しかも目に見える功績。上級の冒険者たちが多くの犠牲を払ってようやく討伐できる暴力の象徴。直接この目で見たことはないが、その多くは巨大な体たい軀くを持つ魔獣だという。

　人よりもはるかに大きく凶暴な敵を打ち倒す。

　巨大というのはそれだけで人々を畏い怖ふさせる。これを達成できれば、自分たちの実力を示すのにこれ以上の証あかしは無いだろう。

　そうと決まればとあらゆる伝つ手てを使って情報を集め、ついにこのアルバで主級が現れたという情報を手に入れたのである。




「で、その結果が瞬殺、惨敗、即壊滅と。まあ、初見じゃキツイって。誰がやろうと結果は変わらなかったと思うよ？」

　サートが思うに姫騎士団の敗因は、魔物をなめ過ぎたこと、そして主級を甘く見過ぎたことだ。

「んで、王族という立場と権力でかなり無理やりな割り込みで討伐を強行したから、冒険者ギルドの顔が丸まる潰つぶれ、ギルド長激オコ、ってことか。というか詳しいね、やたらと」

　サイスの説明を聞いて、流石に王国兵との対立までは知らなかったわー、と感心するサート。

　サートが冒険者から聞いた噂では、やたらとプライドの高い貴族のお嬢様たちが、なんちゃって騎士団として活動しており、貴族階級の出身の世間知らずが大半で、目をつけられると非常に面倒なのでなるべく関わらないようにすべし、ぐらいとしか知らなかった。

　サイスとアイラは一体どこからそこまで詳しい情報を得たのか、そう聞くとアイラが渋い顔をしてあさっての方向を向き、頭を搔かきながら眉まゆを顰ひそめて「古巣なんだよ、一応」と言った。

　古巣とは、つまり元姫騎士団ということなのだろうか。意外過ぎる告白に思わず絶句し、改めてアイラを上から下まで見直してしまう。

「なんでグレちゃったの？」

「うるせえ」

　純粋に疑問に思ったことをポロリと零こぼしたサートだったが、そのやり取りがよほど可笑おかしかったのか、サイスが隣で口元を押さえてプルプルと震えながら必死に笑いをこらえていた。

　それが癪しやくに障ったのかアイラはサイスの脇を小突き、不機嫌そうにドスンと近くにあった荷車へと腰を下ろした。

　そして自分だけ笑われるのが我慢ならないのか、道連れとばかりにそのままサイスの昔話を語りだす。




　聞けばサイスは元王国に仕える兵士だったらしい。それもそのまま順調に修行を積めば、数年もたたずに騎士へと叙任されることは間違いないだろうとされていたほどの、将来有望な兵士だったそうだ。

　へえそうなんだと感心しながらも、そんな二人が何故こんなところで冒険者として迷宮に潜っているのか疑問に思った。どことなくラブロマンスの匂いがしたが、野暮なことだと追及はしなかったサート。

　ともあれ、そんな過去がある二人だからこそ、今回の件について積極的に情報収集をしているのだろう。

「話は戻るけど、ようするに救助を手伝ってくれってことでいい？」

「端的に言えばな」

「いやあ、主級が徘はい徊かいする階層で救助活動なんて、普通は半分死にに行くようなものなんですけどねえ」

「俺の国には『ミイラ取りがミイラになる』という諺ことわざがあってだなー」

「……大体の意味は分かりますが、縁起でもないこと言わないでください。本当にそうなりそうなので」

「すまんすまん」

「まあそんだけ危険っつうことだからな。この町にいる全ての魔術師をかき集めて、そこに志願者を加えて行くことになってるんだが、集まりが悪い」

　だがそれは仕方のないことでもあった。何しろ猪の主級を討伐してからまだ七日しか経っていないのだ。疲労も怪我も十分に癒えているとは言えず、武器や防具などの状態も完全ではない。その他の冒険者は元々実力不足とみなされた者たちばかり。

　ギルド長が他の迷宮都市から呼び寄せた冒険者たちもまだアルバに着いたばかりであり、旅の疲労が完全には抜けきっていない状態だ。

　姫騎士団は徒歩ではなく王都から馬車に乗ってここまで来ていた。しかも団員の世話役もかなりの人数を引き連れて来ていたため、旅の疲労が比較的軽かったのが逆に災いしたのだ。




「まあしゃーないね、そこは。間が悪かったというか運が悪かったというか……いや、これも姫騎士様の自業自得か？　それより、肝心の魔術師は何人集まったの？」

「サートさんを抜いて五人です。うちのミラとベテラン二人。比較的軽傷だった姫騎士団の生き残りが一人、そして最近来た貴族の魔術師が一人。この町に魔術師はあと数人は居ますが、皆先日の主級討伐の際の負傷と魔力疲労から回復しきっていませんので、今回は特別免除となりました。練度のばらつきは大きいですが、それでも集まった方じゃないですかね」

「むしろそんなにいたことにびっくりだ。町にいる奴ら全員合わせて片手が埋まればいいなと思っていたのに」

　この迷宮都市アルバにいる冒険者の数は数百人の規模に達する。その中で魔術師が十名にも届かないということはその割合は数パーセントということになる。




　だがこれは決して低い数字ではない。

　魔術師としての大前提である魔力の量に優れた人間の割合がそもそも低く、そしてそこから魔術師としての知識を学ぶ環境と機会に恵まれた者はもっと少ない。

　さらに言えば、大きな町に行けば決して食い逸はぐれることのないと言われる魔術師が、命の危険が付き纏う冒険者として迷宮都市にいることが、まずありえないといってよいだろう。よほどの変人か、そうしなければならない理由でもなければまずありえない。

　故に比較的小さい迷宮都市、冒険者の数が数十人から百人という規模の迷宮都市では、魔術師が一人もいないということがざらにある。アルバは比較的大きい迷宮都市ではあるが、魔術師の数という点で見れば王都や主要都市よりも圧倒的に劣るのだ。

　ここでサートはハッと閃ひらめく。




「……実は俺も怪我が───」

「見せてください」

「…………いや、魔力の残りがもう少なくてさー、だから───」

「ミラを呼んで確かめてもらいましょうか」

「ちぃっ、あいつそんなことも出来るのかよ。（親に似て）無駄に優秀な奴め」

「漢おとこ見せろよー」

　アイラが煽あおるように軽い口調で言う。

「そういう男女差別はよくないと思いまーす！　ああ、そういえば今更だけどもゴッツやガランたちも救出隊に参加すんの？」

「ミラ一人に行かせるわけにもいかねえだろ。全員参加だ」

　あの子を守るために志願したよとアイラが続ければ、今度はサイスがアイラに聞こえないように顔を近づけて囁ささやくように言った。

「漢おとこ見せましょうよサートさん」

　何でも、魔術師招集の話を聞いたときに迷いも躊ちゆう躇ちよもなく、それこそゴッツやガランよりも早くミラを守るために救出隊に志願することを決心したのはアイラだという。当然全員が同じ意見ではあったが、その思い切りの良さは、アーグとは逆に女にしておくのはもったいないぐらいの漢おと気こぎであった。




「姉御と呼ばせてください」

「お前そうやって話をはぐらかそうとしたってそうはいかねえぞ」

　そのことを聞いたサートはとりあえず一番最初に頭に浮かんだ言葉を発したが、すぐにアイラに鼻で笑われてしまう。

　そう思ったのは噓うそではないが、適当なことを言って話を脱線させて、有う耶や無む耶やにしてしまおうと思ったのも事実だった。そのため、サートは目を合わせないようそっぽを向き「さあ何の事だか」ととぼけるも、内心で思い切り舌打ちをしたのだった。







「そろそろ生産的な話をしようか。現状って実際ヤバいの？」

「長い前置きでしたね。さて、現状ですが、このままいけばまず間違いなく救出は失敗します」

　そしてギルド長はそれ救出失敗を狙っている。いや、正しく言えば成功させる気など元々存在しないのだ。

　本来ならギルドに所属していない者をギルドがわざわざ救出する義務はない。それが冒険者がギルドに所属する利点の一つであり、理由でもある。

　が、今回の相手は仮にも王族である。一応でも救出をしようとするポーズが無ければ、それはそれで面倒になるのだ。だから一応救出隊は派遣する。

　だが、何しろギルドにとっては本来冒す必要のない危険だ。それに、これから冒険者による本格的な主級討伐も控えているため、少しでもこちら側冒険者の戦力を減らしたくはないのだ。

　よって、下手に人数を増やさない方がかえって引き際を間違えないだろうと踏み、救出隊を強制ではなくあえて志願制にした。




　下手に人数が多ければそれだけ油断が生まれる。中途半端な人数など主級相手には無いのと同じ。ならば最初から少数にすればよい。彼ひ我がの戦力差を理由に撤退しやすくなるし、到着した時には既に全滅していたなどという口裏合わせも、人数が少ない方が何かと都合がよい。そしてもしも万が一引き際を間違えたとしても、被害は最小限で済むのだ。

「あー、だから姫騎士さんはさっきからあんなに必死で抗議しているのか。救出する気が全くないのが丸分かりだから」

「恐らく、ギルド長は親姫騎士派ではない国の上層部とは、すでに話をつけているのでしょうね。いくら怒っているといっても、ここまで露骨にするような方ではありませんから。まあそれは別に良いのですが」

　そんな事よりも重要なことがある、とサイスは続けて言う。

「今回の主級について色々情報を集めていくとですね、どうも予想していた以上に厄介そうでして。下手をすれば撤退の判断を下す前に一瞬で全滅、ということになりかねないのですよ」

「ああうん、有り得る」

　無い話ではないどころか、そうなる確率がかなり高い。あの真夏の蟬せみの鳴き声が子守唄うたに聞こえる爆音と、人間が軽く吹っ飛ぶ衝撃波の二重攻撃は、分かっていても躱かわせない。十中八九、姫騎士団はこの攻撃によって一瞬で壊滅させられたのだろう。

　サートのような大気を操る術すべを持つ魔術師でない限り、まともにこの爆音を防ぐ方法は無いと言って良い。

「ミラを一人で行かせるわけにもいきませんし、かといって死にたくはないので、お願いしますサートさん、助けてください」

「頼む」

　先ほどの軽い空気とは正反対の、真剣な雰囲気で二人が頭を下げる。

「最初からそう言えばいいのに、長い前置きだったな」

「サートさん、絶対逃げますよね？」

「…………半々、かな」

　無論、いきなり救出手伝ってーと言われた時にサートが逃げる確率が、である。

　せっかくできた友人を助けたくないわけではないが、かといって明確な厄介ごとに首を突っ込みたいわけでもない。何よりせっかくの休日の午前が、大量の蟻の死体に囲まれて潰つぶれてしまったのだ。午後もまた蟻かよ、そう思ってしまう可能性が非常に高いという自覚はあった。




　はぁ、と小さくため息をついて一言。

「まあ、元々これから飯を集たかりに行こうかと思っていたところだし」

　その美味い飯を食べる場所が無くなってしまうかもしれないというのは惜しい。

　だから貸し一で、なんか珍しくて美味いものでも奢おごってもらえればいいよとサートが言えば、二人揃そろってサートに深い感謝の言葉を口にした。







　サイスは口には出さなかったが、ここでサートと出会いその協力を得たことは、まさに地獄に仏が現れたかの如ごとき幸運だった。

　魔術師としての実力にも当然期待をしているが、それよりも件くだんの巨蟻の主級と戦い、見事情報を持ってきたという実績が、今この時では重要だった。なぜならば、この救出隊においてその主級を実際に目にしたことがある人間は、サートを除けば、姫騎士団の数少ない生還者である魔術師一人だからだ。
















　その事実自体には別になんら問題はない。問題なのはその人物だ。

　何が問題なのかと言えば、まずその若さである。サイスの今まで見たことのある魔術師の最年少であり、もう二度と更新することはないだろうと思っていたミラを下回る十五歳だという。

　次にその為人ひととなりだ。性格は大人しく、かなり無口。体つきを見てもやはり華きや奢しやで武器を扱えるとは思えず、おそらく魔術の才を買われて姫騎士団に所属しているのだろう。そんな彼女が何故軽傷で済んだのか、それはただ単純に隊の最後衛で待機していたからにほかならない。




（何故十五歳という若さで姫騎士団にいるのかは分かりませんが、どこか顔に怯おびえが見える）

　何が言いたいのかと言えば、非常に頼りないのである。

　こういった志願者による救出作戦では、現場や情報を一番よく知っている者の意見が力を持つ。そして今回の場合だとそれが彼女にあたる。

　ミラという前例がある以上、なるべく年齢だけで判断はしたくないのだが、それでも年齢の低さというのはそれだけ経験の少なさを証明する。頭が悪いようには見えないが、その内気に見える性格が合わさって不安は倍増する。要するに若過ぎて自分の命を預けるための信頼が足りなすぎるのだ。しかし実際に主級の力を目の当たりにしたのは彼女のみであるために、無視もできない。

　だが、おそらく一瞬のことであっただろう主級との接敵のその短い時間で、若く経験の乏しい彼女にいったいどれほどの情報を得ることが出来たのだろうか。大人しく、お世辞にも戦うことに向いているとは思えない性格の彼女が、怯えずに主級から目を逸そらさないで観察が出来たとは思えない。

　情報だ。少しでも皆で生きて帰る確率を上げるためには情報が必要なのだ。

　表には決して出さないが内心はかなり焦っていたサイスは、散歩途中に偶たま々たま知り合いを見つけたから寄ってみたかのようなノリで現れたサートを見た時に、思わず小躍りしそうになってしまった。

　まだサートの実力を見たことは無く、何が出来るのかも詳しくは分からない。だが少なくとも状況はかなりマシになっただろう。

　ああ、まだ救出は始まってすらいないのに、何でこんなに疲れているんだろう。また白髪が増えるなあ、とサイスは思い、思わず深い溜ため息いきがこぼれる。

　その溜息があまりにも大きかったせいか、アイラとサートがこちらを見た。

「また白髪が増えるぞ」

「……なんだ、今度良い酒持ってくるから一緒に飲もうか」

「……お気遣いありがとうございます」

　サイスに対してますます親近感が湧くサートであった。





◆　　◆　　◆






「という訳で、点呼を取りまーす。はいでは端からー、イチッ！」

　二、三、四、と慣れないことに多少戸惑いながらも、次々に返事が聞こえてくる。

　途中で返事をしなかったり、十四の次が分からないなどといったトラブルも起きたが、最終的には概ね問題なく点呼が終了した。

　救助隊としてサートたちのいた広場に集まった人数は全部で二十人と少し。その内魔術師は六人、そして魔術師とゴッツのパーティを抜かせばその殆ほとんどが獣人であった。これは大体予想が出来たことである。

　彼ら獣人の考え方は、町や集落を築いて比較的安定した生活を求める純粋な人間族とは少し違う。

　殆どの獣人はその掌の形から人間と違い、何かを作るという行為には向かず、大自然の厳しさの中で己の肉体を頼りに生き抜くしかなかった。それによってか彼らは強さというものに並々ならぬ執着を見せるのだ。

　自らを鍛え上げ、より強くなる、それが本能として刻みこまれている。今回も人命救助のためというよりは、主級という強者に挑むことにより、自らをより高みへと昇らせる良い機会だと考えた者の方が多いのだろう。

　簡単に言えば非常に脳筋が多い種族だ。基本的に獣がそのまま人型になったような腕力至上主義者が割合多い種族である。だが、それでも獣人の方が人間よりも圧倒的に身体能力が高いことは事実であり、人間などよりもよっぽど優れた狩人ハンターである彼らがいることは、とても頼もしかった。




　サートはもしも万が一のことが起きて危険が迫った際には、その時はそれこそ何もかも見捨てて即転移魔術で逃げるつもりであった。だが実際に主級に通用するかは別として、それでも彼らの勇敢さ、そして彼らの大きな身体と鍛えぬかれた筋肉を見て「街の不良なんか目じゃないな」と場違いな感想を抱く。

「はい、皆さんノリがよろしくて大変結構でーす」

　点呼を取り終わりサートの微妙にやる気の感じられない声だけが辺りに響く。

「ただし、そこのなかなか返事をしなかった人ら、迷宮の中で返事をしない奴は死んだものと見なされるので、置いてかれたくなかったらきちんと返事をするように。数が分からない場合はとりあえず大きな声を上げて下さい。因みに十四の次は十五、その次は十六です。後、普通に声が小さい方々。業務……じゃない、作戦行動に支障をきたすので、もっと腹から声を出すようにご協力お願いします」

　ズビシィッ、と効果音が聞こえるぐらい勢いよく指をさして指示をする。上に立つ者のすべき振る舞いがよく分からなかったので、適当に会社の上司の真ま似ねをしたのだ。




　サートは今、集まった冒険者たちの前で、何故か学校の引率の教師のように彼らを取りまとめていた。件の主級に一番詳しく、さらに魔術師という立場であるサート以上の適任者がいなかったため、消去法でこのような結果となった。

　因みに、なかなか返事をしなかったのは貴族の魔術師と一部の獣人で、声が小さかったのはミラと姫騎士団の魔術師である。残り二人の親子の魔術師は運動部顔負けの大声で返事をした。

「えーでは改めて、私、此この度たびの救出作戦のサポート・案内を務めさせていただきます、主級第一発見者のサートと申します。なるべく皆様の邪魔にならないよう、（出来るだけ遠くから）魔術で支援をさせていただきますので、皆さんよろしくお願い致します」

「お前も戦えよ。あとしゃべり方がきめぇ」

「うるせえゴッツ。こっちも好きでやってんじゃねえんだよ」

　そんなこんなで軽い自己紹介を済ませた後、早くしろと一部の人間から抗議の視線を向けられたため、時間を無駄にしないように、泣く泣くあとは移動しながら詳しい説明をすることに決め、皆を馬車に乗るように誘導した。

　今回は一応一刻を争う救出作戦という建前があるので、移動時間短縮と救助した怪我人の移送のために、合計八台の馬車が用意されている。

　馬車と言っても貴族が乗るような立派な物でも、長旅用の頑丈な物でもない。本来は迷宮内で手に入れた鉱石や獲物を積む、農業用に近い屋根もない簡素な造りの台車のようなものである。

　なるべく荷物を軽くするために、サートが用意させたいくつかの道具以外は最低限に抑え、専門の御者は連れずに、冒険者たちが持ち回りで請け負うことになった。

「うん、この大きさなら八台でも問題ないだろ」




　このアルバ迷宮の地下一～三階はギルドが長い年月をかけて整備を続け、馬車ぐらいなら通れるぐらいに整備された道が出来上がっている。今では魔物もほとんど現れず、迷宮内でしか育たない特殊な薬草類などを栽培・管理しているのだ。

　だが逆に、このアルバでは、冒険者は地下四階以下の階層に潜らなければ稼ぎにならないということでもある。一～三階は偶に出る薬草類を食い荒らす害獣を、駆け出し冒険者や引退した冒険者が、小遣い稼ぎのために狩る程度しか仕事がない。

　因みにこの薬草類はギルドが管理しているため、冒険者が勝手に採取したとしてもギルドは買い取ってくれず、違法採取として捕まる。

　ギルド以外に売ろうにも、迷宮製の薬の製法は機密・秘伝扱いであるために扱えるところは限られており、さらにそういうところは必ずギルドとの協定が結ばれている。そのためもし違法取引がばれでもしたら薬草の供給をストップされてしまうのでどこも買い取らない、といった多くの対策も取られている。

　さらに付け加えると、迷宮の道の整備も薬草畑の管理も、ギルドが怪我や年齢で稼ぐことのできない冒険者へ向けた一種の公共事業という建前の救済措置である。

　一見ギルドが慈悲深いようにも思われるが、それだけではない。見方を変えれば元肉体労働者で今は非労働者層・非消費者層という、潜在的な町の治安と経済を悪化させる可能性の高い要素を少しでも解消するための、苦肉の策でもあった。




　閑話休題。




　このような理由があり、浅い階層なら馬車に乗って行くことに問題はないが、どうやら姫騎士団も同じことを考えていたらしく、彼女たちも主級討伐の際は馬車で迷宮に突入していたようである。

　と言っても彼女たちの場合は移動時間短縮の為ではなく、単に重い鎧よろいによって体力が削られるのを防ぐ意味合いが強く、王都から乗ってきた馬車でそのまま突入したらしい。

　流石に騎士団の世話役は連れて行かなかったようだが、代わりに肉壁兼、討伐後の肉体労働役として戦奴を多数連れて行った。

　俗に迷宮奴隷と呼ばれる彼らは、人権という言葉がまだ存在しないこの世界で、正に家畜と同等かそれ以下の扱いをされている。

　だが、そんな彼らも一応今回の救出対象となっていた。

　姫騎士団と合わせればその人数はかなりのものになるため、もし迷宮に入った者たち全員を乗せるなら、こんな小さい馬車では八台でも足りなかっただろう。

　だが馬車に乗せるのは生きていた者のみである。そう考えるとむしろ八台は多すぎだな、とサートは思っていた。




　仲間たちの亡なき骸がらも一緒に回収してくれと姫騎士団の魔術師や残された世話役たちに頼まれたが、主級の徘はい徊かいする階層でそんな余裕はないときっぱりすっぱり断った。それでもとめげずに頼み込んできたものには、死体を一つ運ぶために死体がもう一つ増えると理由をつけて、それ以降何を言われても無視をした。

　それ以外にも、今回の作戦に参加している貴族の魔術師と姫騎士本人が何やら顔見知りのようで、彼らの間で何やら一ひと悶もん着ちやくあったり（当然巻き込まれないように無視をした）と、短い時間の中で色々なことが起きたが、ついに救出作戦の開始である。




「よーし、全員準備は良いな？　それでは出しゆっぱ「待つのじゃ!!」つ……しゅっぱああぁつッッッ！！！」




　俺には何も聞こえん！　とばかりに無視を決め込み全てをなかったことにするサート。ご丁寧に馬車の周囲に真空の膜を張って音を遮断し、魔術で地面の小石をそれぞれの馬車の馬の尻しりに向かって勢いよく飛ばして、出発を強行した。

「うおっとと、危ねえなぁ。つーか、良いのかあれ？」

　驚いて駆け出した馬を制御しつつ、一国の姫をあんなふうに無視してよいのかサートに尋ねるゴッツ。一応こういった常識はちゃんとあるのだ。

「なんのことでしょうか。私には何も聞こえませぬ」

「いや、でもあれ」

「アーアーキコエナーイ」

　この反応を見て何を言っても無駄だと悟ったゴッツは、やっちまったものはしょうがないかと開き直って、馬を御すことに集中することにした。他の馬車の御者たちも、程度の差はあれ最終的には同じ考えに至ったのか、馬を宥なだめつつ迷宮へ向かって出発した。

「聞こえぬのか！　待てと言っておるじゃろうに!!」

　我も連れていけ、そう続けるつもりだったのにまさか無視されるとは夢にも思わず、馬車に追いつこうと走りだす。だが既にスピードに乗りつつある馬車に、怪我をした体では到底追い付けるはずもなく。

　そして最終的にギルド員に取り押さえられ、ベッドに強制的に連れ戻された姫騎士がそこにいた。







「なんということを……、あなたは自分が何をしたか分かっているの？　姫様にあのような仕打ち、王の耳に入ればただでは済まない」

　サート的には全く何の問題もなく出発した救出隊一行だったが、他の者にとってはそうでもなかったようである。特に姫騎士団員である無口な魔術師にとっては、姫騎士を無視するという行動がよほど衝撃的だったらしい。碌ろくに声すら聞いた事がなかったが、ここしばらくの間で一番長いセリフを吐き、サートを咎とがめた。

「何がよ？　そんなことを言われてもねー、何の事だか俺は分からんなー」

「っ、あなた……」

　意地でも白を切り通すつもりのサートであるが、ここで思わぬ助けが入る。




「構わん、僕が許す。いや、何もなかった、そうだね？」

　どうやら姫騎士と顔見知りらしい、サートたちと同じ馬車に乗っていた、先ほど姫騎士と一悶着を起こした貴族の魔術師が口を挟んだ。

　一国の姫を無視するということがよほど可笑おかしかったのか、それとも姫騎士に何か恨みでもあったのかは分からないが、整った顔が台無しになるほどの嫌味な笑顔を浮かべていた。

　今回集まった六人の魔術師は馬車隊の後方に集中して配置している。ゴッツの馬車は最後尾から二番目であり、そこにサートと二人の魔術師が乗っていた。最後尾はアーグが御者であり、そこにミラと残りの魔術師たちがいる。

「でも……、姫様を……」

「口を慎みたまえ。今回のフェル姫の暴走の処理については僕が全権を握っている。その僕が問題ないと言っているのだ、君は黙って従いたまえ」

「暴走なんて……、エルマルドラ様、違います！　姫様は私たちのために───」

「口を慎め、と僕は言ったはずだが？　君の意見は聞いていないよ。これ以上恥の上塗りは勘弁してくれたまえ。全権を握っていると言っただろう。僕は陛下から直々にフェル姫を連れ戻す命を授かっている。王の名代としてここにいるのだよ。つまりだ、僕の言葉は王の言葉ということを理解したまえ。もう一度言うぞ、黙って従いたまえ」

　いいぞもっと言え。そしてそのまま有う耶や無む耶やにしろ。

　何やらサートを抜きに口論を始めた二人に対して抱いた感想がこれである。

　サートが心の中で応援しているとその貴族の魔術師（エルマルドラと言うらしい）は「そもそも───」と大きく息を吸い言葉を続ける。




「───本来なら今すぐにでも君たちを王都へと強制連行しても、僕としては全く構わないのだよ？　それをこうして、限りなく可能性の低い生存者の救出というわがままを聞いてやっているだけでもありがたく思ってほしいくらいだ。なのに少しでも戦力を増やすためにこの僕が直々に迷宮へ随伴しているのだ。もはや感謝を通り越して恩義を感じるべきだと僕は思うね」




　この言葉に対して何か反論しようとしたのか、姫騎士団の魔術師（名前はまだ知らない）が口を開こうとしたが、何か言葉を発する前にエルマルドラが遮り、さらに続けて言った。




「だいたいだね、陛下の忠告を無視した挙句にこのざまとは、君たちはどこまで王家の顔に泥を塗れば気が済むんだい？　仮にも貴族の子女を、お遊びでこんなところまで連れてきて、そして何人死なせたのだね？　本来ならば団員は軽くて斬首、もしくは一生屋敷に幽閉ものだ。それを数年の謹慎と姫騎士団の解散だけで済ませてくださった陛下の慈悲に一生感謝をし続けたまえ。そもそもだ、彼女は昔から軽率な行動が多すぎるのだよ。もっと自分が王族であることに自覚を持ってよく考えて行動を─────」




　話の長い奴だ。サートはそう思った。

　因みに最初の台詞せりふからここまで全て一息である。しかもまだ続いている。

　言っていることは全て正論と言えば正論なのだが、ちょっとネチネチしすぎではないだろうか。

　そんな感想を抱いているうちに、流石に息が切れたのかもう一度改めて大きく息を吸い込み、エルマルドラは言った。




「───そして！　僕たちが！　というか僕がっ！　その尻しり拭ぬぐいのためにどれだけ苦労したことか！　ああそうさ！　今回もだよ畜生！」




　何だストレスか。

　それならしょうがないかもしれない。

　これで最後だ、ようやく自分の屋敷のベッドで寝られるようになるかもしれないのだという台詞には、流石に同情したサートである。

　第一印象は育ちのいい、自信に溢あふれた嫌味な貴族のお坊ちゃんだったのだが、それだけではないのかもしれない。

　エリート出身でありながら、根が真面目過ぎるせいで若手の癖に会社内の誰よりも忙しい同僚を思い出したサート。曰いわく、なまじ優秀な分、やろうと思えば出来てしまうのが逆に地獄だとか。目の前の彼も同じように、下手に能力があるせいで便利に使われ続けているのだろうか？

「……あー、そういうわけで俺は悪くない。いや、何の事だかわかんないけどね」

　そんな同僚と同じ匂いを感じたサートはこれ以上触れずに、気を取り直して自分の仕事に取り掛かることにした。




『あー、あー、マイクテス、マイクテス。全員聞こえますかー？　特に先頭、聞こえてたら手を挙げて。よし、聞こえてるな。じゃあこれから姫騎士団救出作戦の手順の復習と、私が知ってる蟻型主級、仮称〈アント〉に関するさらに詳しい情報と対処法の再確認を行います。真面目に聞かないと本気で死ぬから気を付けるように』

　拡声の魔術を使い自分の声を大きくするサート。

　こうすれば無理に大きな声を出さなくても全員の耳に届き、ついでに熊鈴のように周りの魔物に対する威嚇にもなる。ただ元々これほどの大所帯に突っ込んでくる魔物は低階層には存在しないので、威嚇はあくまでついででしかなかったが。




　因みにアントという名前もいつまでも蟻の主級、件の主級では不便だということでサートが五秒で名付けた仮称だ。理由はでっかい蟻アントだから。ここで変に凝る必要もないし、短くて言いやすいだろうという単純な理由から名付けたものだ。

　それはともかく、広場でも簡単な説明はしていたが時間が一刻を争うという建前上、また、ぐずぐずしていると姫騎士が追い付いてきかねなかったため、途中の移動時間を活用することになったのである。

　命からがら逃げ延びた姫騎士団の数少ない生き残りや、姫騎士本人から聞いた情報よりもさらに詳しく具体的な情報をサートが知らせるたびに、一部の冒険者の顔が引きつり、獣人たちの雰囲気がピリピリと張りつめてくる。

　それもそのはずで、サート達の話をそのまま信じるのならば、自分たちは家を軽々押おし潰つぶす大きさと力を持ち、馬車以上の速さで走り、さらには空をも飛ぶ化け物と戦うことになるのだ。加えて大きく重い岩を投げつけられてもまるで豆でもぶつけられたかのように弾はじき返してしまう堅い外殻をもち、近くにいれば吹き飛ばされて遠くにいても鼓膜が破ける程の衝撃波を放つのだ。

　もしも地球にこの〈アント〉が現れたとしたらまず間違いなく軍隊出動レベルである。

　人間はもちろんのこと、獣人も強者に挑むのは好きだが別に死にたいわけではない。故にどうやって生きて帰るか真剣に頭を働かせている。




　因みに一番顔が引きつっているのは例の貴族の魔術師ことギアール・エルマルドラである。

　貴族としての意地か、逃げると言い出すことはなかったが、それでもその冷や汗だらけの顔を見れば内心動揺しているのはすぐに見て取れた。

　サートは男の情けで突っ込みはしなかった、むしろそのいかにもお坊ちゃんな風体からして「ふん、その程度この僕にかかれば何てことないよ。フハハハハ」というような反応をするかと思っていた分、この反応は意外だった。

　実は話を聞いただけで怯おびえてしまう極度のビビリなのか、それともまた別の理由があるのかは分からない。どちらにせよ主級を軽く見て足を引っ張ることはないだけマシだと思い、最終的な評価は後回しにした。

　なぜなら自分にはまだ最後の仕事が残っているのだから。




『あと最後に、これは私が経験したわけではありませんが、確かな筋からの情報です』

　そう前置きをして続ける。

『このアントの種族は窮地に追い込まれると、尾部から大量の酸を噴出するようです。範囲は広く、最大自分の体長の五倍ほどの距離まで飛ばすとか。その勢いは凄すさまじく、範囲内にいれば目視で躱かわすのは極めて困難です。完全に躱すならば発射される前にその尾部の後ろか真横に行くぐらいしかありません。尻の先を相手に向けて狙いを定めるのが予備動作らしいので、それらしき行動をとったらすぐに範囲外まで逃げるか、尾部の正面に居座らないようにしましょう。あ、ちなみにこの酸、革鎧よろいの装甲を数秒で溶かしますが、自身の外殻にはまるで効果がなかったみたいです。やったね、これで下手な小細工なんか効かない最強の鎧と盾の素材が手に入るよ！』




「どうやって加工すんだよそんなもん」

「つーか倒せねえよ」

「いやまて、今種族って言ったか!?　他にもいるのかよこんな化け物」

「どこ情報だよそれ！」

『信頼できる筋からの情報って言ったじゃん』

「答えになってねえ！　本当か!?　確かなのかその情報!?」

『本当本当。まあ一応頭に入れておいてくれ。真否は怪しくてもいざという時に知らないよりは知っていた方がいいでしょ』




　案の定、他の馬車から真否を問う怒鳴り声が聞こえてくる。サートも自分の仕事は殆ほとんど終わったとばかりに、今までの堅苦しい話し方ではなく、気楽にしゃべりながら質問に答えていく。

　確かな筋とはもちろんユーザスのことだ。だが彼を知っている者は限られているし、たとえ知っていても迷宮地下四十三階など信じられるわけもない。が、伝えないわけにもいかないためこういった形式をとった。




（気持ちは凄すごい分かる。いやー、これだから初見ってやつは。あの時逃げといてよかった、マジで）

　サートとアントが初めて遭遇した時、サートは時間がかかるが別に倒せない相手ではないと判断していた。それは今でも間違っているとは思ってはいない。

　だがそのまま戦っていれば自分も死んでいた、もしくは負傷をする危険性がかなり高かったのも事実。倒したと思って油断をしたらいきなり散弾銃を撃ってくるようなものだ。イタチの最さい後ごっ屁ぺとしては強烈すぎる。

　あの時相手にどんな奥の手が残されているのか分からないからと、無理をせずに逃げた自分の判断を心から褒めてやりたい。そう自画自賛して、これからも安全第一を改めて心に刻んだ。




　その後も集音の魔術も使い、声を張らなくても音を拾えるようにして、質疑応答や作戦の細かい調整を行った。あとは道中大きな問題もなく、そしてついにアルバ迷宮の地下三階と地下四階の境界に着く。

　地下四階への入り口はギリギリ大型の馬車が通れるぐらいのトンネル状だ。トンネルの長さは百メートル以上にも達する。まるでここからが本当の迷宮であると言わんばかりに、次層へ移るための入り口の長さだけで言うならばアルバ迷宮の中でも一番の長さだ。

　そしてその通り、地下三階と地下四階では住んでいる魔物の生態系も数もがらりと変わり、迷宮の広さも今までとは比べ物にならない程に広大になっているのだ。

　だが、むしろこの長いトンネルのおかげで、主級〈アント〉も入り口を無理やり通り抜けることが出来なかったのかもしれないと、サートは考えている。




「はい、俺の仕事しゅーりょー」

　あー、休日に敬語使うと疲れるわーと、トンネルの入り口に着いたとたんに、停止した馬車の荷台の上で思いっきりくつろぎ始めるサート。

　そのままお茶でも飲みだしかねない勢いでくつろいでいるサートだが、元々一人分の量しか用意していなかったものをユーザスと二人で分けて飲んだため、お茶の残りが無いことに気付く。

「しゃあない、たしかコーヒーがあったはず、それでいいか」

「いや良くねえよ、むしろこっからが本番だろ。寝るなコラ聞けオイ、ん、良い匂いだなそれ」

　影から取り出したステンレスのカップに、保温ポットのお湯とスティックコーヒーという即席で作った手抜きの物ではあるが、コーヒー独特の香ばしさは十分感じられる。




　一口飲み、そしてもう一口飲み、コーヒーの香りと温かさで気がほぐれきったサート。既に、なぜ屋外で飲むコーヒーはこんなにも美味いのだろうか、などとくだらないことを考え始めている。

　その見慣れない色の飲み物と初めて嗅かぐ香りで周りの注目を集めながらも、そんなことを気にせず、今度はたまたま大袋が特売だったために買ったキャラメルの残りを食べ始めた。

「でもさあ、実際のところ」

　一息つき、口の中にまだキャラメルが残ったままではあるが、そのままゴッツに返事をする。

「今回俺が出来ることはもうほとんどないよ？　敵だけが多数の場合ならともかく、味方も多いってのは相性が悪いんだよね俺」

「む」

　元々が戦闘を目的にした魔術でないことに加え、さらに単独行動前提で一対多数を意識した戦術を用いてきたサートである。使う魔術は風魔術が多く、攻撃の効果範囲が広すぎるために仲間を巻き込んでしまうのだ。




「まあその分サポートはするから。遠くの安全圏でな」

「やっぱりこういう時魔術師ってえのはずるいぜ」

「このキャラメルやるから我慢せい」

「三個な」

「この野郎」

　そう言いつつも袋の中に手を突っ込み、キャラメルを鷲わし摑づかみにして渡すサート。一応ミラたちにも分けるよう、またちゃんと紙を剝むいてから食べるように注意をする。そしてゴッツがキャラメルを配りに去った後、周りを見渡すと皆それぞれ携帯食料を取り出して、ゆっくりと食べ始めていた。

　これから下手をすれば数時間、主級を相手に休む暇なく激しい運動を続けなければならないのだ。少しでもエネルギー補給をするために、長年培われてきた冒険者としての知識と経験によって、事前に何かを食べるというのはよくあることではある。

　と言っても量はそれほどでもなく、運動に支障をきたさない程度に、小さなパン切れ数個に飲み物を数口、比較的胃腸が強い獣人でも干し肉を数切れ程度である。

　魔術師などは頭をスッキリさせるための秘薬や、特別調合した超高カロリーな秘薬を混ぜ込んだ特性ポーションなどを飲むことが多い。味は当然不ま味ずい。




　コーヒーやキャラメルの匂いに釣られて食べ始めたという訳でもないが、それでも見慣れない食べ物だ。好奇心の強い猫族の獣人にキャラメルを一つ分けてくれと言われたため、どうせならと干し肉一切れと交換した。だがこれが非常に硬く、嚙かみ千切るどころかサートの顎あごでは肉に歯の痕あとすら付かない。

「硬っ、なにこれ硬っ」

　ここまで来るともはや肉の味などしない。当然胡こし椒ようの風味などあるはずもなく、ただしょっぱい木の皮を齧かじっているのではないかと錯覚をしてしまう。

「そりゃ柔らかくはニャーと思うけども、顎弱すぎじゃニャーか？」

「現代人の咬こう筋きん力りよく舐なめんなよ」

　この半分の厚さでも嚙み切る自信なんかないぜと胸を張るサート。

「意味分かんニャーな。ん、ちょっと乳臭いけども甘くてなかなかうまいニャね」

　乳臭さが無ければもっといいのにと言いながらもそれなりに気に入ったようであった。

「そういう菓子なんだよ。お、炙あぶったらちょっと柔らかくなったか」

「少し僕にも分けてくれないかな？　代わりと言ってはなんだけど、先日仕込んだ山鳥がちょうどいい具合に熟成してきてね」

「……ちょっと旅慣れ過ぎじゃないですかね、あなた」

　このエルマルドラとやら、かなり良いとこの生まれっぽいのに、旅をしながら自家製の干し肉を作れるようにまでなってしまったその経緯を想像して、さらに同情心が増したサートである。




　そうしてサートは周りにうまく溶け込み、適度に緊張感を解ほぐしながらもメンバーの様子を窺うかがう。すると、一人だけ周囲の輪から外れ、何をするわけでもなくただじっと四階層への入り口を見続けている人物が目に入る。顔こそ無表情だが、気付かれないように観察を続けると、心なしかイライラしているようにも見えた。

「ちょーっと時間稼ぎが露骨すぎたかね？」

　言うまでもなく例の姫騎士団所属の無口魔術師である。因みに無口過ぎてまともにコミュニケーションをとることが出来なかったために、サートは彼女の名前をまだ知らない。




　彼女からすればこんなところで立ち止まっていないで、一刻も早く仲間を助けに行きたいのだろう。そのための救出隊だというのに、中身を見ればいきなり横からポっと出てきた変な魔術師が仕切る、緊張感のない集団である。

　姫騎士を無視するという無礼のみならず、道中も馬を疲れさせないためにと進むスピードは遅く、さらに仲間たちがすぐ目の前というこの状況で無駄な時間を費やしているのだ。この瞬間にも仲間の命が失われているかもしれない、と彼女が焦ってイライラするのは当然なのかもしれない。

　だが彼女以外のほぼ全員は生き残りなど既に存在しないと考えている。いや、正確に言えばむしろ生き残りなど存在してほしくないのだ。

　何よりも自分たちの命のために。

　一人でも生き残りがいれば、その人物を助けるために人数を割かなければならない。ただでさえ少ない人数であるのに、その上足あし手で纏まといまで加われば生存率はかなり下がってしまう。

　矛盾しているようだが、救出作戦というのはあくまでも建前なのだ。




　非情な現実として、自他、高卑を問わず命の価値など冒険者にとってはそう高いものではない。獣人たちにとっても、強敵に挑む時に余計な邪魔者などいない方が良い。なので、時間はこちらの味方だと、ごく一部を除いた冒険者たちは考えていた。

「本当なら迷宮に入る前にもうちょっと粘るつもりだったんだがなあ」

　だが、騎士姫の登場でそれは出来なくなった。そこは少し運がなかったか、そう思っていると一人の獣人がサートの傍に寄って来た。




「最後にもう一度段取リの確認がしたい」

　近づいてきたのは犬の獣人であった。ただ、同じ犬の獣人と言ってもガランとはまた違う犬種である。ガランをシェパードとするなら目の前の彼はドーベルマンだろうか。今回集まった獣人たちのリーダー的存在であり、名をグラルと言った。

「段取りと言ってもこんな寄せ集めじゃ出来ることも限られているし、単純なものだぞ」

　四階層に入ったらまずは姫騎士団員と奴隷の死体を探す。

　事前に聞いていた人数と死体の数が一致していればそのまま何もせずにすぐさま帰還し、数が合わない、もしくは死体の損傷が激しく人数の確認が難しい場合は、無理をしない程度に捜索を続ける。この無理をしない程度というのが非常に重要で、実質いつでも好きな時に撤退が出来るのと変わらない。

　しかし死体の捜索途中に十中八九主級と遭遇してしまうだろう。その時は獣人たちに戦闘を任せ、死なない程度に満足するまで戦っている間に他の者が死体を探し出すというものだ。

「生存者がいた場合の確認だ」

「……本当にいると思ってんの？」

　サートが面倒くさそうな顔をして聞き返す。

　殆どの者が既に生存者などいないと考えている。それだけ主級というのは強大で、絶望的な力の差があるのだから。

「万が一ということがあルだろう。そレに、少し気になルこともあル」

「……まあ、それも打ち合わせと変わらない。最優先で保護をして即撤退、そんだけだよ。いたら、だけどな」







　そしてとうとう四階層に突入する時が来た。

「馬車と馬はここに置いておく。主級がいる階層じゃ馬が怯おびえて使い物にならないしな。もし怪我人がいても俺が浮かせて運ぶから安心してくれ。んじゃ、しゅっぱーつ」








第十章　～アント～









　長いトンネルを抜けた先には、今までの階層とは全く違う景色が広がっていた。




　三階層までの人の手によって整備された道ではなく、人の背丈の数倍はあろう巨大な岩がそこかしこに点在する、非常に曲がりくねった先の見えない道が続いている。この多数の大岩があるせいでこの階層の道の整備が進まず、迷宮内での大型馬車を利用した攻略を阻害している原因でもあった。

　その証拠として四階層に入ってすぐの場所に、ここからは恐らくそのままでは先に進めないと悟ったためであろう、姫騎士団の残した馬車が数台、半壊状態で横たわっているのを視界内に捉とらえることが出来た。

「あれは馬車か？　こんなところで壊れているということは……」

「濃い血の臭いだ、近いぞ！」

　転倒し土つち埃ぼこりを被かぶった馬車と馬の死体。そして獣人でなくとも微かに匂うほどに濃い、あたりに広まった人間の血の臭い。恐らく主ぬし級と遭遇して逃げた姫騎士団員が、あと一歩のところで間に合わなかったのだろう。

　敵はこの入り口のすぐ近くまで来ていたのかもしれない、皆がそう考えていると──────




「全員伏せろ！　早く！」

　何かを察知したサートが大声で伏せるように指示をする。ほとんどがその声にすぐ反応をして素早く地面に伏せるが、何人か反応の遅れた者をサートが風で上から押しつぶすようにして無理やり地面に伏せさせた。

　そして同時に自分たちの周りに真空の層の膜を作り、さらにその外側に自分たちを中心とした竜巻の結界を張る。

　その瞬間空気が震え、衝撃波と石礫つぶての壁がサートたちを襲う。




　───ギィ───ィィイイイイイイイイイイィィン──────




　竜巻の結界によって衝撃波と小さな石礫を防ぐことは出来るが、流石さすがに高速で飛んでくる重い岩や瓦が礫れきなどは防げない。巨大な礫が竜巻と真空の壁を突き破り、それによって生じた僅わずかな隙間から、結界の外で反響する音が漏れ聞こえてくる。




「ぬうっ」

「ぐっ」

「これはっ……」

「ここは私たちの出番かな、いくぞ息子よぉ！！！」

「おうよ親おや父じぃ！！！」




　誰もが地面に伏せた状態で耳を塞ふさいでいる中、今回集まった魔術師のうち最後の二人である親子の魔術師コンビが、物理攻撃に特化した障壁結界を石礫が飛んでくる正面に張る。そのおかげで飛んでくる礫や岩を防ぐことが出来るようになり、その隙にサートの張った結界に空いた風穴部分も復活する。




「ふうー、助かった。俺、流石にあの一瞬で強い結界張るとか出来んもの」

「いやこちらこそ、おぬしが気付かなければあっさりと全滅していたかもしれん」

「石と風は防げても、音は防げないんだよなあ俺ら」

「ちょうどお互いに足りないものを補うことが出来たってことか。運が良かったな」

「じゃな」

「それにしても外の景色が酷ひどい、何い時つになったら止やむんだこれは」

　サートたちが張った結界の外ではいまだに突風と礫が吹き荒れ、一向に止む気配が無かった。今まで地面に伏せていた者たちも少しずつ衝撃から立ち直り、怪け我ががないかを確認しながら服に着いた砂すな埃ぼこりを払っていた。

「さあ？　叫び声じゃなくて口の中にある襞ひだを擦こすり合わせて出している音だからなあ。呼吸に頼らない分、その気になればずっと続けられるんじゃないかね？　ほら、早く立てよお前らー、敵は近いぞー」

「これが主級の力か……、凄すさまじいな。ん、待てよ？　何な故ぜこんな攻撃をしたんだ？　俺たちに気付いたのか？」

「いや、それは無いはずだ。俺たちは今ここに着いたばかりだし、未いまだに姿を見せていないということは主級はまだ遠くにいる筈はずだ。一応聞いておくが、遠くにいる獲物を察知する能力は備わってはいない筈だよな？」

「頭部についている二本の触角が一番の感覚器官ぽいから、それは無いんじゃないかね？」

　元々は光のない真っ暗な地下空間に生息する群体の魔物だ。数えきれないほどの仲間が生息する環境で、いちいち広範囲の気配を察知するようにできているとは考えにくい。

「ということは、考えられることは……何かと戦っている？」

「何かって、この階層に主級と戦えそうな敵なんて……ん？　待てよ」

「……生存者が、まだいるのかもしれない！」




　素早く態勢を立て直したサートたちは主級に気付かれないよう慎重に、されど手遅れにならないよう迅速に、主級がいると思われる方向に移動を開始した。

　距離にすれば今までサートたちのいた入り口付近から直線距離で僅か数百メートルほどであったが、四階層のそこかしこに点在する大岩が壁となり、まるで迷路のように先に進もうとする者の足を鈍らせる。

　だが獣人たちはその恵まれた身体能力を活いかして、そうでない者たちはサートの風魔術と魔術師の親子が張る障壁結界を足場に応用するなどして、無理やり岩の山を乗り越えていく。

　一応目的が救出であるが故に、迷宮に潜る際に用意する狩った獲物を積む荷車や、大量の食糧などの荷物が無いからこそ取り得た強引な手段により、それほど時間をかけずに目的の人物を発見することが出来た。




「うーわマジか、フラグってすげえな本当にいたよ生き残り。……やっべ、本当に生き残りがいた場合の対策あんま真面目に考えてなかった、どうしよ」

「言ってる場合か！　助けるぞ！」

　だが、いざ助けに入ろうとしたサートたちの目に映ったのは、ある意味異様な光景であった。







　その男は一目で分かるほどに瘦やせ細ほそっていた。

　薄汚れた襤褸ぼろ切きれから伸びる手足は骨の形が浮き上がり、背丈は百八十センチメートル台の半ば程であろうか。遠目故に正確な値はよく分からないが、サートよりも拳こぶし一つ分以上高い身長と長い手足がその瘦せた身体からだを一層際立たせている。

　まるで遭難者のように伸び放題の髪は砂と埃ほこりにまみれ、かろうじて黒い髪であることが判別できるばかりであった。そして恐らく主級の放つ衝撃波によって鼓膜が破れたのだろう、耳からは大量の血を流していた。

　いや、砂で汚れていて分かり難にくいが、よく見れば鼻や口元、両目にまで血が流れた痕あとがある。

　主級ではなく、その何故生きているのか不思議なほどにボロボロな人間の姿を見て、思わず助けに入る足が止まってしまったサートたち救助隊。
















「なあ、本当に生きているのかあれは？」

「死んだ人間を蘇よみがえらせたと言った方がまだ納得できるな。（というか本当にゾンビじゃないだろうな）」

　そう思ったのはサートだけではないだろう。




　足の裏が擦すり剝むけ、血と土で赤黒く塗られている踵かかと。皮が丸ごと剝けて血の流れが止まらない膝ひざが生々しい死の気配を感じさせる。曲がった背中から力なく垂れる両腕は、ただでさえ骨と皮しかないその姿をより力ないものに見せていた。

　しかし既に体力が限界にきているのだろうか、息切れをし、遠目から見ても分かるほどに激しく上下している肩。そして錆さびと刃は毀こぼれだらけの短いナイフを力強く握るその右手が、彼を死人でないと教えてくれる。




　姫騎士団に男はいない。

　となると必然的に彼は肉壁として連れてこられた迷宮奴隷の一人であることになる。生き残りが奴隷であったことに驚嘆する者、そして落胆する者など反応は様々であったが、次の瞬間には誰もがその顔を驚きに染めることになった。




　奴隷の目の前には巨大な影。

　建物が動いているのではないかと錯覚してしまう巨大な体たい軀くに、人を一瞬で真っ二つに嚙かみ千切ることが出来そうな大顎あご。背にはその暗闇を思わせる艶つやのない黒い体色とは対照的に、網目模様の入った白く半透明な二枚の翅が生えている。

　そして何より六本ある足の内、前脚一本だけが欠損している。それが紛れもなくサートが接触し、姫騎士団を壊滅させた巨蟻の主級〈アント〉であることを証明していた。

　だが、サートたちが驚いたのは、その恐怖を形にしたような主級の容よう貌ぼうに対してではない。




　攻撃があたらないのだ。

　奴隷の攻撃が、ではない。主級の攻撃が奴隷にあたらないのである。

　主級はその巨きよ軀くからは想像も出来ない俊敏さで、相手を仕留めようと息をつく間もなくその前足と大顎を振るうが、そのどれもが奴隷にあたらない。いや、正確に言うと主級の攻撃によって起きた風圧や礫などの余波は受けている。だがその巨大な前足と顎の直撃だけは、紙一重で避け続けている。

　勿もち論ろん奴隷の方も余裕があるわけではない。避け続けていると言えば聞こえはいいが、実際は偶然と賭かけの積み重ねの綱渡りに等しい。

　残り少ない体力でどうにか生き残ろうともがいている。時には転ぶように、時にはあえて懐まで潜りこみ、地面を這はいずり回りながら、周りの岩陰に隠れるようにギリギリで相手の攻撃を躱かわしているのだ。

　だがそれでも、少しずつではあるが四階層への入り口方面まで逃げ続け、近づいていた。




（さっきの衝撃波の時も岩陰に隠れて吹き飛ばされないようにしてたのか。まあ即死は避けられるかもしれないけど、本当にギリギリだな、生きているのが）

　吹けば飛ぶほどに瘦せ細った男が主級から逃げるその姿は、喩たとえるならば歩く際に生じた微風に煽あおられて、偶たま々たま踏ふみ潰つぶされずに済んだ枯れ葉の如ごとし。文字通り一歩間違えば即死亡という光景に、気付けば助けに入る足が止まっていた。




「あいつは……まさかアシャットか？」

　グラルが奴隷を見て何かに気付いたのか、よりはっきり姿を見ようと目を細めながら言った。

「ん？　知ってんの？」

「ああ、少し前に噂うわさになっていた迷宮奴隷だ。だが今はそれよリもあいつを助けねば」

「まあリアルオワタ式とかやってるし、ここまで来て目の前で死なれるのも寝覚めが悪いか」

「オワ？」

「とか言ってる間にゴッツが突っ込んでるし」




　皆が目の前の光景に衝撃を受けて足を止めている時に一人、オオオッ、と叫びながらまさに鉄砲玉のように主級のもとへ走り抜けていくゴッツ。

「どっせい!!」

　僅か数秒の間に敵との距離を縮め、金かな槌づちの柄だけを長くしたような特製のハンマーを、たっぷりと遠心力をつけてフルスイングする。

　ガキィ、と甲高い音が響き、

「あ、こりゃぁダメだ。かってぇ」

　掠かすり傷一つ付けることなく弾はじかれた。

「そして一気に窮地。助けてくれサート！」

「うえーい」




　ダメージを与えることは出来なくとも、主級の注意を逸そらすことは出来た。だがそれは同時に危険を意味する。

　巨大な蟻の顔がゆっくりと此方こちらを向き、目玉があるわけではないのにその無数にある複眼の一つ一つがこちらを見つめているように感じる。新たな敵、いや、獲物が現れたとでも思ったのだろうか、人間の胴体を軽々と切断出来そうな大顎とその奥に見える縦に裂けた口が、ギチギチと音を鳴らしている。

「あー、こいつぁヤベェわ」

　先ほど見たこの主級の動きからして、その巨体に見合わぬ敏びん捷しようさを備えていることは既に理解している。今この瞬間に回れ右をして後ろに駆け出しても、数歩も走らない内に追いつかれてミンチになるだろう。

　そもそも重量の差が桁けた違ちがいなのである。前脚一本に弾かれただけでも交通事故だ。

　だからこそ今までその攻撃から生き延び続けた奴隷の男が異常だったのだが。

　しかしその彼も突然の乱入者によって集中力の糸が切れたのか、まるで疲労が一気に押し寄せたように尻しりもちをついたまま、その体勢から起き上がれないようであった。

　そんな状態の敵よりも今は目の前で動く獲物の方が邪魔なのか、ゴッツにターゲットを定めた主級は、その大きな顎を振りかぶって突進の動作に入る。

「ちょ、はや、これはまず─────いいぃっ！！？」

　この距離ではどうあがいても躱しきることなど不可能だ。だが、主級の攻撃がゴッツに直撃する直前に、サートの魔術によってまるで後ろから一本釣りされたかのように体が引っ張られて宙を飛び、難を逃れる。




「どあっ！」

「お帰り、空を飛んだ気分はどうだった？」

「そんなことを話していル場合ではないだロう。感触はどうだ？」

「だっはー、もう経験したくねえわ。っと、まあ見ての通りだよ。熊の頭ず蓋がい骨こつでも陥没させられる自信はあったんだが、まあだ手が痺しびれてら」

「あレでダメなラば、もう武器はただの重リにしかなラんな」

「よーし、聞いたなー？　なら早く散開だ。今度はこっちに気付いて突っ込んできてるから一いつ旦たん仕切り直すぞ」

　全員がその言葉を聞いてハッと気を取り直し、自分の持ち場に素早く駆けていく。それを確認したサートは、パン！　と大きく手を一度叩たたいた。サートのよく使う、音の波を起点に空気の振動を増幅して突風のレベルまで圧縮・増幅を繰り返して打ち出す魔術である。

　そよ風レベルから、一瞬だけならそれこそ家の屋根を吹き飛ばす強さまで調節が出来、やっていることは簡単な単純魔術の繰り返しなので燃費が良く、非常に使い勝手の良い魔術であった。

（難点は細かい範囲調整が出来ないってことと、何より主級おまえのその衝撃波とちょっと被ってるんだよ!!）

　キャラが被るだろうが、キャラが!!

　そう怒りを込めて、こちらめがけて突進してくる主級に向かって魔術を最大出力で放つと、その巨体が高く舞い上がり、サートたちとの距離を振り出しに戻すほど遠くに吹っ飛ばすことに成功した。




「おお！　もう全部それだけで良いんじゃねえのか？」

「いやー、前も同じことやったんだけどね……。見た目は派手だけど、やっぱり今の吹っ飛び方を見るに体積の割には体が軽いっぽくて、あんまり効果は無いんだよなあ。ていうかあいつ飛べるし」

　これが獣系の魔物であったならば、いくら外側が堅くても脳のう震しん盪とうぐらいなら起こせていたのだが、おのれはしご形神経めと内心で愚痴をこぼすサートであった。

　そしてサートの予想通り、地面に激突した主級はこたえた様子もなく、すぐに体勢を立て直して再度突進の構えを見せる。

「ほらね。脚の一本すら折れてやしない。自信無くすわー。蟻は理論上どんな高さから落ちても死なないって聞くけど、その大きさでこれは詐欺だろ」

「ここは俺らの出番の予感!!　親父！」

「おうよ!!　勢いに乗せる前に止めるぞ息子ぉ!!」




　ここでゴッツの次に正気に立ち直るのが早く、既に持ち場に到着していた魔術師の親子が、主級の突進を食い止めるために障壁結界を張る。主級の正面だけではなく、脚の間、胴体の繫つなぎ目め、翅はねの横など、前後左右どちらにも身動きが取れないように幾枚も障壁を重ねて動きを拘束する。

　勢いに乗っている状態であれば障壁を何枚重ねようと突き破られていただろうが、この状態ならば力も入りにくく時間を稼ぐことが出来る。

「あの二人マジで優秀だな。ちょっとうるさいのだけが難点か」

　やる気が感じられないのが難点なサートがそんなことを言っている間に、まるでオランウータンをそのまま直立二足歩行させたような猿の獣人が、主級の下までたどり着く。

　そして親子の張った障壁結界や主級の脚を足場に、まるで本当に木に登っているかのようにあっという間に主級の背中まで到達すると、腰につけた金属製の手斧ちようなをその常人の二倍はあろう長く太い腕で振りかぶって、思い切り主級の翅の付け根に振り下ろした。

　だが、先ほどのゴッツと同じくガキンと甲高い音が響くばかりで、傷を付けることは出来ない。

「だんめだ、オラの鉄斧おのでも刃が欠けちまうだ」

「チッ、付け根の細い部分なラあルいはと思ったが、ホヴゥの腕力でも駄目か。いや、そのまま続けてくレ、斧は使い潰しても構わない」

「んだ、分かっただ」




　オランウータンの獣人、ホヴゥが主級の背に登っている間に、他の者たちも既に自分の持ち場に到着していた。グラルやゴッツをはじめ、ガランなどの力自慢の獣人たちは主級の傍そばに、サイスやアイラ、一部の獣人は少し離れた場所から、主級の気を散らさせるために弓矢でけん制をし始める。




「ぬああ──!!　ここまでやってもまだ動くかあああ!!」

「気合を入れろ息子おおおお!!　私たちが生命線じゃあああ！！！！」

「分かってるけど、あああ───、貯ためてた魔力がゴリゴリ減っていくううう──!!」

「てめえらもう少し静かにしろや！　何のために主級の意識をこっちに向けてると思ってんだボケェ！」

　魔術師親子はアイラやサイスたちとは反対の方向で、今回の作戦の要である障壁結界の維持・強化をしているが、あまりにうるさいのでアイラに怒鳴られていた。

　そのアイラの近くでは貴族の魔術師ことエルマルドラが鳥を模した火の玉の魔術でサイスと一緒に主級の注意を引くためにけん制をしていた。

「出来れば主級の触角を狙ってください。ダメージはあまり無いとは思いますが、あそこが一番敏感ですから。流石に、あんなに素早く、小刻みに動いている触角には弓矢ではとても中あてられませんので」

「う、うむ分かっているさ。僕が魔術で触角を、君たちが弓矢で複眼を、だね。主級の正面に立つというなかなか無い（出来れば二度と経験したくない）貴重な体験だ。受ける威圧感が凄すさまじいが、味方を守るために必要な、重要な役目だ。分かっているとも。というか君の相方の女性……」

「根は優しいんですよ、本当に、ええ」




「ミラ、もう準備は良いの？」

「はい。水ではない分いつもより時間はかかりましたが、もう問題はありません。護衛をしてくれてありがとうございました、アーグ」

「そう、それじゃあ私はゴッツたちの方へ手助けに行ってくるわ。頑張ってね、ミラ」

「はい、アーグもお気を付けて」

　そうしてアーグを見送ったミラの周りには、いつぞやの猪の主級の命を奪った蛇がその身を守るようにとぐろを巻いて佇たたずんでいた。ただ一つ違うのは、その身を構成するのが水ではなく、サートが準備をさせた、瓶いっぱいに詰められた獣脂を融かした油であるということだ。

　ミラは来たるべき時機を逃さないよう、静かに、そして誰も死なないように祈りながら時を待つ。




「よーし、生存者の回収は俺にまかせろー。決してサボっているわけじゃないぞー」




「俺様特製のハンマーもダメ、ホヴゥの斧もダメ、サートの魔術もダメとあっちゃあもう打つ手はない。少なくとも今は思いつかん」

　ゴッツが動きを止められた主級を睨にらみつけながら言った。

「不幸中の幸い、生存者を一人発見することが出来た。主級も今は動けない。だから後はこのままとんずらかませば任務完了だ。誰も死なずに済んで作戦は大成功だ。だがしかぁし!!　こんだけの精鋭を揃えて敵に傷一つ付けられずに逃げるのは我慢できねえ！！！」

　そして後ろを振り返り、獣人たちに向かって拳こぶしを振り上げながら宣言をする。




「つーわけでこの翅もぎ取るぞ野郎どもおおお！！！」




　オオオオオォォオォォオオオ！！！

　と、賛同の意を表す雄お叫たけびが辺りに響き渡る。

「あいつ一応、純粋な人間種のくせに、獣人より獣人らしいかもしれん」

　ゴッツの言葉に釣られてテンションが最高潮に達している獣人たちを見て、呆あきれながらそう呟つぶやくサート。要は脳筋と言いたいのだ。




　そういえばゴッツが戦っているところを見るのはこれが初めてだったと気付き、サイスたちの方を見る。するとやはりと言うべきかいつも大体こんな感じなのだろう、特に驚いている様子もなく、慣れたように我関せずとひたすら弓を射続けていた。

　そのすぐ近くにいるエルマルドラはドン引きしたような顔をしているが、本来ならばこちらの方が正しい反応なのだろう。

「まあ、どちらにしても満足するまで戦って貰もらうつもりではあったけどもさあ……」

　叩いても、斬っても、吹っ飛ばしてもダメなら直接もぎ取る。

「仮にも文明を築きあげた種族の発想としてそれはどうなの……？　いやむしろ有りなのか？　駄目だ俺もよく分からなくなってきた」

　ゴッツのあまりにも突き抜けた脳筋ぶりにサートは少し混乱しはじめていた。




「ぉぉおおお息子よおおお!!　分かっているだろうなあああ!!　意地でも結界を持たせるんじゃあああ！！！」

「分かってるぜ親父ぃぃいい!!　俺たちが生命線だ!!　あ、でも魔力がヤバいんで早めにお願いします、本当に」

「魔力欠乏でカロリーが足りなくなってきてテンションが保てなくなってきたんですね、よく分かります。急げーゴッツー!!」




　ゴッツたちに発破をかけたところで、サボっていると思われないよう自分の仕事に戻るサート。その足元には人が二人横たわっていた。

　一人は今回の救出作戦最年少である姫騎士団の魔術師だ。

　第四階層に到着して主級の衝撃波を受けた時から予兆となる症状は出ていたが、実際に主級を目にした時にフラッシュバックを起こしたのだろう。恐怖によって目に見えて震えが大きくなり、精神的にも半ばパニック状態になっていた。

　このままでは魔術を使っても味方の背中を撃ち抜きそうであったため、サートが無理やり意識を失わせたのだ。それも周りにも本人にもあくまで恐怖が限界に達して気絶したと思わせるように。無理にトラウマを刺激するよりも、こうする方が自分たちにとっても、そして彼女にとっても結果的に一番マシな結果に落ち着くだろうと判断した故の行動だ。

　サートとしては様子を観察していた段階で、こうなる可能性が高いと考えていたため、最初からあまり戦力として数えていなかったので、そのことは特に問題ではなかった。

（ちょっと気の毒なことをしたかな？　いや、ある意味これが一番彼女にとっては幸せか）

　とにかく今回の最年少魔術師への対応に関してはこれで良しとする。

　だが倒れているもう一人の方──────




「酷い顔してるだろ。生きてるんだぜ、これ」

　このままゾンビ映画に混じっていたとしても違和感のない、今回の救出作戦唯一の生き残りであるアシャットと呼ばれた迷宮奴隷が、気を失った状態でサートの足元に倒れている。

　その見た目はまさに骨と皮のゾンビ。栄養どころか水分すら碌ろくに取れていなかったのだろう、乾燥途中のミイラと言われても信じてしまいそうなほどに、顔は皺しわくちゃで年齢の断定は難しかった。

「いかん、ふざけていたら本当に死んでしまう。秒単位で死に向かってるんだから急がんと」

　そう言って自分の影から治療に必要なものを次々と取り出していく。

「見た感じからすると、失血死三歩手前、栄養失調一歩手前、過労死半歩手前ってところだから必要なのはー……」

　生存者が一人もいなかったのなら、それはそれで別に構いはしなかったのだが、ここまで来てせっかくの生存者が死んでしまっては、骨折り損も良いところである。

　こういったことは専門外であるために、きちんとした治療は後でミラにでもしてもらうとして、とりあえず自分はしぶとくも逞たくましく生き延びたこのアシャットという男の命を繫ぎとめるだけだ。

　使用した道具や薬などは後で必要経費としてギルドが補ほ塡てんしてくれる手て筈はずになっている。そのため、今までの稼ぎで溜ため込んだはいいが使う機会のなかった秘薬・霊薬といった類たぐいの薬を、惜しげもなく男に使っていくサート。




「……うーん？」

　ゴッツたちが主級相手に奮闘する掛け声をＢＧＭに男の応急処置を進めていくサートだが、ここで一つおかしな物に気が付く。

　気を失ってもなお離さない右手のナイフの方はまだ分かる。恐らく強く握りすぎて筋肉が硬直しているだけだろう。

　だが楽な姿勢にさせようと縮こまった体を動かした際に、そのまるで何かを守るかのように抱えられていた反対の手が懐から出てきた。

　そして、その手に強く握られていたものが異常であった。

「こーれはどー見ても……？」

　拳の端から僅わずかにはみ出ている針金のようなもの。一体何を握りしめているのかと、固く閉ざされたその拳を少しずつ広げていく。するとそこには───




　レンズは抜け落ち、フレームは歪ゆがみ、もはや本来の役割を果たすことが不可能な状態ではあったが、間違いなくそれはこの世界には存在する筈はずのない物。




「眼鏡だな」




　何故此処ここにこんなものがあるのか、何故それをこの奴隷が持っているのか、疑問は尽きない。

　もしかして知らない内に眼鏡を持ってきて落としてしまったのだろうか？　いや、俺眼鏡かけないし、と自問自答をしながらその壊れた眼鏡を隅々まで観察していくサート。

「［Asato Shindou］シンドウ　アサト？　アサト……アシャット？　んん？」

　恐らく、ただの市販品ではなく、誕生日の記念品か何かで贈られたオーダーメイドの品だったのだろう。耳かけの内側に所有者の名前と思われる文字が小さく、掠かすれてはいるがしっかりと彫られていた。




　改めて男の姿を観察するサート。

　名前の響きからして日本人のように思えるが、だとしたら何故こんなところで、炭鉱奴隷と並ぶ消耗品の代名詞と名高い迷宮奴隷として死にかけているのか？

「こいつの名前か？　髪の毛は確かに黒いが、んーむ、生乾きミイラじゃ顔の判別がつかんな。ちょっとグラルさーん、グーラールーさーん!!　聞こえてる？」

「何だ!?　今取リ込み中だ！　見て分かルだロう!!」

「このアシャットって迷宮奴隷について聞きたいんだけども」

「詳しい事は私も知ラん！　ただ仲間の迷宮奴隷が何度全滅してもそいつだけは死なない、不死身として有名な奴隷だったのだ！」

「ほうほう、不死身とな」

　元々はこのアルバとはまた違う迷宮都市にいたらしいのだが、パーティが全滅し、迷宮奴隷商に買い戻されたところを、姫騎士団によって今回の主級討伐のために大量買いされたとの噂があったらしい。




「だかラもしかしたラ今回も、そう思っていたのだが……！　悪いがそレ以上は私もよく知ラん！」

「ういっす、お忙しいところどうもあざーしたー」

　そうしてグラルに礼を言った後に足元の男に視線を戻す。

「不死身、ね」

　極限まで酷使され、いつ死んでもおかしくない瘦やせ細ほそった身体。サートたちが来るのがあと少しでも遅かったら、主級に踏ふみ潰つぶされて死んでいただろう。だが──────

「結果だけ見れば、今回もまた一人だけ生き延びてしまったわけか」

　随分と難儀な星の下に生まれたもんだ、そうサートは呟いた。







「うらあぁ!!　もっと気合入れろぉ！」

　一方ゴッツたちの方はといえば、主級相手に翅を摑つかみながら綱引き大会を開催していた。

　人間とは比べ物にならない腕力を持つ獣人と、何故かその獣人にも負けず劣らずの力自慢である一応人間ゴツツたちが合わせて十名以上。だがそんな彼らが全力で翅を引っ張っているにもかかわらず、主級はびくともしない。

　主級の正面では弓矢による牽けん制せいに加え、数羽の炎の鳥が複眼のすぐ傍を素早く飛び回って撹かく乱らんしている。その炎の鳥が、時折触角に向かって体当たりして火花を散らすことで、主級の注意を引いていた。

　しかし流石に、自分の背中で翅を毟むしり取ろうと蠢うごめいている者達を煩わしいと思い始めたのだろうか、主級の動きに変化が生じる。

　障壁結界のせいで体も翅も自由に動かせないが、方法が無いわけではない。

　自分の周りにいる小こ賢ざかしい者どもをまとめて吹っ飛ばすために、主級はその大きな顎あごを思い切り開き、魔力を溜めながら口の中にある無数の襞ひだをキュリキュリと擦り始めた。




「来たぞ、前兆だ」

「ミラァ！　今だ！」

「はい！」

　今まで離れた場所で切り札となる魔術の構築をしていたミラが、この時を待っていたのだとばかりに、その傍らで侍っていた油の蛇に命令を下す。

　ゴッツたちが稼いでくれた時間のおかげで、ミラが極限まで洗練し続けた油の蛇は、まさに目にもとまらぬ速さで地を這はい、数瞬もしない内に主級の懐まで到達する。

　そして蛇は主級の巨大な脚を伝いながら、そのまま大口を開けた口の中に飛び込むかのように自らの細長い体をねじ込んでいった。




「うわエグッ」

　それを遠目から見ていたサートは思わず自分の口を両手で塞ふさぎながら、オエッと先ほど食べたあれやこれやが胃からせり上がりそうになるのを抑え込む。

　流血を伴う怪我や骨折などとはまた違ったグロさに、見れば他にも同じような動作をしている者、一瞬動きが止まる者も数名見られた。




「───キュ、ル───キュリ、リ───」

　だが、その効果は絶大であった。

　油の蛇が自ら潤滑油の役目を果たし、その無数の襞を擦らせることによって発生させていた騒音を防ぐことに成功したのである。

「おお！　マジでうまくいくとは……！　自分で提案しといてなんだけど、ちょっとビックリ」

「おいコラ、今の聞こえたぞサート」

「全ては俺の計算通───り！！！」




　ともかくこれで主級の放つ衝撃波は封じたと言っても良いだろう。

　まだ時折キイキイと一瞬だけ甲高い音が響くときもあるが、それも油が馴な染じんでいくにつれて無視できる程度に小さくなった。

「おっしゃあ！　こっからが正念場だぞお前ら!!」

「急いでくれ！　結界がもう持たん!!」

「遅くなりました！　今、強化魔術をかけます！」

　ミラが、主級の背中で翅はねをもぎ取ろうと必死に格闘しているゴッツたちに向けて、まとめて強化魔術をかける。

　すると十人がかりでもビクともしなかった主級の翅の付け根からミシリ、と今までにない手応えを感じさせる音がした。

「よおし！　手応え有り!!」

　だが、それがかえって主級の危機感をより刺激したのだろう。今までにないほどに激しく暴れだし、その巨体を拘束していた結界に歪ゆがみが走る。

「急いでくれ!!　結界がもう限界だ!!」

「駄目だ……！　もう、壊れるっ！」




　主級の足あ搔がきはもはや暴走とも取れる程に激しさを増し、ついに一つ、二つと、その巨きよ軀くを縛り付けていた結界がバキンと甲高いような、鈍いような独特の音を鳴らして破壊されてしまった。

「全員今すぐ離れろぉ!!」

　今までギリギリで持ちこたえていた結界が一つでも壊れてしまうと、あとはもう加速度的に次々と破壊されていく。

「ぬぅ、お……りゃああああああ!!」

　だが最後の結界が破られ主級が完全に解き放たれるのとほぼ同時に、ゴッツたちによってミチミチと少しずつではあるが千切れかけていた主級の翅から、ブチンッという小さな音が立つ。




「よっしゃついにもぎ取って、どぉわっ!!」

「もぎ取ったは良いが、落下死したじゃ話になラんぞ!!」

「サートー、たーすけて──!!」

「えぇ……、そこ考えてなかったんかい」

　とうとうその翅をもぎ取ることに成功したゴッツたちだが、その反動と完全に自由を取り戻した主級の暴走によって、大きく後ろに吹き飛ばされてしまう。このままだと地面に叩たたきつけられ、大怪我を負う可能性があるところを、サートが風で落ちる速さを和らげた。

「うーん、俺ってばなんて縁の下の力持ち。あの親子もすごいけど、地味に今回のＭＶＰって俺だと思うの」







「ちょ、こっちに迫ってきてないかい!?」

「見りゃわかんだろ!!」
















「喋しやべってる余裕があったら足を動かしましょう！　死にますよ!!」

　全ての結界を破壊した主級は勢いそのままに、まず一番最初に視界に入った敵へと突進をする。即すなわち、先ほどからずっと主級の注意を引くように囮おとりとなっていたサイスたちである。




（あ……、これ僕死んだかもしれない）

　ギアール・エルマルドラは悟った。

　一緒に主級の注意を引くために弓を射ていた仲間たちは、自分の目の前にいる。獣人は勿もち論ろんのこと、同じ人間種であるサイスやアイラも、魔術師である自分とは比べ物にならないほど体が鍛えられている。このまま轢ひき殺ころされるのか、踏み潰されてしまうのかは分からないが、足の速さを考えるとやはり一番最初に死ぬのは自分だろう。

　あのサートという魔術師がまた主級を吹き飛ばしてくれないだろうか。そう考えるもすぐに無駄だと悟る。

　一瞬前まではまだ遠くに感じていた主級の足音が、もうすぐ後ろにまで迫っている。距離が近すぎて、今からでは自分も巻き添えで吹き飛ばされるだろう。あんな巨体を吹き飛ばす程の攻撃の巻き添えになったら、それこそ死んでしまう。

　最も早はや打つ手は無い。

（だがこのまま死ぬのはエルマルドラ家の名折れ!!）

　あのお転婆姫の尻しり拭ぬぐいのせいで命の危機が迫ったことなんて一度や二度じゃないし、覚悟は決まっている。だからこの際死んでしまうのはまあ良しとしよう。そこは妥協してやる。

　だがこのまま轢き殺されて死ぬなんてダサい死に方だけは許せない。

（美しい幻獣ならともかく、こんな醜い虫の化け物に轢き殺されるとか、死んでも死に切れない！）

　せめて一矢報いてやる。どこか矛盾した心の叫びだが、そう決意すると不思議と時間の流れが遅くなったように感じた。このまま振り返って、このデカブツへ最後にキツイ一撃をお見舞いしてやろうと覚悟を決めた時、「そのまま倒れ込め!!」という声が聞こえる。

　半ば反射的にその声に従って滑り込むように前に倒れるが、どうやらこのまま主級の下を潜くぐり抜けてやり過ごすことは出来そうにない。

（この化け物め！　一人ずつ確実に仕留めるつもりか！）

　倒れ込んだ体勢のまま首を回して主級に顔を向けると、自分を嚙かみ千切ろうと巨大な大顎が迫って来るのが目に入ってくる。

（良いだろう、だがたとえ体が半分に食い千切られようとただでは死んでやらんぞ!!）

　意識が途切れるまでの一瞬の間に、そのムカつく顔面に自慢の魔術をぶち込んでから死んでやる。

　その高すぎるプライドのおかげで心が折れることなく、今まさにその大顎が自分の両脇腹に食い込んでくる生々しい感触を味わいながらも、魔術を発動する準備をする。




　極度の興奮状態故に、ギアールは視界の全ての動きがゆっくりに感じられた。

　こんな間近に主級を正面からゆっくり観察する機会などない。鼻を刺激する油の臭いと、口の中で未だに未練がましくギチギチと無数の襞を擦り合わせている光景を見て、少し気持ち悪いな、と的外れなことを考える。

　だがその瞬間、主級とギアールの間に何か黒くて長い物体が現れ、視界が遮られた。

　続いて聞こえてきたのはガギィ!!　という鈍い音。そして──────




「セ────フ！！！　ギリギリ、ギリッギリの滑り込みセ────フ！！！！　……セーフだよね？」




　サートの焦ったような叫び声だった。

　ああ、よく見ればこの黒い物体は主級の前脚じゃないか。彼がこの顎の間に投げ込んでくれたのか。

　なるほど、流石に岩を嚙み砕くだく主級の大顎も、自分の体の一部をそう簡単に嚙み千切ることは出来ないらしい。

　そう結論に至ったギアールは、次に大顎に挟まれたまま摘つまみ上げられるような軽い浮遊感を感じた。だが、この自分と一緒に挟まれている巨大な脚のおかげで食い込みが浅かったためか、途中でずり落ち、主級に持ち上げられるようなことにはならなかった。

　見れば主級は自分が今その顎で捕まえているものが何か気付いていないのか、頭を大きく振り回しながら、何とか嚙み千切ろうと暴れている。

　あの主級の前脚が身代わりになってくれていなければ、もしかしなくても自分があんな風になっていたのかと思うと、今更ながらに怖くなり、大量の冷や汗が吹き出てきたギアール。

「ま、まあ、せっかく準備したんだ。記念に食らっておきたまえ」

　そうして震える自分を誤ご魔ま化かすように軽口を叩きながら、倒れ込んだ体勢のまま、今までとは比べ物にならない程に巨大な炎の鳥の魔術を主級に向けて放つ。




「ギ───────ッッ!!　────ギギ──────ィ───ッ！！！」




　声にならない悲鳴とはこういうことを言うのだろうか。

　見事に主級の顔に命中した炎の鳥は、ミラの油の蛇の魔術によって非常に火が付きやすくなっていたのも合わさり、その襞が密集している口の中にまで炎が広がる。

　痛みや熱さを感じるのかは分からないが、生命の危機であることは感じ取っているのだろう。自らの体に纏まとわりつく火を消すために、あちらこちらの大岩に突進を繰り返す。

「今度はこっちに来たぞ!!」

「ってオイオイ、もしかしてあの体勢って」

「岩陰に隠れろ!!」

　だがいつまでも消えない炎に今度は何を思ったのか、今までとは少し変わった動きを見せる主級に、ゴッツたちは警戒を表すが、すぐにあることに思い当たる。




　ヒクヒクと少し痙けい攣れんしながら、まるで狙いを定めるように尾部の先をゴッツたちに向ける主級。事前に酸を飛ばすという情報をサートから得ていたから、すぐに何をしようとしているのか察しがついた。

　だが角度が悪い。ゴッツは思わず舌打ちする。

　幸いこの四階層には身を隠すことの出来る大岩がそこかしこに点在しているが、主級が暴れた影響で身近にある大岩は殆ほとんどが砕かれて身を隠せそうにない。結界を張れる魔術師親子も距離が遠く、あてには出来そうもない。

　だが身を隠せるほどの大きな岩まで逃げるとなると、瞬発力の高い猫や犬の獣人ならともかく、それ以外の獣人や自分のような人間は数秒はかかってしまう。

（範囲は広く、体長の五倍ほどが射程、だったか？）

　間に合わないな。

　もう今すぐにでも酸を吹きだそうとしている主級を見てそう悟る。

「ええい、だったら一か八か!!」

　岩陰まで間に合いそうにない一部の獣人やアーグに向けて、大声で指示を出す。

「翅を、盾にしろおおおお!!」

　その直後に主級が噴射した酸は凄すさまじい勢いでゴッツたちを襲った。

　一瞬ではあったが、バゴンッと空気を押し出すような大きな音が辺りに響くと同時に、霧状の酸が岩肌や地面を溶かしていく。

　ジュウジュウと音を立てながら岩を溶かす様を見ると、人に直撃すればただでは済まないことが容易に見て取れる。




「流石にゴッツたちが心配だが、今はこいつをどうにかするのが優先！」

　ゴッツたちを助けるにしても、いつ第二波が来るか分からない状況では救助など不可能。

　今は一刻も早くこの怪物を追っ払うことが重要だと判断したサートは、水素と酸素の濃度を上げた空気の塊を主級めがけて解き放つ。




　瞬間、辺りに響く爆発音。




「やべ、濃度調整ミスった」

　ちょっと火の勢いを強めるだけのつもりだったのに。

　だがこれには流石の主級もこたえたのだろう。未だ消えない炎が更に激しさを増し、もはや限界という様子でサートたちに背中を向けて、迷宮の奥へと走り去っていった。




「逃げた、のか？」

　そんな主級の姿を見た誰かがふと呟つぶやく。

「俺が後を追う!!　ミラはゴッツたちの救助！　早く!!」

「は、はい！」

「他の奴らは撤収準備!!」

　あの主級が逃げ去ったという事実に現実味を感じずに放心していた他の者たちも、そのサートの声に現実に引き戻され、慌ただしく動き出した。







「大丈夫ですか？　エルマルドラ様？」

「……い、今まで、どれほど鍛えようと肉が付かなかった自分が恨めしかったが、き、今日ほど、自分が細身でよかったと思えた日は無いよ。あ、あとだね、情けない話だが、今更怖くなってきて、こ、腰が抜けてしまって動けないんだ。悪いがサイス君、肩を貸してくれ」

「いや、あれは無理ないって。むしろその程度で済んだことがすげえよ」

「ああ……ありがとうアイラ君。だがこれから先、何度あの光景が夢に出てくるのか考えると、い、今から憂ゆう鬱うつだ」

「それは、なんと言えば良いのか……」

「負けるな、頑張れとしか言いようがないな」

　その言葉を聞いたギアールは「安眠がまた遠のいた」と、がっくりと頭を下げるのだった。




「ゴッツ！　アーグ！　大丈夫ですか!?」

「ホヴゥ！　無事か！」

　ミラが水で地面に溜たまった酸を洗い流しながらゴッツたちの下へ駆け寄る。

「おーう。なんか意外と大丈夫だったぜ、鎧よろい以外は」

「お肌もちょっとピリピリするわね」

「オラもう今度こそ死んじまうかと思っただ」

　強い不安に心が押おし潰つぶされそうになりながらも、もしもの時は一刻も早く治療を始めなければという思いでたどり着けば、何とも軽い返事が飛んできた。

　よく見ればわずかに革鎧の端が溶けかかっている以外は、特に大きな怪我もなく、その姿を確認してようやくミラは安あん堵どの溜ため息いきをつくのだった。

「良かった……」

「サートの声も聞こえたぜ。早いとこ撤収準備を終わらせようや。またあの主級が戻ってこない内にな」







「おお、本当に逃げとる」

　一方、逃げた主級の後を気付かれないように追っていたサート。

　これも本能なのだろうか、燃え続ける炎を消すために、以前サートが釣りをしていた湖まで主級がたどり着き、その水で消火する姿を確認していた。

「やっぱり逃げるって選択が出来る程度の知能はあるのか」

　ユーザスが地下四十三階で戦った蟻は、どれも逃げるといった行動を取る様子が無く、ただひたすら敵に向かって突き進んでいくだけであったという。

　そう考えると、この主級は翅はねが付いていることや知能が高いことから、もしかしたら女王蟻候補といった特別な個体だったのかもしれない。

　そこまで考えたところで、一つ嫌な疑問が頭をよぎる。

　ここまで痛めつけられても主級は同じ階層のこの湖までしか逃亡をせず、そこから更に奥へとは動こうとしない。そして、ここでユーザスの言葉を思い出す。




『推測の域を出ないが、おそらく迷宮のさらに下層の何かから逃げているのではないかと私は思っている』

「あんなところからここまで、一体何から逃げてきたんだか」

『相当ヤバイものが現れたのだろうなぁ！　あっはっはっはっは！』

「ええい、やかましい！」

　自分の記憶の中の人物に文句を言うサート。

「帰る！　もう俺帰る！　厄ネタとか知らん！　面倒事も全部サイスに放り投げる！　あのアシャットとかいう男についてもひとまず保留！」

　と、何で休日なのにこんなに気疲れしなければならないのかと一人キレるサートは、次こそはゆったりとした休日を過ごすと心に決めてゴッツたちの下へ戻った。








第十一章　～後始末～









「おーい、佐藤君。今ちょっといいかね？」

「何ですか部長？　あ、給料アップですか？」

「上げてやってもいいが、仕事も増やすぞ」

「ですよねー。では」

「待て、逃がさんぞ。佐藤君、今日の業務が終わった後に部署全体での飲み会があるだろう？」

「ありましたね。なんか抱えていた大きな案件が無事終わったとかで、その慰労会でしたっけ？　中止になったんですか？」

「いや、実はその慰労会の余興で隠し芸大会をやることになったんだが、いまいち人数が集まらなくてな。で、佐藤君。君なんか隠してる芸とかない？」

「因ちなみに俺も出るぞー」

「おお、後藤君。良いところに」

「先輩何やるんですか？」

「皿回しと腹踊り」

「いつの時代ですかそれ」

「参加賞は飲み会の会費が無料だぞ」

「うーん……でもなあ」

「優勝者には金一封もあるぞ」

「う────ん……」

「因みに全て部長の自腹だ」

「やります」

「佐藤君、君今どこで参加を決めたのかね？　参加賞か？　金一封か？　それとも私の自腹か？　部長気になる」




「という訳で不肖ながら佐藤聡さとる、マジックをやらせていただきまーす！　まずはスプーン曲げからー」





◆　　◆　　◆






「主ぬし級が弱っている今が好機だ！　奴が少しでも回復する前にやるぞ、急げ！」

「急げ急げ！　今日中にけりをつけるぞ！　お前ら今まで休んでたんだから、力は有り余ってるだろ！」

「馬車が足りねえぞ！　誰かまともに計算できるやつをこっちによこしてくれ！」

「武器なんざ意味ねえ、邪魔だ！　それよりも薪だ！　燃えるものを用意しろ！　枯れ葉でもいい、とにかく大量にだ！」




　サートたち救出部隊が迷宮から帰還すると、出口のすぐ傍そばで大勢の冒険者たちが待機しているのが目に入った。

　それが事前にギルド長の手配した予備部隊であると聞かされていたゴッツたちは、素早く彼らに救出の結果を報告する。

　もしもの場合は第二陣の救出部隊として、そして間違っても主級を迷宮の外に出さないための最終防衛戦力として、何があってもすぐに対応が出来るように待機していた彼ら予備部隊は、ゴッツたちの報告によって主級討伐隊へとその役割を変えた。




　主級を討伐するならば、傷を負って弱っている今が一番のチャンスである。脚と翅を一本ずつ失って機動力が落ち、一番の脅威であった衝撃波も放てない主級だが、明日あしたにはどうなっているか分からない。

　せっかく与えたダメージもすぐに再生してしまうかもしれないし、今でこそ湖の傍で弱った体を休めているが、違う階層へ移って見失う可能性もある。恐らく今回の一連の戦闘によって、冒険者たちが危険な敵であるということが、主級の頭に刻まれたであろう。

　次に接敵するときはより用心深く、手て強ごわくなっているはずである。

　であるならば、主級討伐のチャンスは敵が一番弱っていて、なおかつ居場所が判明している今を置いて他にはない。

　そう判断したゴッツたち救出部隊と、話を聞いた予備部隊の冒険者たちは、すぐに行動を開始した。

　幸い、今回の救出作戦で死者は出なかった。また、生傷は多いが動きに支障をきたす大きな怪け我がをしたものもいない。さらに馬車での移動で比較的体力に余裕があったため、救出部隊に参加した冒険者も、数名を除いて予備部隊と一緒に主級討伐に加わることになった。




　なのだが──────




「あれ？　サートはどこに行った？」

　今回の救出作戦の陰の功労者の一人であるサートの姿が、どこにも見つからないことにゴッツが気付く。

　急げ急げと周りが慌ただしく主級討伐のための準備をしている中、何人かの冒険者が作戦の打ち合わせをしようと同じくサートを探していたが、いつの間にか姿が消えていて、いくら探しても見つからない。

「おーい、だれかサートを見なかったか？　いつも目深にフードを被かぶっている魔術師だ」

「こちラも先ほどかラ探していルのだが、見つかラん」

「……あの、そのサートさんなんですが……」

　数少ない優秀な魔術師で、今回の救出作戦の時にも痒かゆい所に手が届く便利さを発揮したサート。

　件くだんの主級〈アント〉との戦闘では欠かすことの出来ない重要人物の一人であった、その人物を探していると、ミラがどこか気まずそうに声をかける。

「───は？　帰った？」




『今日は本当は休日なのに、朝から働きすぎて疲れたのでもう帰ります。というか流石さすがに今日はもうマジで無理。余ったキャラメルあげるから許して』




「と、そう伝言だけ残して止める間もなく……」

「うわ言いそう」

「無責任だと怒ルべきか、そレともここまで付き合って貰もらっただけでも有り難いと思うべきか……」

「後者にしとけ。その方が精神的にも楽だ。でもそうか、サートがいないとなると少し作戦も考え直さないとな」

　幸いというべきか、ミラを始めとした魔術師たちの活躍によって、何よりも厄介だった主級の衝撃波は当分放つことの出来ないダメージを与えることが出来た。そのため、サートがいなくても一瞬で全滅ということにはもうなりえない。

　それを理解しているからこそサートも帰ったのであるが、主級討伐にサートがいるだけで色々と楽になるため、ぜひとも討伐隊に参加をしてほしいというのが正直な気持ちであった。

　だがいないものは仕方がない。

「お貴族様と姫騎士団の魔術師は当然無理として、サートもいない。あとはミラと、あの親子の魔術師がどれだけ回復できるかだな」

　貴族の魔術師、ギアール・エルマルドラは、姫騎士とサートによって気絶させられた姫騎士団の魔術師を含む生き残った姫騎士団員の護送手配で手が離せない。

　そもそも救出作戦くらいならまだしも、本格的な主級討伐にまで参加する義理は無く、立場的にも許されないギアールは、救出隊に参加した冒険者たちに軽く謝罪をした後、すぐにギルド長との会談に向かってしまった。

「ま、いないもんはしゃあない。上う手まく作戦がハマれば十分勝算はある。急げ急げ！」

　無い物ねだりをするよりも、ある物だけでどうやりくりするかを考えよう。

　そう結論に至ったゴッツたちは、足早にそれぞれの準備へと戻って行った。

「あの、サートさん面倒事を全部僕に押し付けて行ったんですけど、怒って良いですよね僕」

「まあまあ、サートからの差し入れ食って落ち着け。美う味まいぞ」





◆　　◆　　◆






「よし！　目標を発見した」

「予想通り、まだ湖の傍から離れずにいたか」

「よかった、こレで第一条件は達成だ。皆に知ラせルぞ」




『主級は湖の水で自分の体に纏まとわりつく炎を消したあと、その場から離れるそぶりを見せない。恐らく、当分の間はあそこから動かずに体を休めると思うよ。多分ね』




　主級が逃亡し、その後を追ったサートから得た情報をもとに、斥候に長たけた獣人が匂いを手掛かりに主級の居場所を探す。そして、情報通り湖のすぐ近くで静かに佇たたずむ主級の姿を発見した。

　いつもならば、ここで遠とお吠ぼえで遠くの仲間に情報を伝えるところだが、今回はなるべく主級を刺激しないようにするために、僅わずかな見張りを残して素早く主級討伐隊の本隊のもとに戻る。

「よぉしよぉし、ここまでは予定通りだ。だが山場はここからだぞ、ビビッて先走んなよお前ら」

「さて、我慢比べの始まリだ」

　斥候からの報告を聞いたゴッツたちは、馬車に乗せた大量の薪を人の手で動かせる手押し車に移し替え、主級のいる湖に向けて移動を開始する。

　そしてあと少しで湖にたどり着きそうなタイミングで、複数の班に分かれ、主級の位置を確認しつつまるで追い込み漁でもするかのように主級を囲っていく。

　あえて湖の方面にのみ逃げ場を空けた半円状の陣を敷いた討伐隊は、全員が配置に着いたことを、一部の獣人にしか聞こえない犬笛の一種を使って全体に知らせた。




「どうやラ準備が終わったようだぞゴッツ」

「こちらも魔術を発動する準備は出来ています」

「なあに、もしもの時は私たちが動きを止めて見せるさ。なあ息子よ」

「おうよ親おや父じ。その間に態勢を整えるなり逃げるなりすればいいさ」

「頼もしいねぇ、んじゃやるぞ」

　ミラたち魔術師組の準備も万端だということを確認したゴッツは、もう一度犬笛を使って作戦開始の合図をする。

　そして自分たちの目の前にある大量に積まれた薪に火を付けた。

　火が付きやすいように、そしてすぐに大きな火が出るように大量の獣脂が塗りつけられていたその薪は、狙い通りそう時間が経たたないうちに炎の勢いを増していった。

　ゴッツたちだけでなく、主級を囲うように配置されていた他の討伐隊の班からも同じように勢いよく炎が上がり、辺りにパチパチと木が燃えて弾はじける音が響き渡る。

　先ほどから水辺を動かずに体を休めていた主級も、その熱と音によって流石に異変を察知したのか、大きな動きこそは見せていないが、まるで周囲を警戒するかのようにその二本ある触角をせわしなく動かし始めた。




「よし、ここからだ。……今更だけどよ、超怖いんだが」

「本当に今更だな。重リにしかなラないとはいえ、武器も持たずに主級に近づくのだかラ」

「誰だよこの作戦考えたやつ。馬鹿だろ」

「自分のことをよく分かっていルじゃないか、馬鹿」

　少しでも恐怖を紛らわすためか、軽く愚痴を叩たたきながら、よく油を沁しみ込ませた松明たいまつに火を付けてゆっくりと主級の前に姿を見せたゴッツとガラン。

　左右を見れば同じように激しく燃え盛る松明を手に持った冒険者仲間たちが、緊張でひきつった顔をしながら姿を現していた。




「俺様挫くじけそう」

「真っ先に突撃して翅はねをもぎ取ロうとした奴が何を言うか」

「そういうのとはまた別なんだよ」

　ゆっくりと少しずつ主級を囲うように近づいていくにつれて、内臓が締め付けられるような恐怖が体を駆け巡る。

　一歩踏み出す度に気力を削られ、主級がピクリと動きを見せるだけで、まるで背筋が凍るような錯覚に陥る。

　やっぱりもっと違う作戦にするべきだったかと遅すぎる後悔をするゴッツ。

　ただ、これ以外の作戦もどれも似たり寄ったりで大した違いのない物ばかりで、せめて時間と戦力にもっと余裕があればと内心で舌打ちをする。今はただこの恐怖に耐えられなくなって暴走する仲間が出ないことを祈るばかりであった。




「動く……気配はないな」

「サートの予想通り、火を警戒しているのか？」

　じわりじわりと少しずつ距離を縮めてくるゴッツたちに対して、主級は大きな動きを見せることはなかった。

　頭の触角を激しく動かし、口の中にある炎に焼かれてボロボロな襞ひだを、未練がましくギチギチとまるで威嚇をするように擦こすり合わせてはいるが、決して自分から近づこうとはしない。それどころか僅かではあるが、ゴッツたちの持っている松明の火から遠ざかろうと後ろに下がってすらいる。

　それを見たゴッツたち討伐隊は賭かけに勝ったとひとまず安あん堵どをしたが、それでも危険な対たい峙じには変わりはない。主級と真正面から睨にらみあい、慎重にまた一歩距離を詰めていく。




　松明を持って主級に近づく者も、周りで作戦の推移を見守る者も、胃が痛くなるような緊張の中、ミラは来たるその時に備えてただひたすら集中力を高めていた。

　ゴッツたちが一歩進めばその分主級も後ろに下がり、どこまでいけるか、いつこの均衡が崩れるのか分からない我慢比べも、ついに湖の水に主級の体の一部が触れる位置まで下がったところで終わりを迎える。




「よし、ここまでだ。全員止まれ」

　ここまで来たら、あとはこの位置と状態を出来るだけ長く維持するのみ。

　ゴッツが手振りで周りにそう伝えると、松明を持った冒険者たちが動きを止め、そしてそれを合図にミラが練りに練って準備していた魔術を発動させる。




　パチパチと木が燃えて弾ける音と主級の威嚇する音のみが響く迷宮内で、ずるりと音も無く一匹の水の蛇が湖面から主級の巨大な脚を這はい上がっていったかと思えば、パキリッ、とその細長い体を氷へと変えていく。

　そして二匹、三匹と同じように主級の脚元から水の蛇がその巨きよ軀くを這い上がってはその身を凍らせていった。

　そう、この魔術こそが主級討伐の切り札であり、ゴッツたちが危険を冒してまで主級を湖まで追い込んだ理由である。

「よーし、後はいかにこの状態を維持するかだな。このまま睨みあいが続いてくれれば良し。時間は俺たちの味方だ」

「頼むからそのまま動いてくレルなよ」

　ゴッツたちの持つ松明の炎やその後ろの燃え盛る巨大な焚たき火びの炎によって、主級の注意を引いている隙に、水の蛇たちはどんどん自らの体ごと主級を凍らせていく。




　今回の討伐作戦は言葉にしてしまえば非常に単純だ。

　冒険者の中でも力自慢のホヴゥとゴッツによる全力の攻撃でも、掠かすり傷一つ付かない硬い外殻を持つ敵をどのように討伐するか、そう考えた時に取れる手段は限られている。

　当然だが武器による物理攻撃は論外として、それ以外で真っ先に思い付いた案は焼き殺すという方法であった。

　熱で殺せばどんなに敵が硬くとも関係が無い。

　先の救出作戦の時にも実績のあった有力な作戦だが、しかし強力な火の魔術を扱える魔術師が討伐作戦に参加できないことから、この案は見送られることになった。

　そして次善の策として討伐隊に参加するメンバーが実行でき、なおかつ主級を倒すことの出来る確率が一番高い方法が、ミラの魔術で敵を丸ごと凍らせるという案であった。

　サートの情報によると、幸い敵は湖の傍から離れる様子が無いということだ。ゼロから水を生成する必要が無いため、ミラからも、凍らせることだけに集中することが出来れば、あの主級の巨体でも氷漬けにすることは可能だという言葉を得ることが出来た。

　後は如何いかに主級を湖の傍から離れさせず、暴れさせずに時間を稼ぐかを考えた結果が、ゴッツの提案した、主級に植え付けられた炎に対する警戒心を利用する方法だったのである。




「あのお貴族様の魔術師、エルマルドラ様だったか？　もう足を向けて寝られねえな」

「サートはどうなんだ？」

「サートなあ……。いや、感謝はしてるんだぞ？」

　やってることは一見地味だが唯一無二の働きをしているし、実際サートがいなければ相当の被害が出ていたことは明らかだ。普通に考えたらいくら感謝をしてもし足りないのだろうが、いかんせん普段の言動と性格で台無しなのである。

　酒場で安い飯を食べながら不ま味ずい不味いと言っているイメージが強すぎて、いまいち凄すごみというものが感じられないサートであった。

「あいつらなんだかんだ余裕そうじゃねえか」

「主級がすぐ目の前にいるのに雑談ですもんねぇ」

　流石の胆力というべきか、緊張感が無いというべきか、そんな二人を見てアイラとサイスが思ったことを口に出す。




　このまま時間を稼ぐことが出来れば、それだけで主級の力をもっても抜け出すことの難しい、氷の檻おりに閉じ込めることが出来る。

　しかし、

「まあそう上手くいくわけねえわな」

　いくら外殻で覆われているために冷たさに鈍いとはいえ、流石に違和感を覚えたのだろうか。それとも火に慣れてきたせいで主級の注意を引くことが出来なくなったためであろうか、今まで睨みあいを続けてきた主級が大きく体を揺らし始めた。

「ミラ、第一作戦は失敗だ！　次の作戦に切り替えてくれ！」

「はい、分かりました！」

「行くぞ息子よ」

「おうよ親父」




　既に主級の体の三分の一程を氷漬けにしていた氷の檻が、バキリバキリと激しい音を立てながら崩れ去っていく。

　初めからこれだけでけりが付くとは思っていなかったが、欲を言えば主級の体の半分を氷漬けにするぐらいまでは時間を稼ぎたかった。そこまで行けば如何に主級とて簡単に氷から抜け出すことは出来なかったはずだ。

　だがまだ主級が完全に氷の檻から抜け出したわけではない。

　脚の半分はまだ氷漬け状態で湖に拘束をされている。他の部位にも氷が張りついており確実に主級の動きを阻害する重りとなっている。

　その状態からさらに主級の動きを封じるために、魔術師の親子が結界魔術で主級を拘束していく。

「悪いが魔力がまだ完全に回復しきれていなくてな。長くは持たんぞ」

「いえ、十分です」

　その言葉通り、結界魔術で動きを封じられた主級に対して、ミラはすぐにあらかじめ準備をしておいた新たな魔術を発動した。

　本来ならば修練が足りずにまだ制御を仕切れていない危険な魔術であった。だが水場の傍であるゆえの負担の軽減と、いざという時のために用意をしていた、体の負担など度外視した虎の子の秘薬と魔道具の力を借りてドーピングを重ね、無理やり魔術を行使する。

　その魔術は一度だけ母リラに見せてもらったことのある魔術であり、見た目は今まで通りただの水の蛇と変わりはない。

　ただしその性質はえげつないほどに恐ろしいものとなっていた。




　ぽちゃん、と湖から水の蛇が這い出たかと思えばそのまま主級に向かって這いずり上がっていく。

　それだけだと先ほどの魔術と変わりが無いように見えるが、違うのは水の蛇がその体を凍らせるのではなく、液体の状態で主級の体に絡みついたままだということ。

　そしてその最初の一匹を皮切りに数十、数百の水の蛇が一斉に湖から飛び出して主級の体を這いずり回る。

　見る者が見れば悪夢としか映らないその光景に、主級も危機感を覚えたのか激しく暴れようとその巨体を震わせた。

「ぬう、やはり魔力が……」

「大丈夫です。どんなに暴れようとも、もう遅い」

　流石は主級というべきか、その桁けた違ちがいのパワーで氷の檻を振り切り、その身を拘束している結界魔術すら今まさに破ろうとしている中、ミラだけは冷静にすでに決着がついたことを確信していた。




　主級が頭を振り回し、翅や脚を激しく暴れさせて体に纏まとわりつく水の蛇を振り払おうとするが、どんなに激しく動いてもその水の蛇たちは全くと言ってよいほど振り払われる気配を見せない。

　そしてその間にも水の蛇はどんどん生まれ、今や数千単位の蛇の群れが主級の体を覆い尽くさんとばかりにその体表を這いずり回っていた。

　遠目から見れば、それこそ湖から現れた巨大な水の蛇が、主級を丸ごと飲み込もうとしているようにすら見えただろう。




　強力な粘性を持った水。

　言うならばただそれだけの魔術であるが、その効果は絶大であった。

　既にその巨体の全てを水の蛇に飲み込まれた主級は、そこから抜け出そうと必死にもがくが、その動きは非常に鈍い。

　まるで水みず飴あめの中で溺おぼれてしまった羽虫の如ごとく、あれだけ恐ろしかった主級が少しずつ動かなくなっていく様子を、誰もが言葉を発さずに只ただ々ただ見守るしかなかった。

「……エグイな」

「ミラだけは怒らせないようにしよう……」

　ここまでくればもう誰の目から見ても決着がついたことが分かったが、それだけでは終わらなかった。

　もはや動きを完全に停止した主級を、水の蛇はそのままずるりずるりと湖の方へ引きずり込もうとする。

「ん？　おーいミラ、もう十分じゃないか？」

「……すみません、やはりかなり無理があったようで……。今、魔術が暴走中で制御が出来そうにありません」

「へ？」

「今は全力で距離を開けるようにだけは制御をしているのですが、そのあとどうなるのかは私にも分かりません」

「……因みに、最悪の場合はどうなるよ？」

「……大爆発？」




「総員、退避─────！！！」





◆　　◆　　◆






「とまあ、こんなことがあったわけよ」

「締まらないなー」

「お前にそれを言う資格は無いんじゃないかと思うんだが」




　七日後、見事隠し芸大会で準優勝に輝き、そして皿回しと腹踊りに負けた心の傷を釣りで癒すために、のこのことこの世界にやってきたサートは、出待ちしていたゴッツたちに呼び止められる。

　自分たちでは手に負えそうもない問題が発生したために、少し知恵と手を貸して欲しいと言うゴッツに、サートはすぐに主級に関することだろうと推測した。

　だがしかし、主級を無事討伐したということは既に聞かされているし、その主級に関わる問題にしては日が経たちすぎている。一体何が起きているのか少し気になったため、危険性が無いことを確認したうえでゴッツたちに付き合うことにした。

　そして目的地である迷宮地下四階層まで荷馬車に揺られながら、一週間前にサートが帰ってから起きたことを最初から聞かされたサートは、だんだん親の良くないところに似てきたミラの将来に不安を抱きつつ、大いに笑っていた。




「主級の真ん前で松明たいまつ一本で睨にらめっことか、ないわー」

「上手くいったからいいんだよ」

「ないわー」

　馬鹿ここに極まれり。

　それが一番確率の高い方法だとしても、普通思い付いてもやるかという話である。

　何より付き合わされた他の冒険者たちが可哀かわい想そうだが、結果を見れば誰も死者が出ずに終わり、本人たち的には良い度胸試しとして自慢話が増えた程度に落ち着いているらしい。

　元より、主級討伐なんていうものは大量の犠牲と引き換えになされる偉業であるため、作戦が失敗して死者が出ても大して騒がれることもなかっただろう。

　その分、今回の『紙一重の向こう側作戦』（サート命名）は今後冒険者の間でいろんな意味で長く語り継がれる武勇伝となるだろうことが予想される。

「もう、サイスが不ふ憫びんで不憫で。そりゃ白髪も増えるわ」

「それもお前が言う資格は無いと思うんだが」

　こうしてお互いに軽口を言い合うせいでなかなか話が進まず、話の途中で四階層に到着してしまう。

「で、結局問題ってなんなの？」

「見りゃすぐにわかるよ、ほれ」

　向かう先はこの四階層にある湖。

　サートの釣りスポットであり、主級の逃げた先であり、討伐された場所でもある。

　そして、その場所にたどり着いたサートが見た光景とは──────




「お、おれの貴重な釣りスポットが……」

　湖が一面氷漬けにされている光景であった。

「ワカサギでも釣れってか!?」

　一瞬だけそれも有りかもしれないと思ってしまったが、よく考えたらそんな魚がいるわけがないことに気付き、再び絶叫するサート。

「ミラの魔術が暴走してな、主級を湖の中まで引きずり込んだかと思ったら、そこから凍結し始めて今じゃこの通り湖が全面氷漬けだ」

「おお本当だ、すげえ。氷の中にでっかい蟻んこが埋まってるのがはっきり見える。……ってそうじゃない、魚まで凍りついてんじゃん！　全滅じゃん！」

　ご丁寧に湖の表面だけではなく、底まで全て凍っているおかげで、湖の中の生物は全滅している。

「うーん、この環境保全という言葉に全力で喧けん嘩かを売っている感じ、ここまで来たら逆に感心するわ」

「問題ってのは、この氷が硬すぎてせっかく苦労して討伐した主級を回収できないことなんだよ」




　よく見れば、凍った湖の上で複数人の冒険者がツルハシのようなもので湖面を削っていたり、氷の上で火を焚たいて氷を溶かそうと悪戦苦闘している姿を見つけたが、どれも上手くいっているようには見えなかった。

　それを見たサートは近くにあった人の頭ほどの大きさの石を浮かせて、試しに全速力で湖面に向かって射出する。

　しかし、激しい衝突の音を響かせるも、結果は氷に罅ひび一つ入れることなく石だけが砕け散って終わることになった。

「あ、無理だわこれ」

「今のでもダメかぁ」

「というかこれまだ魔術が生きてるなあ……。どんだけ無茶したの？」

「あの親子も同じこと言ってたな。ああ、本人はいまだに反動で寝込んでいるぞ。命に別状はないらしいが」

　湖全体を凍らせるほどの魔術の暴走である、無理もない。

　きっと今頃ベッドの上で無気力感と倦けん怠たい感、そして果てしない飢餓感に、この世の地獄を見ていることだろう。

「で、どうにかなんのか？」

「どうにもならんなー。まだ生きてるってことは、つまーり、多少削ったり溶かしたりした程度じゃすぐまた元通りよ」

「……俺たちが地道に夜通し氷を削っていた努力は？」

「……良い鍛錬にはなったんじゃないか？」

　その言葉を聞いて膝ひざから崩れ落ちるゴッツを無視し、指を三本立てながらサートが続けて言う。




「選べる選択肢は三つ！　ひとーつ、時間が解決するのを待つ！」

　ただし、それがどれだけ先になるのかは完全に予測がつかない。

「ふたーつ、この魔術を上回るほどに強力な魔術で無理やり溶かす！」

　そんなことが出来る魔術師がいるのならば、今こうして困ってなどいない。

「みっつ、今すぐミラが覚かく醒せいしてなんかすげーパワーアップして魔術を完全制御する！」

　勿もち論ろんそんな都合の良いことなど起こるはずがない。




「詰んだ」

「俺も新しい釣り場を探さないとなあ……」

　そうしてそれぞれの悩みを抱えたまま重い空気を漂わせ、湖の氷を何とかしようと悪戦苦闘している冒険者をしばしの間二人して眺めながら黄昏たそがれていると、サートが懐から発される魔力の気配を感じ取る。

「ミラめ、後でお見舞いついでにネチネチいじってやる……お？」

　これは、とサートは懐からいつぞや見た覚えのある紙を取り出し、その手の上に出した火の玉で火をつける。

『来たか、サートよ』

「おお、ナイスタイミング！　そうだそうだあなたが居たんでした。今暇ですよね？　ちょっと迎えに行くんでこっち来てくださいよ。面白い物が見れますよ」

『は？』




　仮にも元師匠に対して失礼すぎる態度である。だがこの時のサートの内心は、また碌でもない面倒事に巻き込まれる前に、こちらから巻き込んでやるという気持ちで満みち溢あふれていた。

　ただでさえ今日はちょっとした用事が控えているのに、これ以上貴重な休日を潰つぶされてたまるかという強い決心をしたサートである。怠けるためにやる気を出すという、ある意味本末転倒なことになっていることにはまだ本人は気が付いていない。

「喜べゴッツ、まさかの選択肢その二が向こうから来てくれたぞ。偶たまには巻き込まれる側の気持ちを思い知れってんだ」

『本音が漏れておるぞ馬鹿者』

　自分の弟子から卒業し、一人の魔術師として対等になった途端にこれである。

　サトラクだった時代から時折片へん鱗りんを見せてはいたが、流石にその二扱いまではされていなかったというのに。

　そんなに嫌だったのか、と少しだけ今までの自分の分析を修正したユーザス。ただし反省の色は見られない。




「サートお前もさあ、実は結構馬鹿だろ」

　以前ミラを訪ねて来た際に直接ユーザスと会ったことがあるゴッツは、その時に野性の勘ともいえる本能の部分で、この人物の危険さというものを嗅かぎ取っていた。

　そして魔術師について詳しいことは何一つ分からないゴッツでも、ユーザスが飛び抜けた存在だということは、ミラの態度から察することは容易であった。

　そんな存在に対して失礼とフランクを行き来するサートに対して、今度はゴッツが呆あきれる番となった。

「それと俺ちょっとした用事を思い出したから、迎えに行ったら後よろしくゴッツ」

「こいつ一人だけ逃げるつもりですよ、良いんですかい？」

『少々卒業の判断を早まったかもしれんなあ……』





◆　　◆　　◆






「さてと、何とか嵐をやり過ごせたことだし、早いうちに用事を済ませるかな」

　あの後なんとか無事に、ユーザスの興味をミラの暴走した魔術に対して向かせて、さりげなくその場から離れることが出来たサート。逃げる際に「まあ、今回だけは勘弁してやる」という言葉が聞こえた気もするが、気のせいだということにした。

　実は内心では結構やりすぎたかもしれないと今更ながらにビクビクしていたが、今日中に済ませなければならない用事があるというのも噓ではない。

　次にユーザスと会う時に機嫌をとるためのお土産を何にしようかと考えながら向かった先は、町の治安の良いところに店を構えている少しだけ高級な宿屋である。

　その宿屋の主人と少しだけ言葉を交わすと、建物の奥にある個人で宿泊するための個室に案内をされた。




「おお、良かった。まだ生きとる」

「それはもう、こちらも特別気を遣いましたから」

「我わが儘まま聞いてもらってすまんね。感謝するよ」

　そう言って懐から貨幣が詰まった財布を主人に渡すサートに、宿屋の主人は小さく礼をすると、また店番へと戻って行く。

「さて、そろそろ起こさないと本当に永眠をしてしまう」

　その部屋のベッドに寝ていたのはアシャットと呼ばれていた迷宮奴隷であった。

　あの主級相手に生き残ったとはいえ、本来であれば所有者である姫騎士団にその身柄が返還されるか奴隷商人に買い戻されるところを、サートがギアール・エルマルドラと交渉して身柄を買い取ったのである。

　ギアールにしても、そして姫騎士にしても元々使い潰す予定であった迷宮奴隷一人の所有権を手放したところで何も影響はない。それどころか忙しい中で、少しでも手間が省けて有り難いとばかりに、すんなりと奴隷の移譲交渉は終了した。

　しかし、ただでさえ身分の高い姫騎士団の生き残りたちのために、現代で言うところの治療院に相当する施設のベッドの数に余裕がない状況で、奴隷に割ける空きがあるはずもない。

　だがいくら外傷の治療はしたとはいえ、油断すると今度は衰弱死しそうな人間を放っておくわけにもいかない。仕方なしにそれなりに信頼の出来そうで最低限のモラルがありそうな高級宿にサートが連れて行き、面倒を見てもらえるように頼んだのである。勿論十二分な金銭とともに、保険として次に自分が来るまでにちゃんと生きていたら、更に倍額を支払うという約束も忘れずに。

　そのおかげというべきか、一番最初に見た時はなぜ生きているのか逆に不思議なほどに衰弱しきっていた顔も、まだまだ瘦やせ細ほそっていることには変わりはないが、それでも多少生気を感じさせる程度には回復をしてきているようであった。

　サートはそんな青年に影から取り出した瓶に入っている薬を口から少しずつ流し込み、その額をトントンと数回指で軽く叩たたいた後に、軽く魔力を流し込んで活を入れる。

　これで体力を回復させるためにミラにかけてもらった睡眠の呪まじないは解け、目を覚ますことが出来るだろう。







『お、早速目を覚ましたか。おはよう、進しん藤どう朝あさ斗と君？』




　サートが呪いを解いてすぐに青年が反応を見せ、ゆっくりとその瞼まぶたを開いた。

　だがまだ頭が覚醒をしていないのか、サートが日本語で話しかけてもいまいち反応が鈍い。そしてまるで何かを探すように、ベッドに寝たまま骨の形が目立つその細い腕を動かしている。

『探しているのはこれか？』

　そう言って、今はもう本来の用途では使用することの出来なくなった眼鏡を渡す。

　レンズも抜け落ち、もはやほとんど針金同然となったその眼鏡を、青年はとても大切そうにゆっくりと瘦せ細った手で握りしめた。

　自分の大切なものを見つけたおかげで、ある程度の精神的なゆとりが出来たからだろうか、ここにきて自分が日本語で話しかけられているということに気付いた青年は、目を見開いてサートを凝視する。

『お、やっと反応があった。いやー、鼓膜が治ってなかったらどうしようと思っていたところだ』

『あ……、の……』

　まだ頭の処理が追い付いていないのか、それとも声が上手く出せないのか、必死に何かを言おうとしている青年だが、なかなか言葉が出てこない。身体からだを起こそうとするがそれも出来ず、咳せき込む青年にサートは声をかける。

『無理しなくてもいい、時間はある。そうだな、まずはゆっくり自分の体の状態を教えてくれ。痛いか？　寒いか？　それともまだ眠いか？　素直に感じたことを言ってくれればいい』

　サートにそう言われた青年はひとまず無理に喋しやべろうとするのを諦あきらめ、ゆっくりと深呼吸をする。

　そしておよそ三回ほど深呼吸を繰り返した青年は、静かに口を開いた。




『お腹なかが……空すきました』

『第一声がそれかい。なんだか君とはすごーく仲良く出来そうな気がするぞ』

















間章　～熱のある食事～









「さて、食事が来るまで時間があるから、それまでちょっと話でもしようか」




　僕の目の前にいる謎の人物は、そう言って近くにあった椅子を手繰り寄せる。

　小さくよっこいしょと声を出しながら椅子に座ったその人は、自らの名前を佐さ藤とう聡さとると名乗った。

　意外と若い声をしている。

　フードで隠していたせいで最初は顔がよく分からなかったけれど、声を聴くまで、なんとなくもっと年を取った人なのだと思っていた。

　つられて思わずこちらも名乗り返してしまったが、思い出してみれば相手は最初からこちらの名前を知っていたということに気が付く。

　あの時はまだ目を覚ましたばかりで、頭が働いていなかったから、日本語で話しかけられていたのに反応が遅れてしまった。いや、正直今もぼうっとしていて頭が働いているとは言い難い。

　この世界に来てから碌ろくに食事を取れた記憶がない。常に空腹で頭に回す糖分など無かったし、今もそうだ。




　だからかもしれない。

　体の状態はどうかと聞かれたときに、お腹なかが空すいた、なんて言ってしまったのは。

　今思い返したら失礼なんてものじゃないけど、それを聞いた佐藤さんはカラカラ笑って食事の手配をしてくれた。

「と言っても、まだしゃべるのは辛つらそうだから、殆ほとんどこっちが一方的に話すことになるけどな。時間はあるんだ。聞きたいことはたくさんあるだろうけど、まあのんびり聞いてくれ」

　ここはどこなのか、あなたは何者なのか、聞きたいことは多くあるし、気になることもたくさんある。でも、言葉を話すのがまだ辛いのも事実だ。

「はい……、お願い、します」

　だからここはお言葉に甘えておこうと思う。

　今自分が無理して質問していくよりもスムーズに話が進みそうだ。多分だけど、佐藤さんもそれが分かっていてそう提案してくれたんだと思う。

　正直、怪しいなんてものじゃない。だけど今の僕には信じる事しか出来ない。

「おうおう、任せなさい。じゃあ、そうだなあ……」




　そうしていくつか質問を投げかけられる。

　生年月日や家族構成、通っていた学校の名前など、恐らく本人確認のようなものなのだろう。何回かやり取りをした後、数秒だけこちらを見つめた佐藤さんは、少しだけ声のトーンを落として言葉を発した。

「さて、進藤朝斗君。本人確認も取れたことだし本題に入ろうか。君が居なくなった後の家族のことと、君のこれからのこと、どっちを先に聞きたい？」




　その言葉を聞いて、自分の鼓動が少し速くなったのが分かった。




「……これからの、ことについて教えてください」

　そう答えた僕に、佐藤さんはそうか、と一言返すだけでそれ以上は追及をしなかった。

　佐藤さんの気遣いに感謝をすると同時に、その反応で僕が消えた後の家族がどんな対応を取ったのか分かってしまった。

　恐らくだけど、周りには海外かどこかに留学をしたと誤ご魔ま化かして、家の中ではもう僕は既に最初から存在しなかったものとして扱われているのだろう。

　不思議と、悲しくは無かった。




「君が今いるのはアルバという名前の町だ。この部屋は町にある宿屋の一室で、そこで君は一週間眠りっぱなしだった。そういえばどこまで覚えている？　でかい蟻の化け物と戦ったところまでは記憶にあるか？」

　そう言われて、自分が気を失う直前までのことを思い出してみる。

　確か、巨大な蟻の化け物から必死で逃げようとしていた時に、いきなり筋肉隆々の男が目の前に現れたことは覚えている。

「……大きな男の人が、あの化け物の注意を逸そらしてくれたところまでは……」

　そこまで覚えているなら話は早いと、佐藤さんは僕が気を失った後のことを教えてくれた。




　佐藤さんたちはあの蟻の化け物の討伐に向かった一団だが、元々は僕の買い取り者たちを救出するために集められた救出隊だったそうだ。でも結局、逃げ遅れた人たちの中で生き残りは自分しかいなかったらしい。

　本来ならば僕のような奴隷の身柄はそのまま所有者の手に戻るはずのところ、佐藤さんが交渉して所有権を移したらしい。

　相手もごたごたしていて奴隷の扱いについてまで手が回らない状態だったというのもあるけど、何より僕の体が衰弱しきっていて、放っておくとすぐにでも死んでしまうという状態だったのが一番の理由だったそうだ。

　怪我人を寝かせるための施設が埋まっており、かといって奴隷のためにベッドを空けさせて同じ部屋に寝かせるなんていうことができるはずもない。せっかく助けた唯一の生存者が死んで骨折り損になるよりは、という理由から佐藤さんへ権利を委譲された。

　佐藤さん曰いわく、死体の方がまだいくらか生気があるように見えたほど、僕の姿は酷ひどかったらしい。

「実はこっそり写メ撮ったんだけど見る？」

　そう言って懐から携帯電話を取り出した佐藤さん。久々に見る文明の利器に妙な新鮮さを感じるも、その画面に映った自分らしき物体を見るとそんな気持ちは吹っ飛んでしまった。




「うわ……」

　我ながらなんでこれで死んでいないのか不思議だ。

「さすが不死身と言われてるだけはあるわな」

　不死身？　何のことだろうか？

「なんだ、知らなかったのか。まあ無理もないか。あれだよ、肉盾として一回限りの使い捨てが基本の迷宮奴隷の中で、どんなに危険な目にあっても、何度絶望的な状況に陥っても生きて帰ってきた奴隷として、それなりに有名だったらしいぞ」

　そうなのか。なんだか分不相応な認識をされていて、複雑な気持ちだ。

　自分としては死なないように精いっぱい足あ搔がいていただけで、不死身だなんて言われても正直全くそんな気はしない。確かに結果として今も生きてはいる。だけど運が良かっただけだと言ってしまえばそれだけだ。

「いやいや、迷宮奴隷の損耗率を知ってる奴なら誰だって運が良かっただけなんて言えないって」

　そんな事を話しているとドアをたたく音が聞こえた。佐藤さんが返事をするとこの宿屋の従業員の人が静かに入ってきた。




『食事の用意が出来ました』

『お、待っていたよ。注文通りにしてくれた？』

『はい。今お持ちいたします』

　佐藤さんと短いやり取りを交わしたと思ったら、ぺこりと礼をして部屋の外へと戻って行った。

　この世界の言葉はまだ片言程度しか理解できないから、一体どうしたのだろうと閉まる扉を見つめていると、またすぐに扉が開かれる。

　そして今度は何やら小さな机のような台車を押して入ってきたかと思えば、その台車の上に載せられた木製の器から良い匂いが漂ってきた。

　その匂いを嗅かいだ途端にお腹が小さく鳴る。そして思い出す。

　そうだ、そういえばお腹が空いていたんだ。




「お待ちかねの飯だぞー」

　運ばれてきた食事を見ると、底の深い木の器に入れられたお粥かゆのような料理から湯気が昇り、香ばしくもどこか甘い、食欲をそそる香りがこちらまで届いてくる。

「麦と雑穀の粥と、煮豆のスープだ。弱った体にも優しい、消化が良くて且つ栄養価の高いものを作ってくれたみたいだな。さすが高級宿、注文通り」

　それに、と佐藤さんが付け加える。

「気付いていると思うけど、歯と顎あご、結構限界が来てるぞ」

　そう言って口元へ指を差した佐藤さんを見て、僕も自分の口を摑つかむように撫なでた。

「長い期間強く食い縛り続けてきた影響だな。歯自体がめり込んできているし、顎の骨にも影響が出てる。まあそれはまた今度治すとして、今はボロボロになっていた顎と歯をなるべく使わなくても食べられるようにって注文したから、ちゃんと食べやすいはずだ」

　そんな佐藤さんの気遣いに感謝して心から礼を言った。

　武器を振る時も、逃げる時も、痛みに耐える時も常に食い縛ってきたせいか、多分今の僕は戦う時以外は肉すら嚙かみちぎれない程度の力しかないだろうから。

「俺も腹が減ってきたし、早く食うべ」

　そして、最後に言ったのは一体どれくらい前だっただろうか。そんなことも思い出せないほど久しぶりに『いただきます』、と言った。




　目の前の湯気が昇る粥を木の匙さじを使ってゆっくり口に運ぶ。




「熱っ」




　その熱さに思わず声をあげてしまう。そうだ、湯気が出ていたことの意味を意識していなかった。

　また熱さで舌を火傷やけどしないようにふうふうと匙で掬すくった粥を冷ましてから、改めて口の中に運び入れる。




「美お味いしい」




　鼻を抜ける麦の香ばしさと、強すぎない程度に味付けをされた塩味。そして粥特有のほのかな甘みが今までにないほどにはっきりと感じられた。

　美味しい。

　心の底からそう思った。そして気が付く。




「……初めて、初めてこの世界で、熱のある物を食べました」

　温かい食事で気が抜けたせいか、思わず涙が出そうになった。

「泣くほどか」

「はい、泣くほどです」

　今まで自分に与えられていた食料といえば、粘土のような、味のしない芋のような何かが殆どだった。それも一度に大量に作り置きをされているために、日数が経たって不衛生で冷めきった冷たい芋だ。

　飢え死ぬよりはマシだと、異臭のする残飯や腐りかけの肉程度なら、そのうち何の抵抗もなく食べられるようにはなった。でもあの芋だけはどうしても慣れなかった。

　何か香辛料か調味料でもあれば多少はましになったのかもしれないけれど、そんな高価なものを与えられるはずもない。

　最初は空腹に耐えられず仕方なくそのまま食べ続けていたが、そのうちあの芋を食べ続けることと、食べずに飢え続けることのどちらがましか、そう悩むくらいにあの芋は不味かった。

「分かる。超分かる」

　君もあの芋の被害者か、と今までにないくらいに同情の眼めで見られた。そしてまるで嫌なことを思い出したかのような顔をする佐藤さん。

　多分僕も今、佐藤さんと同じような顔をしているのだろう。

　そうして、お互い思い出したくない記憶を流し込むように、煮豆のスープを口に運ぶ。

「うん、美味いな」

　このスープも体の弱った自分でも無理なく食べられるように刺激の強い味付けはしていない、なめらかで優しい味だ。

　舌で潰つぶすだけで簡単に潰れるほど柔らかく煮られた豆と、小さく刻んである玉ねぎのような野菜がとても美味しい。少しだけ入っている肉のそぼろが、良い出汁だしを出して食欲を刺激する香りを放っている。

　どこかコンソメスープにも似た風味のスープが、一口飲むごとに体に元気を与えてくれる気がした。

「まだ病み上がりで胃もかなり縮んでいるだろうから無理をするなと言いたいけど、悪いが無理してでも完食してくれ。点滴なんてないからな、栄養を補給しないと治るもんも治らん」

「はい……大丈夫です。ちゃんと食べ切れます」

　少し涙声になっているのが自分でも判わかった。




　今まで碌ろくな食事ができていなかった影響で胃がかなり小さくなっている。あれほど空腹だったのに、ほんの少し食べただけで、もうお腹いっぱいになりそうな気配がしてきた。

　だけど食べないと体がいつまでたっても回復しない。いつまでこうしてゆっくり体を休めることが出来るのか分からない現状、一刻も早く体を回復させて動けるようにならなくてはいけない。

　幸い、食事はとてもおいしいと感じることができている。だから多少量が多くても時間をかければすべて食べきることはできるだろう。

「時間はあるんだ、あせらずに食べな」

「はい」

　そうしてゆっくりと時間をかけて、何とか出てきた食事を完食することができた。

　少しお腹が苦しい。ここまでの満腹感はもしかしたら生まれて初めてかもしれない。

　お代わりをしてもいいぞと佐藤さんは言ってくれたけど、さすがに今回は遠慮をすることにした。




　今はただ、美味しいものを食べるというのはこんなにも幸せなことなのだと、余韻に浸っていたかった。








特別編　～そしてぬるい酒へ続く～









「暑い。死にそう」




　一人の男が誰もいないバス乗り場のベンチにぽつんと座って黄昏たそがれていた。

　ほんの一分前、バス停から三十メートル手前ですれ違ったあのバスが今日の午前最後の便だったということを、時刻表を見て知ったのだ。

　やはりトイレには後で行くべきだったかと悔いる。次のバスが来るまであと最低でも一時間は待たなくてはならないのだ。

「駅前なのにこの不便さ。我が地元ながら田舎すぎて困る」

　盆休みで実家に帰ってきたのに、初しよっ端ぱなからついていないと男は愚痴った。




　季節は真夏。

　太陽の光が真上から降り注ぎ、おまけに地面からも熱せられたアスファルトの放つ放射熱が容赦なく男の体力を奪っていく。

　街路樹から聞こえる蟬せみの鳴き声が余計にそれを加速しているような気がした。

　このままでは干からびてしまいそうだ。

　そう思った男はどうにかして涼を取ろうと辺りを見回すが、喫茶店なんてお洒しや落れなものはこの辺りには存在しない。

　元々利用客の少ない寂れた駅だから仕方のないことだろう。勿もち論ろん、タクシーが待機している筈はずもない。

　あるのは民家と、駅からかろうじて見える距離にあるコンビニが一軒だけ。相変わらずの不便さだと男は思った。




　進学を機に地元を離れてそのまま就職をした今なら、いつまでも変わらない故郷の有難味というやつも理解できなくはない。

　理解できなくはないが、こういう不便なところは多少変わったとしても誰も困らないのではないかと男は感じた。

「……アイスでも買うか」

　流石さすがに、コンビニの品揃えも昔と変わらないなんてことはないだろう。

　最近出た季節限定味のアイスがあれば良いなと期待しながら、男はゆっくりとベンチから立ち上がってコンビニまで歩いて行った。







「まさかの売り切れとは……」

　考えることはみんな同じということか、と昔ながらのソーダ味のアイスを齧かじりながらぼやく。

「……暇だ」

　次のバスが来るまで、まだかなり時間が残っている。それまで何も出来ることがない。

　暇な時間は別に嫌いではない。何も出来ることがないということは、逆に言えば何もしなくても良いということでもある。

　男はそんな時間を何よりも贅ぜい沢たくなひと時であると捉とらえていたし、就職する会社を探す時も、残業なし、休日出勤なしが売りの会社を選んだほどだ。

　その分給料も少ないため多少将来への不安はあったが、それ以外に現状への不満は特になかった。

「風でも吹けばまだマシなのになあ」

　だが残念なことに、駅前に植えられている目の前の街路樹の木の葉は、ピクリとも動いていない。

「あー、暑い」

　あまりの暑さに思考が停止寸前になった男は、手に持ったアイスが溶け始めていることにも気が付いていなかった。

　男がぼうっとしている間にもアイスは少しずつ溶け始め、ついにポタリと一滴の雫しずくが男の膝ひざに落ちる。




「冷てっ───────」




　完全に油断していたところに不意打ちのように訪れたほんのちょっとした刺激。

　それだけで充分だった。




「あ───」




　記憶喪失の人間が、ほんの些さ細さいなきっかけで過去の記憶を取り戻すことがあるように。




「そうだ──────」




　今まさに、男の頭の中では膨大な量の記憶の放流が起こっていた。




「───俺、前世魔術師だった」




　全てを思い出したその瞬間、世界が変わった。

　今まで自分は灰色に濁った水の中にいたのではないか。

　空の色が、日差しの温度が、虫の音が、土の匂いが、空気の味までもが、まるで夢から覚めたかのように五感が鮮明に、かつてないほどクリアに感じられた。

　覚かく醒せい。

　そんな言葉が男の頭をよぎる。

「なんで」

　だが、記憶の放流が終わった男の心は、たった一つの感情に支配されていた。

「なんで就活前に思い出さないんだよチクショウ俺の馬鹿……」

　もしそうなっていたら、こうして会社に入って働かなくて済んでいたかもしれないのに。

　佐さ藤とう聡さとる。前世の名前はサトラク。

　そして後にサートと名乗る男の新しい人生の第一歩は、後悔から始まった。





◆　　◆　　◆






　異世界へ転生したは良いが、まさか今頃前世の記憶を思い出すとは、と完全に想定外だったことに頭を悩ませる聡。




　生まれてすぐにとは言わないが、せめてまだ学生の時に思い出していたら色々楽が出来たのにと、今更どうにもならないことで悶もん々もんとしていた。

「あ、やべ」

　そんな風にひとしきり後悔し終わった後に、聡はようやくアイスが半分近く溶けかかっていたことに気が付いて、慌てて残りを食べ切った。

　何しろ給料が安いのだ。たとえ百円に満たない値段のアイス一本でも無駄には出来ない。

　前世の記憶を思い出してもそんなところは変わらなかった。

「薄給サラリーマンの悲しい性さがよ」

　そんな現実を実感すると同時に、アイスを食べたことで少しだけ頭が冷えたのか、いや待てよと一つの疑念が頭に浮かんだ。

「もしかしたら、これが最近巷ちまたで噂うわさの統合失調という奴なのかもしれん」

　今思い出したこの前世の記憶全てが自分の妄想なのではないかという懸念。

　だがその記憶も詳細までハッキリしているし、五感とは別に魔力を感じ取る新しい感覚も認識している。これは勘違いなどではないと心の底では理解しているが、それでも万が一という可能性がある。




「だったら実際に魔術を使ってみればいいじゃない、っと」

　そう口に出しながら頭の中で組み上げたのは風の魔術の発動式。

　前世で使い慣れた魔術であり、どうせならついでにこの暑さを軽減できれば一石二鳥であると考えてこの魔術を使った。

「普通に使えたな」

　何しろ転生してから今日まで二十数年振りに、そしてこの体では初めて使用する魔術なのだ。そのため多少の不安があったが、結果的に全て杞き憂ゆうで終わった。

「超涼しい」

　先ほどまでの完全無風な天気と打って変わって、現在は目の前の街路樹の木の枝がざわめいて木の葉が舞い散るほどの風が吹き荒れていた。

「いや待てよ、偶たま々たまちょうどタイミング良く風が吹き始めたという可能性もあるぞ」

　実際には魔術を発動する感覚も、コントロールしている感覚も全てはっきりと感じ取れている。

　ここまできたら最も早はや確定と言っても良いのだが、最後の一押しにもう一つ魔術を発動する。




「ああ、これは確定だわ」

　聡の目の前には宙に浮かぶアイスの棒が一本。

　自分の頰を抓つねりながら上下左右全ての角度から観察をしたが、どう考えても宙に浮いているそれを見て、ようやく自分の妄想ではないことを完全に確信した。

　使用したのは念動力の魔術だ。正確に言うならば、目に見えない魔力の塊で対象を包み込んで持ち上げたり、自由に操作をする魔術の基本技術である。

　基本ではあるが完全習得は容易ではなく、加えて習熟度にも大きな個人差がある魔術だ。軽くて小さな物を単調な動きでしか操れない者もいれば、見えない第三の手として強力な武器として使用する者もいる。

　そんな記憶を思い出しながら、リハビリとしてアイスの棒をまるでプロペラのように高速で回転させるように操り、最後はそのままゴミ箱に向かって放り投げた。

　見事狙い通りゴミ箱の中にアイスの棒が入ったところで、ちょうど午後一番の巡回バスがこちらに向かってくるのが目に入る。

「ナイスタイミング。ちょっとだけ運が上向いてきたかな？」

　楽しい盆休みになりそうだ、そう呟つぶやいて聡は到着したバスに乗り込んだ。







「うん、思ったよりも鈍なまってないな」

　楽しい楽しい盆休みも終わり、連休中の空いた時間を使って魔術の検証をした聡は、その結果に概ね満足していた。

　これは嬉うれしい誤算であった。後はもう少し勘を取り戻せば、殆ほとんど前世と変わらないぐらいの感覚で魔術が使えるだろう。

「……」

　だがしかし、ここまでは良かったのだが、同時に気付いてはいけない事実にも気が付いてしまった聡。




「……魔術って必要か？」




　現代生活をする上で、魔術を使う必要性などほぼ皆無だという事実に。

　昔の勘を取り戻したところで、現代社会でそれを活いかす機会なんて、人生の中で一体どれほどあるのかという現実に気が付いたのだ。

　試しに前世の記憶を取り戻したあの日から今日この日まで、検証目的以外で使用した魔術について思い返してみる。




「まずは念動力で遠くにあるリモコンを手元まで持ってきたな」

　ただし実家と違って今住んでいる部屋はワンルームのアパートだ。八畳もない広さの部屋の中では数歩も歩かずに手に取ることが出来るため、わざわざ魔術を使う必要性は薄いと言って良い。

「あと、風魔術で風を起こして涼を取った」

　基本的にエアコンのある部屋で仕事と生活をしており、外に出るときも自動車か交通機関で移動をするため使えなくても困らない。むしろ温度管理という点でいえばエアコンの方が優秀だ。

「錬金を使ったスプーン曲げで宴会の持ちネタを増やした」

　ある意味ではとても重要だが、年に何回もやる機会は訪れないだろう。それに、わざわざ錬金を使わなくても出来る人は出来る。

「転移魔術で会社から一瞬で自分の部屋に帰った。これは結構有用じゃないか？」

　本当は、最初は実家から直接自分の部屋へ帰ろうとしたのだが、そうすると復路分のチケットが無駄になってしまい、損した気分になって結局のんびりと駅弁を食べながら電車に揺られて帰ってきた聡。

　それならば自分の家と会社との移動に利用できないかと考える。転移した先がどんな状況なのか分からないため通勤時には使えないが、会社から帰るときならばトイレの個室など人目に付かないところで転移をすれば問題ないだろう。

　ただし、一番重要な朝の通勤ラッシュを回避できない時点で、利便性という点では半分以上価値が下がったと言える。ついでに、時々ある自動車出勤の日には使えないので、評価は一時保留。

「影魔術はまだ使ってないけど、絶対に盗まれない金庫代わりになるかな？」

　アパート住みの薄給サラリーマンに盗まれて困る物など、預金通帳や個人情報が記載されている書類のような小物しか存在しない。はっきり言ってわざわざ金庫に入れておくほど重要な物など今は無い。

　いざという時のための防災グッズ一式を常に持ち運び出来るということが、一番役立つ点だろうか。




　そのあともいくつか魔術の使い道を考えた。だが最終的に出た結論としては、あれば便利だが無くても特に困らない、むしろばれたときのリスクを考えるなら無い方がマシ。これが現代社会における魔術の立ち位置であった。

　もっと言うと、魔術が使えるということが周囲にバレてしまうことが何よりも怖かった。

「具体的には変な宗教の勧誘とか、下手したら自分が教祖扱いの新興宗教が現れそう」




　そしてもう一つ重要なことがある。

　魔術師としての技能と感覚を取り戻した今だからこそ分かったことなのだが、この地球には現在でも多くの神秘が存在していることが判明した。

　幽霊や妖よう怪かい、精霊やその他空想上の生物など、未いまだ姿こそ確認はしていないがそういった存在がいるだろう痕こん跡せきを見つけている。

「仙人とか、本物の霊能力者とかも存在するかもしれんなあ」

　もしかしたらテレビを見ていてインチキだと笑い飛ばしていた霊能力者や超能力者たちの中には、本当に力を持っている人がいたかもしれない。今まで馬鹿にしててごめんなさいと心の中で謝りながら、一番重要なこの世界の魔術師・魔法使いの存在と、そういった者たちが組織する協会とネットワークについて思案を巡らす。




　もし現代にも魔術師が存在しているとするのならば、表社会に情報を漏ろう洩えいさせないために、全世界に及ぶ大規模な秘密組織も同時に存在するはずだ。インターネットその他通信技術が発達している現代で、魔術という存在が世間に露見していない現状、そういった組織が存在するのはほぼ確定と言って良いだろう。

　そんな中にいきなりどこの馬の骨とも知らぬ、よく見れば自分たちと全く違う系統の怪しい魔術師が現れたら、まず間違いなく面倒な展開になることが予想される。

　それに何も魔術師に限ったことではない。霊能力者の組織かもしれないし、超能力者かもしれない。なんにせよ下手をすれば国家ともつながりがあるかもしれない何かしらの異能を持つ組織と関わり合いになるのは、あまりよろしくない未来につながる可能性が高かった。

「といってもまだまだ想像の域を出ないんだけど、用心に越したことはない。あまり魔術は使わないようにしよう」

　実際、使わなくても私生活で困ることなど何も無いのだから。

「でも老後の貯金は欲しいよね」

　でもそれはそれ、これはこれ。

　金の前にはどんな理由も全て平等に無価値なのである。給料が低いのが全部悪いのだ。







「そういう訳で、老後の貯金を増やしたいんですけどなんか良いアイデアありませんか？」

「働け」

「それ以外で」




　ここ数日如何いかに魔術を利用して楽にお金を稼ぐか、そのことばかりを考え続けた結果、何か悩みがあるのではないかと周囲に誤解をされてしまった。

　仕事に影響は出ていないが、休憩時間の度に難しい顔をしながら唸うなっている聡を見て、一体どんな悩み事を抱えているのかと心配した職場の先輩が、仕事帰りに悩みがあるなら相談に乗ってやると食事に誘った結果がこれだ。

「ここのかぼちゃ超美う味まいっすね」

「てめえこのやろ」

　前世の記憶や魔術など、細かいところは適当にぼかして伝えたせいで余計に軽く聞こえたのだろう、思わず聡の頭をはたいてしまった先輩を責められる者は恐らく誰もいない。




　今二人がいる店は会社からの帰り道の途中にある洋食屋だ。駅の近くではあるが、駅前の居酒屋通りとその反対方面にある高級住宅街との、ちょうど中間地点に存在している落ち着いた雰囲気の店である。

　昼間は喫茶店として、夕方からは豊富なメニューと値段の安さを売りにしている洋食屋として店を開いているらしい。値段の割にボリュームもあって味も良いという、意外とグルメな先輩の自信を持っておすすめするお店だった。




　外もだんだん暗くなってきた頃、スーツを着たいかにも仕事帰りのサラリーマン二人が頼んだメニューは網焼き野菜セット。お店自慢の旬の野菜たちを炭火の七輪でじっくりと焼き、特製のピリ辛肉味み噌そダレにつけて食べるだけのシンプルなメニューだ。

「獅し子し唐とう美味え」

「ピーマン美味い」

　七輪で焼いている時点で、果たしてこれは洋食なのだろうかと聡さとるは疑問に思ったが、細かいことは気にしないことにした。それほどまでに味が良かったのだ。

　こんなに野菜を美お味いしいと感じたのは、小学校の夏休みに祖父母の家で氷水で冷やされたキュウリとトマトを丸齧かじりしていた時以来であった。




　最初は肉が無いせいで、空腹の自分にとっては物足りないと感じるのではないか、聡はそう心配したがどうやら杞憂であったようだ。むしろ肉類を注文しなかったおかげで、その分胃のスペースに余裕ができることが嬉うれしかった。

「焼き肉屋で食べる野菜とは全然違いますね」

「だろう？　自分が納得できる品質の野菜しか扱わないっていう店主の拘こだわりでな。この人は絶対に信頼できるって農家さんを店主自ら探してきて、それがだめなら自分で畑耕して一から作っちまうんだと」

「へえー。じゃあただの網焼き野菜をメニューにしている理由ってもしかして」

「野菜を焼いただけでもこんなに美味えんだ。そんな野菜を使った料理ならいったいどれだけ美味いのかって想像力が働くだろ？」

　ガッハッハと周りの客の迷惑にならない程度に声を抑えて高笑いしながら、先輩が聡の質問に答えていると、新しい料理が机に運ばれてきた。




「お待たせいたしました。こちら、当店特製の夏野菜カレーと追加の焼き野菜セットになります」

「「おおー」」

　この店のお子さんだろうか、アルバイトをする学生にしてはまだ大分若い、中学生くらいの男の子が、慣れた手付きで注文した料理を運んできた。




　その料理の皿から漂ってくる香りに思わず歓声を上げてしまう二人。焼き野菜は七輪の上から移したばかりなのだろう。よく注意すると、まだ野菜からじゅうじゅうとつい先ほどまで網の上で焼かれていたことを証明する音が聞こえてくる。




　野菜についた網目模様の綺き麗れいな焼き目と勢いよく立ち昇る熱々の湯気。

　それだけでも涎よだれが垂れそうなほど食欲を刺激するのだが、今回はそれを軽々上回る暴力的といってよいほどのカレーの香りに釘くぎ付づけになった。




　見た目はいたってシンプルな普通のカレーライス。

　どこにも奇抜な工夫は施されていない、昔ながらの正統派のカレーライスだ。皿の端っこに乗っている真っ赤な福神漬が良いアクセントになっている。

　敢あえて特徴を言うならば少し大きめに切られたゴロゴロとした野菜が山盛りで、とても具沢山であるという点だけだ。




「今時珍しいくらいの正統派カレーライス。でもそれが良い」

「分かるか。こういうので良いんだよな、こういうので」

　二人分のカレーが出で揃そろったところで、改めていただきますと手を合わせてから食べ始める聡。




「……！」

　一口食べただけで分かった。この店は良い店だ。




　王道で、真まっ直すぐな味をしたカレーである。こんなに何の小細工もされていないカレーライスを食べたのは本当に久しぶりだった。

　これから通いつめよう。聡はそう心に決めた。

「茄子なす最高」

「玉ねぎ最高」

　それからしばらくの間お互いに無言で、ただひたすら無心でカレーを食べ続けていた。お代わりも二回した。

　先輩なんかは常連らしく、焼き野菜を肉味噌ダレの代わりにカレーにつけて食べたりもしていた。それを真ま似ねして聡も同じようにカレーにつけて食べた結果、結局焼き野菜セットも追加で注文することになってしまった。




「……美味かった。もうなんていうか、すんごく美味かった。財布の中身がピンチだけど悔いはないです」

「常連一人追加決定だな。あ、そうだ、老後の貯金がどうのって話なんだがな」

　ひとしきり食事も終わり、流石にもう食べ切れないと、食後のコーヒーを飲みながら余韻に浸っていると、ふと思い出したかのように話を最初に戻した聡の先輩。

　コーヒーの美味さにも驚きながら、先輩が何か妙案でも思いついたのかと期待して耳を傾ける。

「副業をしてみるのはどうだ？」

「やっぱり働く以外に選択肢は無いですか。というか、うちの会社って副業可でしたっけ？」

　働かずに寝ているだけでお金が入ってくるような名案でも教えてくれるのかと期待していたが、やはりそう都合良くはいかないかと項うな垂だれる聡。

「良くもないが駄目でもない。やるならばれないようにってのが暗黙の了解だな。うちの会社、時間の余裕だけはあるからよ。何を隠そうこの店に卸している野菜の一部は、俺が趣味で畑を借りて作った野菜だからな」

「なんという意外な才能。初耳なんですけど、両方とも」

「意外と多いぞ、趣味と実益を兼ねて副業してる奴。しかも結構良い稼ぎになるんだよなーこれが」




　趣味と実益。その言葉を聞いてそれだと聡は思った。

　今まで如何に魔術を利用して楽に稼ぐかばかりに目が行っていたが、要するにお金になるような趣味を持てばよいのだ。働かずにお金を稼ぐとまで行かなくとも、遊んでいるだけでお金になる。なんと素晴らしい事だろうか。

「……良いことを思い付いてしまった」

「なんか取り返しのつかないことをしてしまった気がするが、まあいいか。頑張れよ」







　翌日も仕事があったため、思い立ったが吉日とはいかなかったが、それでも次の日の仕事帰りに早速準備に取り掛かった聡。

　動きやすい服と丈夫な靴。そして自分の頭の中のイメージとぴったり合った、適度に使い古した身体全体を上から下まで隠せるコートを古着屋で探し出した。

　最後に実家の近くで拾った、自分の背丈ほどもあるちょうどいい長さと形状の木の枝を装備すれば見た目は完かん璧ぺきだ。

　通帳の残金がかなり危うい状態になってしまったが、これも必要な初期投資として割り切る。

　そしてその全ての準備を終わらせて廻めぐってきた土曜日の朝。とうとうその時はやってきた。




「如何にも怪しい魔術師っぽい服装良し、なんか適当に杖つえっぽい木の枝良し、心の準備も良し。完璧」

　一通り必要となりそうな物を身に着け終わり、指さし呼称をして最後の確認も完了する。

「では、いざ我が魂の故郷へ向けて───」

　特別気合を入れるわけでも、楽しみだと心が弾むわけでもなく、まるで近所のスーパーにでも行くような声色でそう呟つぶやいた聡。

　そんな彼の心情を表すかのように、音も光もなく、瞬きよりも短い時間でいつの間にか聡はこの世界からいなくなっていた。





◆　　◆　　◆






「───里帰り成功」




　おそらく人類初だろう、自力で世界の壁を跨またいだ里帰りだ。

　そう、聡の思いついたこととは即すなわち、自分の前世の世界に行ってお金を稼ごうということなのだ。

　周囲を気にせず、魔術を使っても問題がないところとはどこか、そう考えた結果思い付いたのが自分が前世で生きていた世界であったのだ。

「うん、座標もぴったり狙い通り。流石俺」

　そう言って辺りを見渡した聡が立っている場所は、つい先ほどまで立っていたアパートの部屋ではなく、太陽の日差しが僅わずかしか入ってこない、埃ほこりだらけの薄暗い部屋の中だった。

　決して広いとは言えないその部屋には、調剤道具を始め、さまざまな書類の束や一般人には何に使用するのか理解できないような多くの道具が散乱していた。

　だが、そんな部屋の中央だけはぽっかりと穴が開いたように物が置かれておらず、その代わり一瞬絨じゆう毯たんに見間違えてしまうほどに細かい文字で、びっしりとなにやら幾何学的な模様が描かれた床が目に入る。

　そしてその模様が描かれた床の更に中心には、まるで即身仏のように衣服をまとったままの白骨死体が佇たたずんでいた。

　そんな見る人が見れば悲鳴を上げそうな光景に、聡は意味がないと分かっていながらもつい癖で手を合わせて拝んだ後、躊ちゆう躇ちよなくその白骨死体の懐を漁あさっていった。

「お、良かった。まだあった」

　聡はその白骨死体が身に着けていた指輪や腕輪といった貴金属や、その他価値のありそうなものを全て回収した後、しばらく目の前の白骨死体をじっと眺めていたかと思えば、すぐに身を翻してその部屋の扉を開けて外へと出て行く。

　その部屋から出るまで、聡は一度も後ろを振り返ることはなかった。







「たしかこっち方面に行けば街道があったはず」

　部屋から一歩外に出ると、そこは山の中だった。

　まるで隠れるように山の岩肌の陰にあった扉をまた目立たないように元に戻し、記憶を頼りに山を下っていく聡。

　雑草の生い茂った道なき道を進み、藪やぶが邪魔をして通れなそうな場所はその上を飛んで乗り越える。さらに風魔術を使って、自分の周囲に危険が無いかを常に察知出来るように気を張りながら、慎重に歩みを進めていく。




　常人ならば迂う回かいしたり大きな回り道をしなければならない険しい道のりを、聡は魔術を駆使してほぼ一直線で最短ルートを進むこと約一時間。途中で休憩も兼ねてひと際高い木の頂上で何か見えないかと目を凝らしていると、遠くに木の生えていない一筋の線のような地面が微かに見えた。

「お？　もしやあれは道じゃないか？」

　ようやく見つけた人里に続く手掛かりに思わずテンションの上がる聡。

　いちいち地面に降りるのも面倒だと言わんばかりに、そのまま空を飛びながら視界に入ったその場所へと向かっていった。




「やっぱり街道だったか」

　目的の場所に降り立った聡は、地面についた馬の蹄ひづめと車輪の跡を見て、やはりこれは人の通った道であると確信した。だが、問題はこの道をどちらの方向へ進めば目的の町にたどり着くのかということである。

「太陽が向こうからあっちに動いているから、東はあっちか。だとすると、俺の記憶では街は多分こっち方面だったような気がするけど、まあ進めば分かるか」

　もし違っていたらまたここに戻ってくれば良いのだ。こういう時に転移魔術が使えるのは本当に便利である。色々と制約もあるが、有るのと無いのとでは全く違ってくる。




　そう開き直って意気揚々としばらく歩いていると、風魔術による探知範囲内に複数の反応が後ろから入ってきたことを感知する。

　その正体を探るために聡さとるは立ち止まって後方に意識を集中し、規模や移動速度から、おそらく馬車を引き連れた行商隊ではないかと推測した。

　さらにその団体に向けて風魔術を応用した集音の魔術を使用すると、多くの人間の話し声が聞こえて来る。その内容は道中の食事が不ま味ずいだの、そろそろ野宿ではなくちゃんとした宿に泊まりたいだの、長旅に関する愚痴などが大半であった。

　だが時折聞こえてくる有用な情報をつなぎ合わせると、やはりこれから街へ食料品やら雑貨などを売りに行く行商隊の一団で間違いないようである。

　また、馬の蹄の足音の数や馬車の軋きしむ音の多さから、個人や零細の行商隊ではなく、それなりの規模がある行商隊であることが分かった。

「丁度良い。歩くのにも疲れてきたし、相乗りさせてもらえないかちょっと頼んでみるか」

　ここから目的の町まではもうそんなに遠くないはずだが、どうせなら情報収集も兼ねて久しぶりに馬車に乗ってみたいと思ったのだ。

　幸い馬車代の代わりになるだろう物は先ほど手に入れている。相手がどのような商人なのかまだ分からないが、こういった状況で馬車に相乗りすることは別に珍しいことではない。何か特別な事情でも無い限り、問題無く相乗りをさせてもらえるだろう。




　休憩ついでに後ろから行商隊が追い付いてくるのを適当な倒木に座って待っていると、一息ついて余裕が出てきたのか、先ほどまでは気にもしていなかった鳥の鳴き声や木々のざわめきが耳に入ってきた。

「お、この鳴き声はたしか……」

　街道の両脇は一歩踏み込めば木々が生い茂る深い森となっている。定期的に人と馬車が通らなければすぐにでも森に浸食されてしまいそうなほど自然と隣り合わせにあるため、野生の生き物の気配が非常に濃かった。

　そんな中でも一際目立つ、まるで弦楽器でも奏でるかのように囀さえずる鳥の声に聞き入っていると、そこにだんだんと近づいてくる馬の蹄の音も混じってきた。

「んー、聞こえてくる足音の数は、馬が二頭分か。本隊じゃなくて先遣隊、斥候かな？」

　早くも第一異世界人発見か、そう思って足音をより鮮明に聞くために耳に手を添えながら、近づいてくる蹄の音を分析する。風の魔術を使用しているのだからそんなポーズをしても何の意味も無いのだが、習慣とは恐ろしいものだ。




「お、来た来た。おーい！」

「旅人か？　こんなところで一人で……いや、もしや魔術師か？」

「急に呼び止めてすまないな。実は少し頼みがあるんだが」




　やってきたのはやけにがっしりとした体格の馬に乗った二人の男。一人は豊かな髭ひげを蓄えた壮年の大男で、もう一人はそれとは対照的に長身ではあるが細身の年若い青年であった。

　二人に共通しているのは後ろに束ねた鉛のような灰色の長い髪の毛と腰に携えた朱色の剣、そして背中に背負った黒い弓矢だ。武器の良よし悪あしにはあまり詳しくない聡でも一目で業物と分かる、迫力のある武器を身に纏まといながらも、それに違和感を感じさせない本人たちの雰囲気から、かなり腕が立つ者たちなのだろうと推測する。

　先に行商隊の情報を手に入れていたから良かったものの、これで彼らの服装が革鎧よろいであったなら確実に名のある冒険者だと勘違いをしていたところだ。

　そんな彼らでもやはり魔術師は珍しいのだろうか、まるで珍獣を見るかのような目つきで聡をじろじろと観察している。

　だが、もうすでに前世でそんな事には慣れきっている聡は、二人から向けられる好奇の視線を無視して、これからこちらへ向かってくる行商隊の本隊の馬車に相乗りさせてもらえないかと申し出る。




「出来れば今日中に街へ辿たどり着つきたかったんだが、体力が持ちそうになくてな。金は無いが換金できる物なら持っているし、他にも現物で良いならいくらでも用意できる」

　そう言って先ほどの白骨死体から回収した細かな装飾が施された指輪を一つ、壮年の男性に渡す。

　今の自分にはもう必要のないものだ、後生大事に取っておいても使い道は無い。ならばこうして世に出した方がこの指輪も幸せだろう。

「それ位なら別にかまわんよ。もうすでに何人か拾っているのだからな。それよりも、よく我らが行商隊だと分かったな」

　壮年の男は聡から手渡された指輪を鑑定しながら、同時に疑問に思ったことを聡に投げかける。青年の方はもとから無口な性格なのだろうか、少しだけ離れた場所で馬を宥なだめながら静かにこちらのやり取りを観察していた。




（あ、これはちょっと怪しまれているかな？　でもまあ無理もないか）

　そんな彼らの様子から自分が少し怪しまれていると感じ取った聡。

　こんな場所に人間が一人で佇んでいたことも疑われることになった一因だが、それよりも二人を呼び止めて数分が経たった今でも行商隊の本隊が近付いてくる音はしないのに、何な故ぜ自分たちが行商隊の一行だと分かったのかが気になったのだろう。それも、一見しただけではとても商人には見えそうにない、武装した相手だからなおさらだ。

　賊の一味が自分たちの行商隊を狙って待ち伏せをしていたのではないか、そう警戒されるのも当然だといえる。

「これでも魔術師の端くれだからな。こんなことぐらいは出来るのさ」

　警戒されても仕方がないというのは分かるが、それで馬車に乗れなくなってしまうのはよろしくない。自分に掛けられた疑惑を払ふつ拭しよくするためにもここは少し恰かつ好こうをつけておこうと、指をパチンと鳴らす。

　すると緩やかな風が吹いたかと思えば、その風に乗って馬車が走る音と人の話し声が二人の耳に流れてくる。

「これは……」

「風魔術の応用でね。休憩している時に周りの警戒をするためにこの魔術を使っていたら、何やら楽しそうな話し声が聞こえてきたんだよ」

「この一際目立つ笑い声は団長だな。人が真面目に斥候をしているときにずいぶんと楽しそうだ。いびきをかいている奴もいるな」

　そう言って大男は呆あきれたように苦笑する。




　少し警戒心が解けたような相手の様子を見て、聡は指パッチンが綺き麗れいにきまって良かったと、少しずれた方向に安あん堵どする。これでもし失敗しようものなら、魔術師という何をしても不思議はないというある種の信頼された怪しい雰囲気でごり押ししよう、という作戦が完全にぶち壊しであったのだ。

「なるほどなるほど、そういうことか。いや、疑って悪かったな魔術師殿。これも仕事のうちなのだ、許してくれ。恐らくもう暫しばらくもしないうちに後ろの仲間たちが追い付いてくるだろうから、その時に私が口添えをしよう」

　その言葉に聡は礼を言い、これから久々に乗る馬車に心を弾ませた。







「久しぶりに馬車に乗ってみたいとか思っていたさっきの俺をぶん殴ってやりたい」

　聡は周りに聞こえないように小さな声でそう愚痴った。

　馬車に乗り始めて最初の方はまだ良かった。聡と同じく旅の途中でこの行商隊の同じ馬車に乗せてもらっていた数人の冒険者と、情報収集をしながらも雑談を楽しむ余裕があったのだ。だが、時間が経つにつれてだんだんと無視をすることのできない問題が発生する。




「尻しりが、痛え」




　以前は、と言っても前世のことだが、あの頃は馬車に長時間乗っていても平気だったのにずいぶんと鈍ってしまったものだ、と昔を懐かしむ聡。荷馬車に積みこまれていた商品のクッション材兼、馬の非常食として用意されていた乾燥藁わらの入った麻袋を尻に敷いても焼け石に水だった。

（いっそのこと怪しいヨガパワーの如ごとく宙にでも浮こうか？　浮いてしまおうか？）

　よしやろう、そうしよう。

　そう意気込んだその時、聡たちの乗っている馬車が停止をする。一体どうしたのだろうかと御者に尋ねてみると、大休憩の時間だと返された。




　周りを見渡せば今いる場所は先ほどのような馬車が二台すれ違うのがやっとの細い街道ではなく、もとからここで休憩する馬車のために草木を刈りとって整備されたのであろう、左右に大きな膨らみのある道となっていた。また、ここで馬を休ませるついでに火を使った温かい食事でもするのだろうか、他の馬車からも人が降りてきては簡易的な竈かまどを作って火の準備をし始めている。




（……そういえば俺も腹が減ったな）

　そうとくればやることは決まった。

　気付けば太陽もかなり高い位置に来ている。一度お腹なかが空すいていることを自覚すると、今日はいつもより早く朝食を食べたせいもあって余計に空腹感が強くなってきた。

　これは急がなければならない、そう思った聡は御者に一言伝えると街道沿いを外れて森の中へと入って行った。




　何をするつもりなのかと御者や周りの人間が尋ねる隙もなく、一瞬で森の奥へと消えて行った聡は、そのほんの数分後に機嫌の良さそうに軽い足取りで戻ってきた。

　そのあまりの早さに、周りの人々はもしかして用を足しに行っただけなのではないかと一瞬思った。だが、聡の手に摑つかまれているでっぷりと太った二羽の山鳥と、その横で宙に浮きながら地面に着かない足をじたばたさせてもがいている一羽の野の兎うさぎの存在を見て、聡が何をしに森に入ったのかを察する。

「手持ちの食糧が尽きてたんだ。食べ切れない分は馬車代として納めるから、一緒に混ぜてくれ」

　その聡の言葉を聞いたとたん、周囲から歓声が上がる。




「お前は良い奴だ！」

「鳥の羽を毟むしるのなら俺に任せてくれ！　湯が沸き上がるまでに全部終わらせてやるよ！」

「兎まで捕まえたのか！　あんなに警戒心が強くてすばしっこい奴を良く捕まえたなあ」

「やっぱり魔術を使ったのか？」




　今まで得体のしれない魔術師相手にどういった態度で接すればよいのか分からずに、少し距離をとっていたにもかかわらず、益があると分かるや否やそんな遠い過去のことは忘れたとばかりに盛り上がる姿に、商人としての逞たくましさを垣かい間ま見みた聡。

　聡がその変わり身の早さに驚いてボケっとしている間にも、竈の準備は着々と進められ、大きな鍋なべに食材が放りこまれていく。その割り込む隙のない手際の良さに、聡はただじっと食事が出来あがるのを待つしかないのだが、そんな手て持もち無ぶ沙さ汰たな聡に、山鳥の羽を毟っている男がその作業を続けながら話しかけてきた。

「こんなに立派なズズ鳥は久々に見た。それも二羽なんてよっぽど運が良かったんだなあ、魔術師さんよ」

「ん？　ああ、こいつの独特な鳴き声自体は時折耳に入ってたからな。後は逃げる前にどう捕まえるかだけさ」

「今更だけどよ、食っちまって良かったのかい？　生きてりゃ高く売れたんだぜ？」




　まるで弦楽器を奏でるかのような独特な鳴き声が特徴のこの鳥は、その色鮮やかな羽の色も相まって非常に高値で取引されている。勿もち論ろん、食用としてではないが、食べても非常に美味いことで有名だ。

「もう少し小柄で瘦やせている奴なら考えたが、こんなに美味そうに肥えた奴を見つけてしまったらもう食べるしかないだろう」

「ははっ、そりゃそうだ！　まあせめてこの羽の代金くらいは払うさ。これだけでもそれなりの値で売れるんだ」

　警戒心が強く少しの物音でもすぐに飛び立ってしまうためになかなか捕える事が難しい山鳥や、同じく警戒心が強くてすばしっこい兎も、聡さとるにとっては風魔術で音をかき消して遠くから念動力の魔術で摑んでしまえば、捕獲することは特別難しいことではない。

　なんならもう何羽か捕まえてきても良いくらいなのだが、流石に追加の獲物を捕えてきても、その下処理が終わる時には既に食事が済んだ頃になってしまうだろう。




「よし、これで下処理は終わりだ。後は適当な大きさに切って鍋に放りこめば良い」

「随分と早いな」

「なあに慣れだよ、慣れ」

　それにしても驚くほどの手際の良さだった。これも旅の途中の短い休憩時間に如何いかに効率良く食事の準備を終わらせるか突き詰めた結果なのか、辺りを見渡してみれば聡がついでに捕えた野兎も既に皮が剝はがされ、解体まで済まされていた。

「これも職人技ってやつなのかね」




　水を入れた大きな鍋に、保存のために塩漬けされて萎しなびた葉野菜と近場で摘んできた山菜を放り入れ、そこに正確には判断できないが稗ひえか粟あわのような穀物も入れる。更に手で小さく千切った干し肉を追加して水分が飛ばないように蓋ふたを被かぶせて一煮立ちさせる。

　皆で協力して簡易的な竈を作り、火を熾おこしてからここまでの作業は流れるような手際だった。そんな光景に彼らの旅の経験の豊かさを感じた聡は、下手に手伝おうとしてこの流れの良さを邪魔したくないと思い、少し離れた場所で彼らを見守るだけに留とどめた。

「本当は兎の骨を砕いて一緒に鍋に入れたいんだが、ちゃんと味が染み出るまで煮込むとなると街に着く頃には日が暮れちまう。悪いが肉は骨つきのまま焼いてしまおうと思うんだが、それでも構わないかい？」

「こっちは獲物を狩ってきただけで後は全部そちらにまかせっきりなんだ。感謝こそすれ、文句を言うつもりなんて全くないさ」

「そうかい。そう言って貰もらえるとこちらも気が楽ってもんだ。代わりと言っては何だが、食事が出来上がるまでこれを食べててくれ」




　そう言って渡されたのは聡が捕まえてきたズズ鳥の心臓と肝の串くし焼やきであった。

　いつの間に準備をしていたのか、もう既に中までしっかりと火が通っており、パチパチと油が弾はじける音が響き、表面にも綺麗な焼け目がついていた。




　お腹が空いている今の状態で、肉が焼けるその音と香りの誘惑はとてもじゃないが抗い難いものであった。だがこれも日本人として生きてきた影響なのだろうか、くれるというのなら遠慮なく貰いたいところなのだが、数に限りのある貴重な内臓の串焼きを自分が食べてしまうのは、どうしても気が引けてしまう。

　そんな聡の内心を見抜いたかのように、男は遠慮することは無いと大きな声で笑いながら、これは獲物を狩ってきた者の特権だと、まだまだ余熱が残っている串焼きを聡の口元まで押しつけてきた。




　このままでは髭ひげ面づらの中年親おや父じにあーんをされてしまいかねない、そう思った聡は抵抗するのを諦あきらめて有り難く串焼きを頂くことにした。

「……うま」

「あったりまえだ。誰が焼き加減を見てたと思ってんだ」

　へへん、と誇らしげに胸を張る男に、聡は串焼き屋でも開いたらどうだと軽口で返す。半分は冗談だがもう半分は本気でそう思うほどに、この串焼きは美味かった。




　元々の素材も良かったのだろうが、生け捕りにした新鮮な獲物を素早く適切に血抜き処理をして、その内臓を焦がさず丁寧にムラなく焼き上げたのは、間違いなくこの男の腕だ。

　表面はパリッと、中身は肉汁が滴るほどにジューシーに。肉の焼ける香ばしい匂いを放ちながらも柔らかさを損なわない絶妙な火加減には、素直に称賛の言葉を贈りたくなった聡だった。

「そろそろ鍋の方も仕上げに入りそうだ」

　その言葉に先ほどから火にかけている大おお鍋なべの方に視線を向ける。

　沸騰した大鍋の中身は最初に入れた穀物が水分を吸い、スープというよりは薄いお粥かゆのような見た目になっていた。

　そこに表面を焦げる一歩手前まで火で炙あぶられたズズ鳥を、ナイフで肉を削ぎ落とすようにして鍋の中に放りこんでいく。




「あれは美味い。間違いない」

　口に入れなくても分かる。あれは美味いものだ。

「あんたが捕えてきた獲物のおかげさ」

　急がないと他の奴らに全部食われてしまう。そう言って男は、聡に汁物を入れる底の深い器と匙さじを渡すと、出来あがりはまだかまだかと鍋を囲んでいる集団の方へと割って入って行った。

「俺も並ぶか」

　ここで人の群れを搔かきわけて間に入ろうとするのではなく、並ぶという選択をしたことで、今の自分はやはり日本人なのだと改めて実感した聡だった。







「いやー、まさか街に着く前にあんなに美味い食事にありつけるとは思わなかったなあ」

「魔術師殿には感謝せねば」

「是非また同じ馬車に乗り合わせたいな」

　大休憩が終わり、火の始末も終えて馬車へと乗り込んで再出発をした行商隊の一団は、満たされたお腹をさすりながら、先ほどの食事についてそれぞれ語り合っていた。

　聡も同じ馬車に乗っている冒険者や御者に話しかけられ、それに応えながら他の者と同じように満足感に浸っていた。




　味付けは干し肉と塩漬けにされた野菜から出た塩分だけだというのに、あの粥ともスープとも言えない名も無き料理は美味かった。

　最後の仕上げとして入れられた、火に炙られた山鳥と野兎の肉が良かったのだろう。それらが無ければ他の者たちがここまで満足するほどの味は出せなかった筈はずだ。




　だが聡は他の者たちと少し違っていた。

　もちろん山鳥も野兎もとても美味かったのは間違いない。火に炙られて染み出した脂も、嚙かみしめたときに口の中で広がる肉汁も、全て頰が落ちそうになるくらい美味かった。だがそれ以上に聡の心に強い印象を残したのはそれ以外の具材だったのだ。




　塩漬けにされて新鮮さとは程遠い萎びた野菜。保存性のみを追求した塩っ辛いだけのどこか臭みの残る干し肉。旅の途中で湿し気けてしまい、風味も飛んでしまった古い穀物。

　そんな、この世界ではどこにでもあるような安っぽい食材が、涙が出そうになるほど美お味いしかった。




（懐かしい）




　昔、嫌というほど食べた味だ。

　こんなものを食べなくてもすむようになりたいと忌み嫌っていた味だ。

　なのに。

　前世の記憶を取り戻してから今日この日まで、何を食べても、どんなに美味い物を食べてもどこか満たされなかった心の隙間が、今はあっさりと埋められてしまった。




（こういうのも良いかもなあ）

　機会があったら、自分が前世で食べていた料理を探してみよう。その殆ほとんどが安っぽくてお世辞にも美味いとは言えないものばかりだが、それもまた一興だ。







「魔術師殿、そろそろお別れが近付いてきたようですな。アルバの街が見えてきましたぞ」

　そう声を掛けてきたのは、聡が一番最初に出会った壮年の大男だった。街が見えてきたことで斥候の必要性は無くなったということなのだろう。馬に跨またがりながら聡たちの乗る馬車に並走をしていた。

　聡が馬車から身を乗り出して大男が指差す方に顔を向けると、木々の隙間から巨大な城壁が顔を覗のぞかせている光景が見えてくる。

「おお、やっと着いたか」

　気付けば時刻はもうすぐ日が暮れ始めようとする頃になっていた。この行商隊と出会っていなければ、確実に今日中にはたどり着くことは出来なかっただろう。本当に運が良かったと聡は思った。




「一つよろしいかな？　これは興味本位で聞くのだが、魔術師殿は何故アルバに向かうのだ？」

　そう聞かれた聡は、迷宮都市アルバに行く理由なんて決まっているさ、と前置きを入れる。

「今の給料が少なくてね。ちょっと老後の貯金を稼ごうかと」

　ただし週末だけだが、とは口に出さないでおく。

「……ははは、そうかそうか！　それはそうだな！」

　聡の返答に一瞬だけ呆ほうけた顔を見せた大男は、すぐにまるで毒気を抜かれたかのように腹を抱えて大きな声で笑い始めた。

「いや、済まないな魔術師殿。あなたのような腕の立つ魔術師が一体どんな高尚な目的があるのかと思っていたのだが、ククク、そうか老後の貯金か」

（ツボに嵌はまりすぎだろ。そんなに変なこと言ったか俺？）




　ひとしきり笑って気が済んだのか、落ち着きを取り戻した大男が改めて聡に謝罪の言葉を述べた後、最後にもう一つだけ聞いておきたいと聡に尋ねた。

「魔術師殿の名前を教えてくれないか？」

　それくらいなら別に何の問題もない、と思わず佐藤と名乗りそうになってしまった寸前で何とか思い留まる。そういえばどんな名前を名乗るのかまでは考えていなかった。




　別にサトウのままでも悪くは無いが、この世界では少し違和感のある名前だ。恐らく正確な発音をしてもらうのは難しいだろう。

　かといって前世のサトラクという名前を使うのも問題がある。サトラクという名の転移魔術の使い手など、無意味に聡の前世を知る者の興味を引くだけだ。正直それは碌ろくなことになりそうにないので出来れば避けたい。それならばと全く馴な染じみのない偽名を名乗ったとしても、咄とつ嗟さにその名で呼ばれた時に反応できる気がしない。

　あーでもないこーでもないと、目の前の大男に怪しまれない程度の短い時間で頭の中で考え抜いた結果、最終的にまあこれで良いかと妥協した名前を名乗ることにした。




「サート」




　私の名前はサートだ。そう呼んでくれ。聡はそう言った。




「それでは魔術師サートよ。どうかあなたの冒険が豊かな出会いと尽きぬ喜びに恵まれんことを」

　自らをサートと名乗った魔術師に対して大男は満足そうに頷うなずきながら馬の歩を進め、別れの言葉を残して去って行った。

「豊かな出会いと尽きぬ喜びか」

　あるといいなと呟つぶやきながらサートは馬車を降り、迷宮都市アルバの城門の前に降り立った。

　こうして佐藤聡さとる改め、魔術師サートの週末限定の冒険者としての生活が始まったのである。

















あとがき









　はじめまして、るうせんと申します。

　本作は「小説家になろう」で公開されている『週末冒険者』に加筆修正を加えたものです。なので、もしかしたら今この本を手に取ってくれている方の中には、以前どこかで私の名前を見た覚えがある方もいるかもしれません。




　縁と幸運に恵まれて書籍化をすることとなったのですが、実はこうしてあとがきを書いている今この瞬間も、正直あまり実感が湧いていません。

　というのも、私が学生の頃に一番苦手だった科目の内容が英語、その次が作文だったからです。今でも文章を書くのは苦手なのに、よくまあ本一冊分も書けたなあという感想と、本当にこんな量を書いたのか？　と自分で自分を疑っています。書籍化についてのお誘いを頂いたときも、まさかこんな更新間隔も不安定で、しかも主人公が何かを食べているだけの内容のこの作品が……という感じでした。




　そしてもう一つ、「小説家になろう」で公開されている『週末冒険者』は二〇一三年から投稿を始めたのですが、実は途中で二年以上の空白期間があります。私生活の多忙化といくつかのトラブルが重なり、そのままずっと更新が出来ないのではないかという状態まで行っていました。

　ですが、二年以上も期間が空いていても応援して下さる読者の方々が多くいらっしゃり、更新を再開することが出来た際にはたくさんの感想とメッセージを頂きました。

　書籍化という慣れない作業の中で、編集の方に何度もご迷惑をおかけしながら何とかここまでやって来られたのも、そんな今まで応援をしてくださった方々のおかげです。




　最後になりますが、この『週末冒険者』の書籍化に携わった全ての方と、今この本を手に取っていただいている読者、そして今まで応援をしてくれた方々に改めて感謝の言葉を述べたいと思います。




　ありがとうございました。
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